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 主体的な学び の実現の鍵を握る

自己調整学習とは
どのような学びか？ 

特 集

4KVOL4

やました・ともみ　同校に赴任して８年目。福祉科。進路指導部進学・探究活動担当。
青森県立七戸高校　1926（大正15）年設立／全日制／総合学科／共学／１学年約120人／ 2023
年度卒業生進路実績　国公立大は、室蘭工業大、弘前大、青森県立保健大、青森公立大などに７人が
合格。私立大は、東北工業大、東洋大などに延べ20人が合格。短大・専門学校進学20人。就職44人。

　看護科の高校に長く勤務した後、総合学科の七戸高校に赴任して進路指導を担
当している山下先生。前任校と異なり、希望進路が定まっていない生徒が多いこと
に率直に驚いた。そこで、10年後、20年後の自分を見据えて進路選択をしてほし
いと、職業人講話や大学見学会などの後には必ず振り返りを書かせ、「どんな大人
になりたい？」と生徒に問いかける。美容室でインターンシップをした生徒は、技術
の習得には相応の自己研鑽が必要だと分かり、憧れの職業を目指すことに迷いが生
じたが、「振り返りの中で、自分の将来や生活を改めて考え、自分の適性を見つめつ
つ、もっと多くの職業について知りたくなった」と、視野を広げた。
　生徒が多くの職業に触れられるように、今年度は１年次の「産業社会と人間」の時
間を使って企業見学を始めた。生徒は１人３社を訪問し、仕事の内容や従業員との
質疑応答をまとめてクラス内で共有している。見学先は、食品加工や運送、建築、農
家など、地元企業約20社。地元の銀行に取引先を紹介してもらい、山下先生らが１
社１社訪問して見学を依頼した。「私も看護や学校の仕事しか知りません。生徒と
ともに様々な職業や企業を知り、私自身の世界も広げていきたいと思っています」。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

ともに世界を広げよう
青森県立七

しちのへ
戸高校　山下友美先生
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お問い合わせはこちらへ
お客様サービスセンター　TEL：0120-350455（通話料無料）
受付時間：月～金 8：00～18：00／土 8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）

高校版10月号
特集テーマ連動
オンラインセミナー開催のご案内

「主体的な学び」を実現する授業づくり
― その組織的な実践に必要な
    視点とリーダーシップ

参加費無料

「主体的な学び」の実現の鍵を握る「自己調整学習」とは特集解説

「主体的な学び」を実現する授業を組織的に実践するための管理職の視点とアクション校長座談会

Session 1

Session 2

※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

2024年11月26日（火）
15時30分～17時00分

オンライン（Zoom配信）
※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。
※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。

右の2次元コード、
または下記URLからお申し込みください。
https://benesse-hs.jp/atemn

2024年11月22日（金）

開催日時 参加申し込み方法

参加申し込み締め切り

形  式

校長座談会 登壇予定
オンラインセミナー

I N F O RM A T I O N

岩手県立水沢高校校長
さ     が     え

寒河江 和広  先生

本誌特集

本誌の特集と

重要テーマを
より深く理解する

連動した
オンラインセミナーで、

かみ  むら
東京都立多摩高校校長

上村 礼子  先生

VIEW next 編集部 統括責任者

柏木 崇

数は少ないけれども、部活動には積極的に参加してい

た男子生徒のＡさんが教室に入れなくなり、保健室登

校をするようになったのは入学式から２か月が経った頃です。

Ａさんの担任も、その学校で初めて学年主任を経験していた私

も、Ａさんが教室に入れなくなった理由は分かりませんでした。

　保健室で自習をするＡさんに私は、社会科準備室に来ないか

と提案しました。私の授業の空き時間に、クラスや家庭での

Ａさんの様子を聞いてみようと考えたのです。

　「勉強は苦手」「進路の目標も決まっていない」。高校生活に

前向きにはなれていないことが彼の言葉からうかがえました

が、人間関係のトラブルなど、教室に入れなくなるような理由

は見いだせませんでした。Ａさん本人も、なぜ自分が教室に入

れなくなったのかが分かっていないように私には思えました。

　夏季休業が明けると、出席日数の不足による原級留置が現実

的になってきましたが、教室に入れない理由は分からないまま

でした。「学校、やめようかな」と口にし始めた彼を見て私は、

教室復帰は困難だと思いました。そして同時に、このまま学校

をやめさせたくないとも思いました。中途退学は避けられなく

ても、Ａさん自身がその理由を認識することで、次に進むべき

道が見えてくるのではないか。そして、明確な理由はAさん

も分からないのだから、Ａさんと一緒に理由をつくるしかない。

次の一歩につながるのであれば、Ａさんが納得できるのであれ

ば、あとづけの理由でもよい。私はそう考えたのです。

校生活で楽しかったことや嫌だった時間などを、私は

Ａさんと何時間もかけて振り返りました。「人が多い場

所は苦手」「社会科準備室は１人だったから平気」。そんなＡ

さんの言葉に、「周りの目が気になって教室が嫌になったのか

な？」などと応答しながら、学校をやめる理由と次の進路を選

ぶ際の留意点をＡさんとともに探しました。そうしたやり取り

を積み重ねた数週間後、初めてＡさんから「通信制の高校なら

頑張れるかも」と、次につながる言葉を聞くことができたので

す。その後Ａさんは、通信制の高校を無事に卒業しました。

　原級留置となってもＡさんを学校に引き留め、教室復帰への

支援を続ける選択肢もありましたが、私は彼が「次なら頑張れ

そうだ」と思って学校を去れるようにするための支援を選びま

した。学校をやめるという決断に至ってもなお、その後の彼の

人生に、彼と２人で希望を見いだそうとしたのです。

「次の一歩を踏み出すための中途退学の理由づくり」
も支援の選択肢とする美那川先生に、不登校の生徒の
支援についてさらに話を聞いたウェブオリジナル記事
を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article29085/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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みながわ・ゆういち ●同校に赴任して４年目。
地理歴史・公民科。生徒の学力の状況にかかわらず、
生徒が歴史の学び方を身につけ、歴史を学ぶ目的を

見いだせる授業を追求している。
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先生なら、
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https://view-next.benesse.jp/
本誌記事は、ウェブサイト でもご覧いただけます。
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発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践26

 26 地理　
  富山県立富山中部高校　土井　聡
 30 英語
  広島県立三

み
原
はら

高校　山本大輔
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

探究学習　つながり、伴走する教師たち34

  岡山県立瀬戸高校
	 	 テーマ　探究×生成ＡＩ　
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

事例で深める！　学習評価36

  静岡県立静岡東高校
	 	 テーマ　評定への総括　
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

指導変革の軌跡38

  山梨県・私立山梨学院高校
	 	 学校の魅力化
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

大学入試トレンド解説42

  今後の年内入試に向けた
  小論文・志望理由書の指導のポイント
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

Reader’s VIEW52

先生なら、どうしますか？ 巻頭

学校を去る生徒が次の一歩を踏み出すために、
時間をかけて取り組んだ「中退の理由づくり」
静岡県立小

お
山
やま

高校　美
み

那
な

川
がわ

雄一

1  高校版  2024 October 

特集2

「主体的な学び」の実現の鍵を握る

「自己調整学習」とはどのような学びか？
	 4	 Interview　「自己調整学習」とは何か　九州大学大学院人間環境学研究院　准教授　伊藤崇

たかみち

達
	 8	 授業事例1　世界史　東京都立多摩高校　石川幸

こうすけ

佑
	 11	 授業事例2　数学　東京都立多摩高校　植

うえしま

嶋悠太
	 16	 授業事例3　物理　長崎県立諫
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蔵
	 20	 授業事例4　英語　三重県立松阪工業高校　中村智宏
 23	 Commentary　「自己決定」と幸福感　神戸大学計算社会科学研究センター　特命教授　西村和雄
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注１）数値は小数点以下を四捨五入。　注２）2022 年度は 924 校、2023 年度は 880 校、2024 年度は 870 校が回答。
※ベネッセコーポレーション「2024 年度新課程および教育活動全般に関する調査」を基に編集部で作成。

※『VIEW next』高校版読者モニターアンケートの結果や高校への取材で得られた声を基に編集部で作成。

高校が課題に感じている教育活動図1

教師が抱く「主体的な学び」に関する課題感図2

「主体的な学び」「主体的に学習に取り組む態度」についての説明図３

■特に課題に感じている　　■課題に感じている　　■あまり課題に感じていない　　■課題はない

0 20 40 60 80 100
（％）

学びに向かう力の
育成と評価

24 62 13 2

22 61 15 2

19 60 19 2

主体的・対話的で深い学びの
視点からの授業改善

2022年度

2023年度

2024年度

15 63 20 1

13 62 22 2

58 28 212

2022年度

2023年度

2024年度

「主体的な学び」と
はどんな学びか理
解できておらず、戸
惑っている教師は
依然として多い。

全教科でシラバス
を作成しているが、
「主体的な学び」を
育むための授業改
善に至っていない。

授業中の挙手の回数や
ノートの取り方などで、
「主体的に学習に取り組
む態度」を評価する形
になってしまっている。

授業で生徒主体の
学びを推進している
が、生徒によって取
り組みに大きな差
が出てしまう。

「主体的な学び」について

……学ぶことに興味や関心を持ち、自
己のキャリア形成の方向性と関連付け
ながら、見通しをもって粘り強く取り
組み、自己の学習活動を振り返って次
につなげる「主体的な学び」が実現で
きているか……

 ※文部科学省「高等学校学習指導要領解説総則編」

「主体的に学習に取り組む態度」について

……「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の
評価の観点の趣旨に照らし、① 知識及び技能を獲得した
り、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすること
に向けた粘り強い取組を行おうとする側面と、② ①の粘
り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする
側面、という二つの側面を評価することが求められる。
 ※中央教育審議会「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」

自己調整学習 とはどのような学びか？
「主体的な学び」の実現の鍵を握る

kou / PIXTA（ピクスタ）
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　現行の学習指導要領が実施されて２年半が経過しましたが、学校現場では依然として授業改善について課
題を感じている教師が少なくありません（図１）。中でも「主体的な学び」の実現に苦慮されている声が多く
聞かれます（図２）。また、観点別学習状況の評価の観点の１つで、「主体的な学び」に深く関連する「主体
的に学習に取り組む態度」の評価に高い課題感を持つ傾向も続いています（図１）。
　「主体的な学び」も「主体的に学習に取り組む態度」も、文部科学省等からそれぞれについての説明が示さ
れていますが（図３）、授業中の教師の説明を聞く姿勢や発言の有無、課題の提出状況といった、性格や行動
面の傾向が一時的に表出された場面を捉えて、「主体的な学びが実現できている」「主体的に学習に取り組む
態度の評価は『おおむね満足できる』」などとしているケースが少なくないと、現場の先生方からも伺います

（図２）。そして、そうした状況が起きている要因の１つとして、「主体的な学び」や「主体的に学習に取り組
む態度」の解釈が教師によって異なることを、現場の先生方は指摘しています（図２）。
　「主体的な学び」や「主体的に学習に取り組む態度」について、教師間で共通理解を図る際に鍵を握るのが、

「自己調整学習」という学びです。今号は、「自己調整学習」をひも解くことで、「主体的な学び」「主体的に
学習に取り組む態度」の理解を深めていければと思います。 

 編集部　統括責任者　柏木　崇

特
集 自己調整学習 とはどのような学びか？

「主体的な学び」の実現の鍵を握る

  P. 4	 Inter v iew　九州大学大学院人間環境学研究院　准教授　伊藤崇
たか

達
みち

	 	自分に合った学び方を生徒自身が探す「自己調整学習」
  P. 8	 授業事例 1　世界史　東京都立多摩高校　石川幸

こうすけ

佑
	 	自分で取り組む場があることで、生徒は意欲的に学習に向かう
	 P. 11	 授業事例 2　数学　東京都立多摩高校　植

うえしま

嶋悠太　
	 	自分が選んだ方法やペースで学びながら、自分に合った学び方を見いだす
	 	 Column　取り組みの組織的推進
	 	 教師の生徒観が変わる自由進度学習を全校に広める

 P. 16	 授業事例 3　物理　長崎県立諫
いさはや

早高校　後
うしろ

田
だ

康
こう

蔵
ぞう

	 	学期単位で自己調整学習を取り入れ、学力上位層の生徒のニーズに応える
　  Column　取り組みの組織化
	 	 高校段階で必要な学びを議論し、教師・生徒のマインドチェンジを促す

 P. 20	授業事例 4　英語　三重県立松阪工業高校　中村智宏
	 	授業に自己調整学習を組み込み、多様な学力の生徒の学びを充実させる
  P. 23	 C omment ar y　神戸大学計算社会科学研究センター　特命教授　西村和雄
	 	人生の幸福感を高める「自己決定」を学校の中にどう取り入れるか

なぜ「自己調整学習」が、「主体的な学び」や「主体的に学習に
取り組む態度」の共通理解の鍵を握っているのか。

先生方とともに
考えたい「問い」
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変
化
が
激
し
く
、
未
来
の
予
測
が
困
難
な

現
代
で
は
、
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
そ

し
て
一
人
ひ
と
り
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

実
現
す
る
た
め
に
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続

け
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
社
会
状
況
を
背
景
に
、「
自
己
調
整
学
習

（self-regulation of learning

）」
に
対
す

る
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
自
己
調
整
学
習
は
、
１
９
９
０
年
代
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
教
育
心
理
学
者
で
あ
る
バ
リ

ー
・
ジ
マ
ー
マ
ン
ら
が
中
心
と
な
っ
て
提
唱

し
て
い
る
教
育
心
理
学
の
理
論
体
系
の
１
つ

で
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
観
点
の
１

つ
で
あ
る
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
を
評
価
す
る
上
で
も
有
効
な
理
論
で
す
。

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評

価
に
あ
た
っ
て
は
、
教
師
に
は
、
生
徒
が
知

識・技
能
を
獲
得
し
た
り
、
思
考
力・判
断
力・

表
現
力
等
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
こ
と
に
向

け
た
粘
り
強
い
取
り
組
み
の
中
で
、
自
ら
の

学
習
を
調
整
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
見
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の「
自

ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
」
と
す
る
学
び
が
、

自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を

生
徒
自
身
が
探
す
「
自
己
調
整
学
習
」

九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院 

准
教
授

　伊
藤
崇た

か

達み
ち

「
主
体
的
な
学
び
」
の
実
現
や
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
の
鍵
を
握
る

「
自
己
調
整
学
習
」。
そ
の
１
つ
で
あ
る
「
自
由
進
度
学
習
」
を

授
業
に
取
り
入
れ
る
教
師
も
増
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
自
己
調
整
学
習
」
と
は

ど
の
よ
う
な
学
び
な
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
さ
れ
る
の
か
。

九
州
大
学
大
学
院
の
伊
藤
崇
達
准
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

いとう・たかみち　名古屋大学大学
院教育学研究科教育心理学専攻博
士課程後期課程退学後、京都教育
大学准教授などを経て、2018 年よ
り現職。教育心理学、教授・学習
心理学の見地から、学習者及び教
授者の心理学的プロセスについて研
究。自己調整学習やピア・ラーニン
グを通じたパフォーマンスの向上プ
ロセスに精通している。主著に、『学
生を自己調整学習者に育てる :アク
ティブラーニングのその先へ』（共同
監修・翻訳、北大路書房）、『自ら学
び考える子どもを育てる教育の方法
と技術』（共著、北大路書房）など。

I n t e r v i e w
学
び
続
け
る
力
を
育
む

生
徒
が
主
人
公
に
な
る
学
び

自
己
調
整
学
習
と
は
ど
の
よ
う
な
学
び
か
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自
己
調
整
学
習
そ
の
も
の
で
す
。

　
自
己
調
整
学
習
は
、
生
徒
が
学
び
の
主
人

公
に
な
っ
て
自
分
の
意
思
を
持
っ
て
学
習
に

取
り
組
み
、
そ
の
見
通
し
や
計
画
を
立
て
て

調
整
し
な
が
ら
前
に
向
か
っ
て
い
く
学
び
で

あ
り
、
そ
こ
で
は
教
師
は
あ
く
ま
で
も
サ
ポ

ー
ト
役
で
す
。
最
近
、
生
徒
自
身
が
学
習
計

画
を
立
て
、
自
分
に
合
っ
た
教
材
や
学
び
方

を
選
択
し
て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
び
を
進

め
る
「
自
由
進
度
学
習
」
を
取
り
入
れ
る
教

師
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
自
己
調
整

学
習
の
１
つ
で
す
。

　
自
己
調
整
学
習
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に

は
、「
動
機
づ
け
」「
学
習
方
略
」「
メ
タ
認
知
」

の
３
つ
の
要
素
が
必
要
で
す
。

　「
動
機
づ
け
」
は
、
学
習
を
進
め
る
原
動

力
に
な
る
も
の
で
す
。「
大
切
だ
と
思
う
か

ら
」「
自
分
が
学
び
た
い
か
ら
」「
面
白
い
と

感
じ
る
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
た
学
習
そ
の
も

の
に
対
す
る
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
感
じ
る
内

発
的
動
機
づ
け
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
学
び

そ
の
も
の
に
対
す
る
意
義
や
価
値
を
実
感
す

る
こ
と
も
、
動
機
づ
け
を
自
律
的
な
も
の
に

し
ま
す
。

　「
学
習
方
略
」
は
、
学
習
の
効
果
を
高
め

る
こ
と
を
目
指
し
て
行
う
こ
と
で
す
。
記
憶

し
た
り
、
理
解
し
た
り
し
や
す
く
す
る
た
め

の
工
夫
や
、
や
る
気
が
出
な
い
時
に
ど
の
よ

う
に
気
持
ち
を
立
て
直
し
、
学
習
を
続
け
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
っ
た
意
欲
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
指
し
ま
す
。

　「
メ
タ
認
知
」
は
、
自
分
の
学
習
の
進
み

具
合
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
結
果
を
評
価
す

る
こ
と
で
す
。
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

自
分
は
何
を
理
解
し
て
い
て
、
何
が
苦
手
な

の
か
を
正
確
に
捉
え
、
今
後
の
学
習
目
標
を

明
確
に
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
自
己
調
整
学
習
に
お
け
る
生
徒
の
学
び

の
様
子
は
、「
予
見
」「
遂
行
／
意
思
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」「
自
己
省
察
」
の
３
つ
で
回
る
サ

イ
ク
ル
で
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
１
）。

そ
の
サ
イ
ク
ル
を
生
徒
が
自
ら
回
す
時
、
そ

れ
ぞ
れ
で
「
動
機
づ
け
」「
学
習
方
略
」「
メ

タ
認
知
」
の
３
つ
の
要
素
が
寄
与
し
ま
す
。

　「
予
見
」
の
段
階
で
は
、
生
徒
は
明
確
で
、

興
味
・
関
心
や
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
る
目
標

を
設
定
し
ま
す
。
達
成
期
限
を
設
け
た
目
標

と
、
そ
の
目
標
の
達
成
の
見
通
し
を
持
っ
た

学
習
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
、「
目
標
が
達

成
で
き
そ
う
だ
」
な
ど
と
、
学
び
に
対
す
る

意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
遂
行
／
意
思
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
段
階

で
は
、
生
徒
は
学
び
を
実
際
に
進
め
、
深
め

て
い
き
ま
す
。
自
分
の
学
習
状
況
を
メ
タ
認

知
し
、
今
の
方
略
で
は
学
習
が
計
画
通
り
に

進
ん
で
い
な
い
と
気
づ
い
た
時
は
、
別
の
方

略
を
考
え
ま
す
。
ま
た
、「
自
分

は
き
っ
と
大
丈
夫
」
な
ど
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
や
る
気
を

維
持
し
た
り
、
気
分
転
換
し
た

り
し
て
、
学
び
に
向
き
合
う
状

態
を
よ
り
よ
く
維
持
し
ま
す
。

　「
自
己
省
察
」
の
段
階
で
は
、

生
徒
は
自
分
の
学
び
に
対
し
て

自
己
評
価
を
行
い
ま
す
。
定
期

考
査
な
ど
の
テ
ス
ト
の
結
果
が

よ
か
っ
た
か
ど
う
か
だ
け
で
は

な
く
、
ど
の
分
野
・
単
元
の
理

解
が
不
十
分
だ
っ
た
の
か
、
自

分
が
選
択
し
た
学
習
方
略
が
適

切
だ
っ
た
の
か
を
、
学
習
プ
ロ

セ
ス
と
と
も
に
振
り
返
り
、
次

に
回
す
自
己
調
整
学
習
の
サ
イ

ク
ル
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
ま

す
。

※伊藤准教授提供資料を基に編集部で作成。

自己調整学習のサイクル図1

自己調整学習のサイクルが回っている状態

自己調整学習のサイクルが回っていない生徒

•自分の状態を俯瞰できる
•学習方略を修正できる
•自分のやる気を喚起できる

遂行／意思コントロール

「学習方法の選択肢が少な
い」「やる気が出ない時の
対処法が分からない」

「何のために学ぶのか分
からない」「やる気が出な
い」「計画が立てられない」

「学習方法を柔軟に変え
られない」「できなかった
ことばかりに目が向く」

•明確な目標がある
•納得できる方略がある
•興味や関心がある

予見

•プロセスを振り返る
•結果をもたらした原因を
分析する
•次のサイクルにつなげる

自己省察

自
己
調
整
学
習
を
成
立
さ
せ
る

３
つ
の
要
素

自
己
調
整
学
習
は

生
徒
が
回
す
学
び
の
サ
イ
ク
ル

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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　「
運
が
よ
く
て
、
た
ま
た
ま
計
画
通
り
に

進
ん
だ
」
と
い
っ
た
振
り
返
り
方
で
は
、
次

に
回
す
自
己
調
整
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
改
善

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
自
分
で
選
択
・

調
整
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
見
い
だ
せ
れ

ば
、
次
に
回
す
サ
イ
ク
ル
を
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
己
調
整
学
習

で
は
、
自
分
の
学
習
の
進
み
具
合
を
確
認
し

て
、
何
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
を
把
握
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
ま
た
、
学
び

の
結
果
や
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
よ
い
点
や
自

分
な
り
に
満
足
で
き
る
点
を
見
つ
け
る
こ
と

も
、
次
の
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
己
調
整
学
習
が
で
き
な
い
生
徒
は
、
自

己
調
整
学
習
の
サ
イ
ク
ル
の
ど
こ
か
で
つ
ま

ず
い
て
い
て
、
サ
イ
ク
ル
が
う
ま
く
回
っ

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
P. 

５
図
１
）。

生
徒
の
自
己
調
整
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
サ
イ
ク
ル
の
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
を
生
徒
と
と
も
に

見
つ
け
、
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
サ
イ
ク
ル
以
外
の
と
こ
ろ
で
問

題
が
生
じ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
生
徒
が
身
を
置
く
物
理
的
な
環
境
や
対

人
関
係
な
ど
に
お
い
て
で
す
。

　「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
は
、

自
己
調
整
学
習
の
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
「
予

見
」「
遂
行
／
意
思
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」「
自
己

省
察
」
の
３
つ
を
通
し
て
評
価
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
す
な
わ
ち
、
生
徒
は
ど
の
よ
う

な
見
通
し
を
持
っ
て
学
習
を
ス
タ
ー
ト
し
た

か
、
ど
の
よ
う
に
学
習
方
略
を
調
整
し
た
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
た
り
し
た
か
、

そ
し
て
、
サ
イ
ク
ル
を
回
す
中
で
得
た
気
づ

き
を
次
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
時
に
ど
う
生
か

そ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
を
見
取
る

こ
と
で
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
教
科
・
科
目
を
問
わ
ず
、
論
述
問
題
や
実

技
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に
臨
む

学
習
プ
ロ
セ
ス
と
、
そ
の
振
り
返
り
を
評
価

の
材
料
と
す
る
こ
と
で
、
知
識
・
技
能
を
獲

得
し
た
り
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

　
自
己
調
整
学
習
で
は
、
生
徒
が
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
自
分
に
合
っ
た
学
び
を
進
め
る
た

め
、
教
師
に
は
一
斉
授
業
と
は
異
な
る
準
備

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
教
師
は
生
徒
に
学
習
の

目
的
や
方
法
、
時
間
な
ど
、
学
習
を
構
成
す

る
要
素
の
選
択
肢
を
準
備
し
、
生
徒
自
身
に

選
択・調
整
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
（
図
２
）。

学
習
を
構
成
す
る
要
素
の
ど
の
選
択
・
調
整

を
生
徒
に
任
せ
、
ど
れ
を
生
徒
全
員
一
律
の

も
の
と
す
る
の
か
は
、
単
元
の
内
容
や
生
徒

の
状
態
な
ど
を
踏
ま
え
て
教
師
が
決
め
て
お

き
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
単
元
１
で
は
Ａ

の
要
素
を
、
単
元
２
で
は
Ｂ
と
Ｃ
の
要
素
を

生
徒
に
選
択
・
調
整
さ
せ
る
と
い
っ
た
よ
う

に
、
選
択
・
調
整
を
任
せ
る
要
素
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
生
徒
が
選
択
・
調
整
で
き
る
範
囲
は
狭
す

ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
学

習
内
容
や
教
材
も
、
生
徒
が
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
探
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
特
に
、
自
己
調
整
学

習
を
始
め
た
ば
か
り
の
時
期
は
、「
自
分
の

好
き
な
教
材
を
自
由
に
選
ん
で
学
ん
で
み
な

さ
い
」
と
生
徒
に
す
べ
て
を
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
生
徒
た
ち
の
学
力
や
興
味
・
関
心
に

合
わ
せ
て
教
師
が
用
意
し
た
複
数
の
選
択
肢

か
ら
選
ば
せ
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
授
業

だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
学
習
や
長
期
休
業
で

出
す
課
題
も
、
自
己
調
整
学
習
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
試
し
て
み
る
よ
い
機
会
で
す
。
予

習
の
み
、
復
習
の
み
な
ど
、
部
分
的
に
自
己

調
整
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　
自
由
進
度
学
習
な
ど
の
自
己
調
整
学
習

は
、
特
に
取
り
組
み
の
初
年
度
は
、
教
材
や

学
習
環
境
の
準
備
で
一
斉
授
業
よ
り
も
教
師

の
負
担
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。
教
師
に

と
っ
て
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
生
徒
が
自

己
調
整
で
き
る
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
求

を
身
に
つ
け
た
り
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の

中
で
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

学
習
を
構
成
す
る
要
素
の
選
択
肢
を

教
師
が
準
備
す
る

自
己
調
整
学
習
に
よ
っ
て

資
質
・
能
力
が
見
え
や
す
く
な
る

自
己
調
整
学
習
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
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※伊藤准教授提供資料を基に編集部で作成。

め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
一
斉
授
業
を
中
心
に
受
け
て
き

た
生
徒
が
、
自
己
調
整
学
習
に
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
の
か
、
不
安
に
感
じ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
斉
授
業

は
、
教
師
が
示
す
学
び
方
が
基
盤
と
な
る
学

び
で
す
。
そ
こ
か
ら
生
徒
が
自
分
を
基
盤
と

す
る
学
び
へ
と
移
行
す
る
ま
で
に
は
、
4
つ

の
レ
ベ
ル
を
経
ま
す
（
図
３
）。
そ
の
４
つ

の
レ
ベ
ル
を
教
師
が
意
識
す
る
こ
と
で
、
生

徒
を
徐
々
に
自
己
調
整
学
習
が
で
き
る
状
態

に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
観
察
」
の
レ
ベ
ル
は
、
生
徒
が
教
師
の

説
明
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
学
び
方
を
学
ぶ

状
態
で
す
。
い
わ
ゆ
る
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク

の
授
業
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
は
教
師
が
示
す

学
び
方
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
。

　「
模
倣
」
の
レ
ベ
ル
は
、
教
師
が
示
す
学

び
方
と
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
教
師
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
生
徒
が
模
倣
し

て
学
ぶ
状
態
で
す
。

　「
自
己
制
御
」
の
レ
ベ
ル
は
、

教
師
が
示
す
見
本
に
基
づ
き
、
生

徒
が
自
分
か
ら
学
び
始
め
る
状
態

で
す
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
教
師

が
示
す
学
び
方
通
り
に
し
か
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　「
自
己
調
整
」
の
レ
ベ
ル
は
、

教
師
が
示
す
学
び
方
だ
け
で
な

く
、
生
徒
が
自
分
に
合
う
よ
う
に

学
び
方
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
学
ぶ
状

態
で
す
。

　
生
徒
は
、
そ
の
４
つ
の
レ
ベ
ル

を
経
る
こ
と
で
、
自
己
調
整
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
学
び
の

調
整
の
源
泉
が
他
者
（
教
師
）
か

ら
自
己
（
生
徒
）
に
変
わ
る
の
で

す
。

　
生
徒
が
自
己
調
整
学
習
を
始
め
る
際
に

は
、「
予
見
」
の
段
階
で
、
学
習
の
見
通
し

や
計
画
な
ど
を
生
徒
と
教
師
が
共
有
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。
自
己
調
整
学
習
は
、
生
徒
に

学
び
を
任
せ
っ
き
り
に
す
る
と
い
う
も
の
で

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
学
習
を
始

め
る
段
階
で
は
、
教
師
が
学
習
の
仕
方
を
例

示
し
た
り
、
生
徒
が
立
て
た
学
習
計
画
に
対

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、「
遂
行
／
意
思
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
や
「
自
己
省
察
」
の
段
階
で
、
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
学
習
に
取

り
組
ん
だ
か
を
共
有
す
る
機
会
を
教
師
が
つ

く
る
こ
と
で
、
生
徒
は
他
者
の
取
り
組
み
方

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
次
に
回
す

自
己
調
整
学
習
の
サ
イ
ク
ル
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
徒
の
学
び
が
教
師
に
よ
る
調
整
か
ら
自

己
調
整
へ
移
行
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
生
徒

の
発
達
段
階
や
キ
ャ
リ
ア
志
向
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
生
徒
が
「
熟
達
し
た
い
」「
本

質
を
理
解
し
た
い
」
と
自
分
か
ら
思
え
る
よ

う
に
な
っ
た
時
が
、
自
己
調
整
学
習
を
始
め

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
生
徒

の
内
面
的
成
長
に
つ
な
が
る
総
合
的
な
探
究

の
時
間
と
自
己
調
整
学
習
は
、
互
い
に
よ
い

影
響
を
与
え
合
う
も
の
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

自己調整学習の形成における４つのレベル図3

単元１ 単元２ 単元３

目的（何のために） - - -
方法（どうやって） ○ - ○

時間（いつ、どのくらい） ○ ○ ○

内容（何を） - - -
環境（どこで） - ○ -
対人関係（誰と） - - ○

※伊藤准教授提供資料を基に編集部で作成。

生徒が選択・調整する、学習を構成する要素図2

1.  観察レベル
教師の授業を通して
学び方を学ぶ

2.  模倣レベル
教師が見守る中で

教師が示す学び方通りに学ぶことができる

3.  自己制御レベル
教師の目が離れても、

教師が示す学び方通りに学ぶことができる

4.  自己調整レベル
生徒が自分に合う

学び方を創り出し、学ぶことができる

４
つ
の
レ
ベ
ル
を
経
て

自
己
調
整
学
習
は
実
現
す
る

学
習
の
取
り
組
み
方
は

内
面
的
な
成
長
と
密
接
に
関
係

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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多
様
な
希
望
進
路
の
生
徒
が
集
う
東
京
都

立
多
摩
高
校
は
２
０
２
４
年
度
、
東
京
都
教

育
委
員
会
「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ
か

ら
の
学
び
研
究
校
」（
＊
）
の
指
定
を
受
け
、

生
徒
が
自
ら
学
び
方
を
選
択
し
、
自
立
し
た

学
習
者
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
づ
く

り
を
研
究
し
て
い
る
（
詳
細
は
Ｐ
．15
コ
ラ

ム
参
照
）。
同
研
究
を
推
進
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委

員
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
１
人
で
あ
る
石
川

幸こ
う
す
け佑
先
生
は
、
今
年
度
の
１
学
期
か
ら
、
担

当
す
る
３
年
生
の
「
世
界
史
探
究
」
で
自
由

進
度
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
使
用
す
る
教
材
は
、
石
川
先
生
が
教
科
書

の
副
教
材
な
ど
を
基
に
作
成
し
た
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
だ
（
図
１
）。
Ａ
３
判
の
同
シ
ー
ト
１

枚
が
１
コ
マ
分
で
、
教
科
書
の
１
節
分
の
内

容
か
ら
、
重
要
事
項
に
関
す
る
穴
埋
め
式
の

問
題
の
約
15
問
と
、
そ
れ
ら
の
答
え
で
あ
る

知
識
を
活
用
し
て
考
察
す
る
記
述
式
問
題

「
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
」
の
２
問
を
出
題
し
て

い
る
。
　

　
同
シ
ー
ト
を
使
っ
た
１
コ
マ
の
授
業
の
展

開
は
次
の
通
り
だ
（
図
２
）。
ま
ず
石
川
先

生
が
、
生
徒
が
前
時
に
取
り
組
ん
だ
「
問
い

の
ス
テ
ッ
プ
」
の
解
説
を
行
う
。
そ
の
際
ス

ク
リ
ー
ン
に
は
、
教
科
書
の
該
当
部
分
を
投

影
し
、
重
要
語
句
に
線
を
引
い
た
り
、生
徒

に
問
い
か
け
て
答
え
を
引
き
出
し
た
り
し
な

が
ら
解
説
す
る
。

　
次
に
、
生
徒
が
各
自
で
本
時
の
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
取
り
組
む
。
教
科
書
や
資
料
集
を
読

ん
だ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
り

と
、
答
え
を
導
き
出
す
た
め
の
ツ
ー
ル
を
自

分
で
選
択
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進

め
る
。
そ
の
間
、
石
川
先
生
は
教
室
内
を
回

り
、
生
徒
の
質
問
に
答
え
た
り
、
生
徒
の
取

り
組
み
状
況
を
見
取
っ
て
声
か
け
を
し
た
り

す
る
。

　
最
後
に
、
生
徒
は
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
ツ
ー

ル
に
答
え
を
入
力
し
て
送
信
す
る
。
穴
埋
め

式
の
問
題
は
自
動
採
点
で
正
誤
を
確
認
し
、

間
違
え
た
問
題
は
再
度
取
り
組
む
。「
問
い

の
ス
テ
ッ
プ
」
は
次
時
の
石
川
先
生
の
解
説

を
聞
い
て
振
り
返
る
。

　「『
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
』
の
解
説
は
、
時
間

を
空
け
て
行
う
こ
と
で
、
自
分
が
分
か
ら
な

か
っ
た
部
分
を
整
理
し
た
上
で
聞
く
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
」 Ｉ

Ｃ
Ｔ
委
員
会

石
川
幸
佑  

い
し
か
わ
・
こ
う
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
世
界
史
）。
３

学
年
担
任
。

自
分
で
取
り
組
む
場
が
あ
る
こ
と
で
、

生
徒
は
意
欲
的
に
学
習
に
向
か
う

東
京
都
立
多
摩
高
校
　

石
川
幸こ

う
す
け佑

「
授
業
が
分
か
る
　

学
び
た
く
な
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、授
業
改
善
を
図
っ
て
い
る
東
京
都
立
多
摩
高
校
。
同
校
は
２
０
２
４
年
度
、

東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
研
究
校
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
生
徒
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
び
を
進
め
る
自
由
進
度
学
習
を

取
り
入
れ
た
。「
世
界
史
探
究
」
の
授
業
で
は
、生
徒
が
自
分
で
考
え
、最
後
ま
で
集
中
し
て
問
題
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
て
い
る
。

授業事例 1
生
徒
が
自
力
で
問
題
に
取
り
組
み
、

次
時
の
最
初
に
教
師
が
解
説

世界史
授
業
の
概
要

設
立
　
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
４
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
４
年
制
大
は
、
亜
細

亜
大
、
桜
美
林
大
、
杏
林
大
、
駿
河
台
大
、
帝
京
科
学
大
、

帝
京
大
、
東
京
経
済
大
、
東
洋
大
、
武
蔵
野
大
、
明
星
大

な
ど
に
延
べ
31
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
60
人
。

就
職
38
人
。

学
校
概
要

＊　同事業は、「予測困難な時代において、よい変化を起こそうと、 自分で課題を設定して振り返り、責任をもって行動する力を身につけさせるため、教師が指導
観を転換し、授業をデザインする必要がある。子どもが自ら学び方を選択し、自立した学習者になることを目指した授業づくりについて研究し、その成果を都内
全公立学校での展開に向けて普及する」ことを目的としている。
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石
川
先
生
は
、生
徒
が
学
習
内
容
の
全
体

を
見
通
せ
る
よ
う
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
１
枚

を
１
コ
マ
分
と
し
た
。そ
し
て
１
コ
マ
45
分

間
の
う
ち
、教
師
に
よ
る
前
時
の「
問
い
の
ス

テ
ッ
プ
」の
解
説
を
15
分
間
、
本
時
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
取
り
組
み
を
15
分
間
、
答
え
の

入
力
と
振
り
返
り
を
15
分
間
と
し
て
い
る
。

　「
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
」は
現
在
は
２
問
だ
が
、

１
学
期
は
３
問
と
し
て
い
た
。し
か
し
、３
問

目
に
た
ど
り
着
け
な
い
生
徒
が
少
な
か
ら
ず

い
た
こ
と
と
、授
業
冒
頭
の
教
師
に
よ
る
解

説
に
時
間
が
か
か
り
、生
徒
が
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
取
り
組
む
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、２
学
期
は
２
問
に
減
ら
し

た
。そ
れ
に
伴
い
、一
連
の
取
り
組
み
が
早
く

終
わ
っ
た
生
徒
に
は
、教
科
書
に
載
っ
て
い

る
用
語
の
中
で
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
に
つ

い
て
調
べ
て
ま
と
め
る
課
題
を
出
し
て
い
る
。

　
穴
埋
め
式
の
問
題
は
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
ツ

ー
ル
の
機
能
を
活
用
し
て
自
動
採
点
す
る
仕

組
み
に
し
、
生
徒
が
自
分
で
振
り
返
り
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
生
徒
は
、
間
違
え
た
問
題
を
そ
の
ま
ま

に
せ
ず
、
教
科
書
を
読
み
直
し
た
り
、
ク
ラ

※学校資料と取材を基に編集部で作成。
※学校資料を抜粋して掲載。

１コマでＡ３判のワークシート１枚を使用。教科書の１節分の内容から、穴埋め式
の問題を約15問と、それらの答えである知識を活用して考察する記述式問題「問い
のステップ」２問を出題している。

ス
メ
ー
ト
に
質
問
し
た
り
し
な
が
ら
再
度
取

り
組
み
ま
す
（
写
真
）。
完
答
す
る
ま
で
頑

張
っ
て
取
り
組
む
生
徒
も
い
ま
す
」

　
ま
た
、
何
を
使
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取

り
組
む
か
は
生
徒
の
自
由
だ
が
、
15
分
間
は

周
り
に
相
談
せ
ず
に
自
力
で
解
く
こ
と
と

し
、
答
え
を
入
力
す
る
時
間
に
な
っ
た
ら
周

り
に
相
談
し
て
も
よ
い
ル
ー
ル
に
し
た
。

　「
ま
ず
は
自
分
で
じ
っ
く
り
教
科
書
を
読

む
な
ど
し
て
、
答
え
を
導
き
出
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
考
え

る
か
ら
こ
そ
、『
分
か
ら
な
い
か
ら
知
り
た

い
』
と
い
っ
た
思
い
が
生
ま
れ
ま
す
し
、
自

分
が
理
解
し
て
い
る
点
、
分
か
ら
な
い
点
が

明
確
に
な
っ
て
こ
そ
、
学
び
合
い
が
成
立
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
」

写真　穴埋め式の問題は、ＩＣＴを活用して自動採
点ができるようにした。生徒が自分で振り返りが
できることに加え、教師の採点業務が軽減される
のもメリットだ。

１コマの授業の進め方図２

1.  前時の「問いのステップ」の解説
	 （15分間）
生徒が前時に取り組んだ「問いのステップ」の２
問について、石川先生がスライドで重要箇所を示
し、生徒から答えを引き出しながら解説。

2.  本時のワークシートに
	 各自で取り組む（15分間）
生徒は各自、教科書や資料集、インターネット
などを活用しながら、本時のワークシートの穴
埋め式の問題と「問いのステップ」に取り組む。

3.  答え合わせと、答えの送信（15分間）
生徒は、穴埋め式の問題の答えをアンケート作
成ツールに入力して送信し、自動採点で正誤を
確認。間違えた問題は、教科書を読んだり、ク
ラスメートに質問したりして、再度取り組む。また、
「問いのステップ」も答えを入力して送信。ワー
クシートは生徒が各自で保管し、次時の石川先
生による解説の時に再び使用する。

１コマ分のワークシート（抜粋）図１

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
解
答
を
自
動
採
点
。

間
違
え
た
問
題
は
再
度
取
り
組
む

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す
工
夫

答えのヒントと
なる教科書の
該当ページを
示す

考察の指針となるよう、
使用する語句を指定

教科書を丁寧に読
めば解答できる穴
埋め式の問題

答えのヒントと
なる教科書の
該当ページを
示す

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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こ
れ
ま
で
石
川
先
生
は
、
生
徒
が
学
習
内

容
に
対
し
て
関
心
を
持
て
る
よ
う
、
画
像
や

動
画
を
豊
富
に
取
り
入
れ
た
自
作
の
ス
ラ
イ

ド
を
見
せ
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
た
。
し

か
し
、
集
中
力
が
続
か
な
い
生
徒
は
少
な
く

な
か
っ
た
。
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
ら
れ

る
方
法
を
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
自
由
進

度
学
習
の
こ
と
を
知
っ
た
。
自
分
の
授
業
ス

タ
イ
ル
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
戸
惑
い
は

あ
っ
た
が
、
生
徒
の
思
考
が
止
ま
ら
な
い
授

業
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
自
由
進
度

学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
。

　「
生
徒
に
学
び
を
任
せ
る
こ
と
に
不
安
は

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
始
め
て
み
る
と
、
ど

の
生
徒
も
自
分
で
考
え
、
手
を
動
か
し
て
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
む
姿
に
手
応
え
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
集
中
力
が
途
切
れ

や
す
か
っ
た
生
徒
が
、『
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
』

の
答
え
を
解
答
欄
か
ら
は
み
出
す
ほ
ど
書
い

た
時
は
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
自
分
で
学
び

を
進
め
ら
れ
る
場
が
あ
れ
ば
、
生
徒
は
自
立

し
て
学
ぶ
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　
１
学
期
を
通
し
て
自
由
進
度
学
習
を
行
っ

た
こ
と
で
、
生
徒
も
そ
の
学
び
方
に
す
っ
か

り
慣
れ
た
様
子
だ
。
今
後
の
課
題
は
、
歴
史

的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る
問
題
を
授

業
に
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ん
で
い
く
か
だ
。

「
問
い
の
ス
テ
ッ
プ
」
の
解
説
の
中
で
理
解

し
て
ほ
し
い
点
は
解
説
し
て
い
る
も
の
の
、

現
状
で
は
穴
埋
め
式
の
問
題
が
中
心
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
を
十

分
育
め
て
い
る
と
は
言
い
難
い
か
ら
だ
。

　
ま
た
、
数
コ
マ
を
か
け
て
取
り
組
む
自
由

進
度
学
習
や
学
習
評
価
の
見
直
し
に
も
挑
戦

し
た
い
と
、
石
川
先
生
は
語
る
。

　「
１
学
期
末
に
、
２
コ
マ
を
使
っ
て
３
つ

の
課
題
に
取
り
組
む
自
由
進
度
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
学
習
計
画
や
振
り
返
り
を
書
き
込

む
『
学
習
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
』（
図
３
）
を
用

意
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
は
取
り
組
む
課
題
を

自
分
で
決
め
て
計
画
的
に
学
習
を
進
め
て
い

た
こ
と
か
ら
、
数
コ
マ
に
わ
た
っ
て
も
自
己

調
整
が
で
き
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
２
学
期

末
ま
で
に
、
そ
の
形
式
を
改
良
し
た
自
由
進

度
学
習
を
行
い
、
そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
問
題

を
期
末
考
査
で
出
す
こ
と
で
、
指
導
と
評
価

の
一
体
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
他
教
科
・
科
目
で
も
自
由
進
度

学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
互
見
授
業
な
ど

を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
か
ら
学
び
合

い
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

●
生
徒
の
声

自
分
で
教
科
書
な
ど
を
読
み
な
が
ら

問
題
を
解
き
、
記
述
も
す
る
の
で
、

必
要
な
情
報
を
読
み
取
る
力
や
書
く
力
が
つ

い
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
生
の
解
説

も
、
た
だ
聞
く
だ
け
の
時
よ
り
も
、
自
分
で

考
え
て
か
ら
聞
く
今
の
ス
タ
イ
ル
の
方
が
内

容
が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

穴
埋
め
式
の
問
題
は
、
自
動
採
点
を

し
て
、
間
違
え
た
問
題
は
す
ぐ
解
き

直
し
て
完
答
し
て
い
ま
す
。
記
述
式
問
題
の

難
易
度
は
高
い
で
す
が
、
先
生
に
ヒ
ン
ト
を

も
ら
い
な
が
ら
で
も
、「
分
か
っ
た
！
」
と
思

っ
て
答
え
が
書
け
た
時
は
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
先
生
の
解
説
は
、
自
分
が
考
え
た
こ
と

を
振
り
返
っ
て
見
直
す
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
生
徒
が
自
分
で
学
習
を
進
め
て
い
る
間
、

石
川
先
生
は
教
室
内
を
回
っ
て
生
徒
の
様
子

を
丁
寧
に
見
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
声
か
け

を
行
う
。

　「
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、

個
別
指
導
が
格
段
に
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
本
校
の
生
徒
は
、
理
解
で
き
な
い
部
分

が
あ
る
と
、
す
ぐ
に
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
生
徒
に
は
、

『
一
緒
に
読
ん
で
み
よ
う
か
』『
ど
ち
ら
か
１

問
で
も
や
っ
て
み
よ
う
か
』
と
、
少
し
で
も

手
が
動
く
よ
う
な
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
学
習
を
進
め
ら
れ
て
い
る
生
徒
に

は
、『
も
う
そ
こ
ま
で
で
き
た
ん
だ
。
早
い
ね
』

な
ど
と
褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
答
え
方
も
変

化
し
た
。
例
え
ば
、「
こ
の
答
え
で
合
っ
て

い
る
か
」
な
ど
と
聞
か
れ
た
場
合
は
、
合
っ

て
い
る
か
、
間
違
っ
て
い
る
か
だ
け
を
答

え
、「
分
か
ら
な
い
」
と
質
問
さ
れ
た
場
合
は
、

ど
こ
が
分
か
ら
な
い
の
か
を
尋
ね
た
上
で
、

答
え
を
導
き
出
す
ヒ
ン
ト
と
な
る
教
科
書
の

該
当
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。

　「
私
が
答
え
を
言
う
こ
と
は
せ
ず
、
生
徒
が

自
分
で
答
え
を
導
き
出
せ
る
よ
う
な
ヒ
ン
ト

を
出
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
頭
で
考

え
る
こ
と
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

学習プランシート（抜粋）図3

※学校資料を抜粋して掲載。

自
立
し
て
学
ぶ
生
徒
の
姿
を
見
て
、

連
続
コ
マ
の
自
由
進
度
学
習
に
挑
戦

成
果
・展
望

生
徒
が
自
分
で
進
め
る
か
ら
こ
そ
、

大
切
な
の
は
教
師
の
声
か
け
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２
０
２
４
年
度
に
、
東
京
都
教
育
委
員
会

「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の
学
び

研
究
校
」
の
指
定
を
受
け
て
、
生
徒
が
自
ら

学
び
方
を
選
択
し
、
自
立
し
た
学
習
者
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
づ
く
り
を
研
究
し

て
い
る
東
京
都
立
多
摩
高
校
（
詳
細
は
Ｐ
．15

コ
ラ
ム
参
照
）。
そ
の
研
究
の
中
心
を
担
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
実
行
委
員
長
の
植う

え
し
ま嶋
悠
太
先

生
は
、
今
年
度
の
１
学
期
か
ら
、
担
当
す
る

１
年
生
の
「
数
学
Ⅰ
」
で
単
元
内
自
由
進
度

学
習
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
授
業
を
進
め
て
い
る
の
か
を
、
２
学
期
に

学
習
し
た
２
次
関
数
の
単
元
を
例
に
見
て
い

く
（
Ｐ
．12
図
１
）。

　
同
単
元
の
授
業
時
数
は
全
15
コ
マ
で
、
内

容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
３
つ
の
タ
ー
ム
に
分

け
て
い
る
。
１
タ
ー
ム
は
４
コ
マ
で
、
各
コ

マ
を
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

１
コ
マ
目
：
植
嶋
先
生
が
そ
の
タ
ー
ム
で
扱

う
学
習
内
容
を
解
説
（
タ
ー
ム
３
の
み
３
コ

マ
目
で
も
実
施
）。

２・
３
コ
マ
目
：
自
由
進
度
学
習
の
時
間
。

生
徒
は
植
嶋
先
生
の
自
作
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
取
り
組
む
。
そ
の
際
、
教
科
書
や
植
嶋
先

生
が
作
成
し
た
解
説
動
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
、
何
を
活
用
す
る
か
は
生
徒
の
自
由

だ
。
植
嶋
先
生
や
友
人
に
質
問
し
て
も
よ
い
。

４
コ
マ
目
：
前
半
は
自
由
進
度
学
習
を
、
後

半
は
該
当
タ
ー
ム
の
学
習
内
容
の
確
認
テ
ス

ト
を
実
施
。
　

　
メ
イ
ン
の
教
材
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

は
、
２
次
関
数
の
単
元
で
は
全
部
で
29
枚
。

「
原
点
を
通
る
２
次
関
数
」「
２
次
関
数
の
標

準
形
と
グ
ラ
フ
」
な
ど
、
内
容
の
ま
と
ま
り

ご
と
に
、
解
説
と
例
題
、
練
習
問
題
を
掲
載

し
て
い
る
。
各
タ
ー
ム
の
１
コ
マ
目
に
、
そ

の
タ
ー
ム
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
ま
と
め
て
配

布
す
る
。
す
べ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り

組
む
必
要
は
な
く
、
理
解
で
き
て
い
る
と
思

っ
た
内
容
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
取
り
組
ま

な
く
て
も
よ
い
。
単
元
の
最
後
に
す
べ
て
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
取
り
組
み
状

況
を
評
価
の
材
料
と
す
る
。

　
生
徒
が
初
め
て
自
由
進
度
学
習
に
取
り
組

ん
だ
１
学
期
は
、
１
単
元
に
つ
き
１
コ
マ
の

み
で
自
由
進
度
学
習
を
行
っ
た
。
そ
の
最
初

の
授
業
で
は
、
植
嶋
先
生
が
生
徒
に
学
習
の

進
め
方
を
説
明
し
、
自
由
進
度
学
習
を
行
う

目
的
と
し
て
、「
社
会
に
出
て
か
ら
も
様
々

な
こ
と
を
学
び
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
将
来
、
自
分
の
力
で
学
習
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
学
び
方
を
学
ぼ
う
」
と
伝
え
た
。

　
そ
う
し
て
１
学
期
の
間
に
生
徒
が
自
由
進

度
学
習
に
慣
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
た
た

め
、
２
学
期
は
２
コ
マ
以
上
で
自
由
進
度
学

習
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

主
任
教
諭
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
実

行
委
員
長

植
嶋
悠
太 

う
え
し
ま
・
ゆ
う
た

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
数
学

科
。
教
務
部
。

自
分
が
選
ん
だ
方
法
や
ペ
ー
ス
で
学
び
な
が
ら
、

自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を
見
い
だ
す

東
京
都
立
多
摩
高
校
　

植う
え
し
ま嶋
悠
太

生
徒
が
自
ら
学
び
方
を
選
択
し
、
自
立
し
た
学
習
者
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
る

東
京
都
立
多
摩
高
校
は
、
授
業
事
例
１
の
世
界
史
（
Ｐ
．８
〜
10
）
以
外
の
教
科
・
科
目
で
も
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

そ
の
１
つ
で
あ
る
「
数
学
Ⅰ
」
で
は
、
単
元
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
自
由
進
度
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

授業事例 2

数学
単
元
の
ま
と
ま
り
ご
と
に

自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
る

※
学
校
概
要
は
、
Ｐ
．８
に
掲
載

授
業
の
概
要

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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自
由
進
度
学
習
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
植

嶋
先
生
は
、
生
徒
が
自
分
で
学
べ
る
環
境
づ

く
り
に
力
を
入
れ
た
。

　「
本
校
の
生
徒
の
多
く
は
数
学
が
得
意
で

は
な
く
、
学
び
方
を
自
分
で
工
夫
し
た
経
験

も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
が
学
び
に

向
か
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
の

学
力
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
教
材
を
用
意
す
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
つ
ま
ず
い
た
時
に
、
諦
め

ず
に
粘
り
強
く
取
り
組
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
解
法
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
１
人
で
取
り
組
め
る
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
作
成
し
た（
図
２
）。「
原

点
を
通
る
２
次
関
数
」「
２
次
関
数
の
標
準

形
と
グ
ラ
フ
」
な
ど
、
内
容
の
ま
と
ま
り
ご

と
に
解
説
と
例
題
、
練
習
問
題
を
掲
載
。
そ

し
て
、
生
徒
が
自
分
で
例
題
や
練
習
問
題
の

答
え
合
わ
せ
を
し
て
振
り
返
り
が
で
き
る
よ

う
、
す
べ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
解
答
を
ク

ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
し
、
そ
こ
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
２
次
元
コ
ー
ド
を
各
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

右
下
に
掲
載
し
た
（
写
真
１
）。

　
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
例
題
に
お
い
て
、解

法
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
動
画
を
作
成
。
そ
れ

を
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ッ
プ
し
、
動
画

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
２
次
元
コ
ー
ド
を
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
各
例
題
の
横
に
掲
載
し
た
。
動

画
の
長
さ
は
１
本
40
〜
90
秒
程
度
で
、
植
嶋

先
生
の
手
書
き
の
文
字
に
よ
る
解
説
が
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
流
れ
る
。
授
業
中
に
視
聴
し

て
も
周
囲
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
、
音
声

は
つ
け
て
い
な
い
。

　「
問
題
を
解
い
た
ら
答
え
合
わ
せ
を
し
、

間
違
え
た
問
題
に
つ
い
て
は
解
法
の
ヒ
ン
ト

を
示
し
た
動
画
を
見
て
、
自
分
が
ど
こ
ま
で

理
解
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
、
で
き
て
い

な
い
部
分
は
動
画
で
学
習
し
て
か
ら
解
き
直

す
と
い
っ
た
、
生
徒
が
自
立
し
て
学
ぶ
姿
を

※学校資料をそのまま掲載。

写真1　ワークシートの２次元コードを読み取ると、
例題や練習問題の解答にアクセスすることができる。
自分のよいタイミングで答え合わせをし、振り返り
をすることができる。

２次関数のワークシート（例）図２

時数 内容（１コマ45分間）

1
夏季休業中の宿題が範囲のテスト
学習計画の説明
説明：補充プリントについて

２
ターム１
説明：①②２次関数の基礎
説明：③グラフの書き方

３ 自由進度学習

４ 自由進度学習

５ 自由進度学習（20分間）、確認テスト

６
ターム２
説明：⑤平方完成
自由進度学習（20分間）、確認テスト

７ 自由進度学習

８ 自由進度学習

９ 自由進度学習（20分間）、確認テスト

10 ターム３
説明：⑥最大・最小

11 自由進度学習

12 説明：⑦最大・最小（定義域あり）
自由進度学習（20分間）

13 自由進度学習（20分間）、確認テスト

14 ワークシート提出

15 問題集提出

※学校資料を基に編集部で作成。

２次関数の単元の指導計画図１

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す
工
夫

解
答
は
す
べ
て
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
。

解
法
の
ヒ
ン
ト
は
動
画
で
提
供

ワークシートの全問題の
解答にアクセスできる２次
元コードを右下に掲載

ワークシートの難
易度を色で表示。
青は基礎、緑は標
準、黄は応用、赤
は発展で、「学びの
フローシート」（図
３）の色とも対応し
ている

必ず理解してほしい問題
には、植嶋先生が作成し
た、解法のヒントとなる
動画にアクセスできる２
次元コードを掲載
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各タームの学習目標や学習内容の流れを図解した「学びのフローシート」。青、緑、黄、赤は、ワークシートの色に対応している。
※学校資料をそのまま掲載。

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
教
材
を
作
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
教
材
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
で
、

授
業
を
休
み
が
ち
な
生
徒
が
出
た
時
に
、
家

庭
で
１
人
で
も
学
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も

想
定
し
て
い
ま
す
」

　
取
り
組
む
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
生
徒
が
自
分

で
決
め
る
た
め
、
取
り
組
み
の
見
通
し
が
立

て
ら
れ
る
よ
う
、
基
礎
は
青
、
標
準
は
緑
、

応
用
は
黄
、
発
展
は
赤
と
、
難
易
度
別
に
色

を
つ
け
た
。

　「
各
タ
ー
ム
の
冒
頭
に
、
私
が
学
習
内
容

に
つ
い
て
解
説
を
し
ま
す
が
、
そ
の
解
説
も
、

自
分
は
理
解
で
き
て
い
る
と
思
っ
た
の
な
ら

ば
、
聞
か
ず
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ん

で
も
よ
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
私
か
ら
見
て

解
説
を
聞
い
た
方
が
よ
い
と
思
う
生
徒
が
解

説
を
聞
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

問
題
が
解
け
ず
に
解
説
を
聞
い
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
思
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
も
１
つ

の
学
び
だ
と
捉
え
、
解
説
を
聞
く
か
ど
う
か

に
つ
い
て
も
生
徒
に
任
せ
て
い
ま
す
」

　
単
元
の
最
後
に
は
す
べ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
植
嶋
先
生
に
提
出
す
る
が
、
そ
れ
ま
で

に
生
徒
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
答
え
合
わ
せ
ま

で
済
ま
せ
て
お
く
。
答
え
合
わ
せ
は
い
つ
し

て
も
よ
く
、
授
業
中
に
答
え
合
わ
せ
を
し
て
、

間
違
え
た
問
題
に
再
度
取
り
組
む
生
徒
も
い

れ
ば
、
家
庭
学
習
で
ま
と
め
て
振
り
返
り
を

す
る
生
徒
も
い
る
。

　「
机
間
指
導
の
際
、
誤
答
が
多
い
生
徒
に

は
、
そ
の
ま
ま
学
習
を
進
め
て
し
ま
う
と
後

で
理
解
し
直
す
こ
と
が
大
変
に
な
る
た
め
、

『
答
え
合
わ
せ
を
し
て
み
た
ら
』
と
声
を
か

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
単
元
の
最
初
の
授
業
で
は
、
単
元
の
全

体
像
を
示
し
た
、「
学
び
の
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
」

を
生
徒
に
配
布
し
て
い
る
（
図
３
）。
そ
れ

は
単
元
の
授
業
計
画
と
各
タ
ー
ム
の
目
標
や

学
習
内
容
の
流
れ
を
図
解
し
た
も
の
で
、
学

習
内
容
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
青
、
緑
、
黄
、

赤
の
色
と
対
応
さ
せ
て
示
し
、
自
分
が
今
何

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
が
視
覚
的
に
す
ぐ
認

識
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
　

　「
生
徒
が
学
び
の
見
通
し
を
持
て
る
よ
う
、

授
業
中
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
『
学
び
の
フ
ロ
ー

シ
ー
ト
』
の
該
当
タ
ー
ム
を
投
影
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
に
は
、『
学
び
の
フ
ロ
ー

シ
ー
ト
』
を
授
業
の
た
び
に
見
て
、
今
、
自

分
は
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
て
い
る
の
か
を
確

認
し
、
本
時
に
何
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
の
か
を
意
識
し
て
取
り
組
も
う
と
伝
え
て

い
ま
す
」

２次関数「学びのフローシート」図３

必ず理解してほしい
問題には、「重要」
マークをつけている

「
学
び
の
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
」
で

自
分
の
学
び
を
見
通
せ
る
よ
う
に

解
説
を
聞
か
ず
に
後
悔
し
て
も
、

そ
れ
が
１
つ
の
学
び
に
な
る

生徒が学びを見通せるよ
う、単元の授業計画を掲載

すべてのワークシートの
解答にアクセスできる２
次元コードを右下に掲載

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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必
ず
理
解
し
て
ほ
し
い
問
題
に
は
「
重
要
」

マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
。
１
学
期
の
授
業
で

は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
問
題
に
取
り
組
め
て

い
な
い
生
徒
が
い
た
か
ら
だ
。

　「『
学
び
の
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
』
で
は
、
学
習

の
順
序
や
重
要
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
学
び
の
道

筋
を
示
し
て
い
ま
す
。
学
び
方
を
自
分
で
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
自
由
進
度
学
習

の
要
で
す
が
、
何
か
ら
取
り
組
め
ば
よ
い
の

か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
こ
と
は
示
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
自
由
進
度
学
習
の
時
間
は
、
植
嶋
先
生
は
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
を
見
て
回

り
、
個
別
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
学
び
方
を
あ
ま
り
試
行
錯
誤
し
た
こ
と
が

な
い
生
徒
は
、今
の
学
び
方
が
自
分
に
合
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ

で
、学
び
方
が
生
徒
に
合
っ
て
い
れ
ば
、『
よ

く
で
き
て
い
る
ね
』と
褒
め
、合
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
別
の
学
び
方
を
提
案
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
生

徒
は
自
分
に
合
う
学
び
方
を
理
解
し
、自
分

で
学
び
方
を
工
夫
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
生
徒
が
理
解
で
き
て
い
る
点
、頑
張
っ
て

い
る
点
を
見
取
り
、褒
め
る
こ
と
も
増
え
た
。

　「
生
徒
の
小
さ
な
変
化
も
見
取
っ
て
、
理

解
で
き
て
い
る
点
を
褒
め
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
こ
と
が
十
分
で
き
る
の
も
、
生
徒
に
学

び
を
任
せ
、
教
師
は
支
援
に
回
る
自
由
進
度

学
習
の
よ
さ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　　
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ

る
何
よ
り
の
成
果
は
、
生
徒
が
自
分
で
考
え

て
学
び
を
進
め
て
い
る
こ
と
だ
。
動
画
を
見

た
ら
、
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
が
分

か
り
、
そ
こ
を
学
習
し
直
し
た
ら
正
解
す
る

こ
と
が
で
き
た
、
友
人
に
教
え
て
も
ら
っ
た

ら
分
か
り
や
す
か
っ
た
な
ど
、
生
徒
が
自
ら

学
び
方
を
試
し
、
そ
れ
が
自
分
に
合
っ
て
い

た
か
ど
う
か
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
机
間
指

導
で
植
嶋
先
生
が
そ
の
様
子
を
見
取
り
、
評

価
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
学
び

方
を
学
ん
で
い
る
。

　「
自
分
の
理
解
度
に
合
っ
た
問
題
に
、
自

分
に
合
っ
た
方
法
・
ペ
ー
ス
で
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
教
師
の
個
別
支
援
が
丁
寧
に
受

け
ら
れ
る
自
由
進
度
学
習
は
、
基
礎
・
基
本

の
定
着
を
目
標
と
す
る
本
校
の
生
徒
に
適
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
１
学
期
の
期
末

考
査
の
正
答
率
が
中
間
考
査
よ
り
も
上
が

り
、
学
力
の
面
で
も
成
果
が
出
て
い
ま
す
」　

　「
で
き
た
」「
分
か
っ
た
」
と
い
う
経
験
は
、

生
徒
の
学
習
意
欲
も
高
め
て
い
る
よ
う
だ
。

あ
る
生
徒
は
、
１
学
期
の
自
由
進
度
学
習
で
、

自
分
で
理
解
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
ら
れ
た

と
い
う
手
応
え
を
得
た
。
数
学
が
苦
手
な
そ

の
生
徒
に
と
っ
て
２
次
関
数
は
難
し
か
っ
た

が
、「
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」と
い

う
思
い
か
ら
、
２
コ
マ
目
の
解
説
の
授
業
後
、

植
嶋
先
生
に
質
問
を
し
に
行
っ
た
。
先
生
の

回
答
か
ら
し
っ
か
り
と
理
解
で
き
た
生
徒

は
、
３
コ
マ
目
で
は
、
前
時
に
休
ん
で
植
嶋

先
生
の
解
説
を
聞
け
な
か
っ
た
友
人
に
、
自

分
が
学
ん
だ
こ
と
を
教
え
た
（
写
真
２
）。

　「
数
学
が
苦
手
な
生
徒
が
、
必
ず
理
解
し

た
い
と
粘
り
強
く
質
問
し
て
く
れ
た
こ
と
が

う
れ
し
か
っ
た
で
す
し
、
友
人
に
丁
寧
に
教

え
る
姿
を
見
て
、
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入

れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

　
植
嶋
先
生
が
目
指
す
の
は
、
高
校
を
卒
業

し
た
後
も
自
分
で
新
し
い
こ
と
を
学
べ
る
力

を
育
む
こ
と
だ
。

　「
社
会
人
に
な
れ
ば
、
自
分
に
必
要
な
知

識
・
技
能
が
何
か
を
自
分
で
判
断
し
、
自
分

で
獲
得
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
学
び
方
を
学
べ
る
の
は
、
高
校

生
の
今
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
生
徒
が

自
分
の
学
び
方
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
し

っ
か
り
と
伴
走
す
る
た
め
に
、
よ
り
よ
い
方

法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

●
生
徒
の
声

毎
回
、
友
人
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
先
生
に

は
質
問
し
に
く
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
、
友
人
に
な
ら
「
こ
れ
、
何
？
」
と
気
軽

に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
友
人
に
質
問

さ
れ
て
説
明
す
る
と
、
自
分
の
理
解
も
よ
り

深
ま
り
ま
す
。
数
学
は
苦
手
で
す
が
、
今
の

学
び
方
に
な
っ
て
か
ら
、「
数
学
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
い
う
実
感
が
あ
り

ま
す
。
成
績
も
中
学
校
時
代
と
比
べ
て
格
段

に
上
が
り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

授
業
中
に
自
分
で
答
え
合
わ
せ
を
し

て
、
ど
こ
が
で
き
て
い
な
い
か
を
確

認
し
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め

ら
れ
る
点
が
、
自
分
に
合
っ
て
い
ま
す
。
集

中
し
て
取
り
組
め
る
の
で
、
予
定
よ
り
も
先

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
進
む
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。

写真２　１学期は学び合いはあまり見られなかった
が、２学期になるとクラス内の人間関係ができてき
たからか、学び合う姿があちこちで見られている。

成
果
・展
望

自
分
な
り
に
試
行
錯
誤
し
、

学
び
方
を
学
ぶ
生
徒
た
ち
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　「
授
業
が
分
か
る
　
学
び
た
く
な
る
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
を
模
索
し

て
き
た
東
京
都
立
多
摩
高
校
は
23
年
度
、Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ（
＊
１
）を
活
用
し
た
、
生
徒
が
自
分
で
目
標
を

立
て
て
授
業
に
取
り
組
み
、最
後
に
自
分
の
学
び

を
振
り
返
る
活
動
を
全
教
科
・
科
目
で
実
施
。さ

ら
に
、問
題
の
解
答
や
実
験
方
法
を
解
説
す
る
動

画
の
作
成
な
ど
に
お
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に

活
用
し
て
き
た
。そ
れ
ら
の
活
動
が
東
京
都
教
育

委
員
会（
以
下
、都
教
委
）の
目
に
留
ま
り
、
24
年

度
、「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の
学
び

研
究
校
」の
指
定
を
受
け
た
。そ
こ
で
、校
内
で
の

研
究
推
進
を
担
う
組
織
と
し
て
、
管
理
職
や
各
主

任
ら
、計
13
人
か
ら
成
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
」を
設

置
し
、新
た
な
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
た
。

　
同
委
員
会
実
行
委
員
長
の
植
嶋
先
生
が
、毎
週

同
校
を
訪
問
す
る
都
教
委
の
指
導
主
事
と
、ど
の

よ
う
な
授
業
を
行
う
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重

ね
る
中
で
出
て
き
た
の
が
自
由
進
度
学
習
だ
っ
た
。

　「
学
び
方
が
分
か
ら
な
い
生
徒
が
自
分
で
学
べ

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
生
徒
に
学
び
方
の
選

択
肢
を
与
え
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
合
い
そ
う
な

学
び
方
を
試
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
授
業
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」（
植
嶋
先
生
）

　
授
業
に
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
石
川
先
生
と
物
理
担
当
の

米め

の野
瑞
穂
先
生
が
名
乗
り
を
上
げ
、
１
学
期
は
３

人
が
実
践
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
石
川
先
生
の
実

践
は
Ｐ
．８
〜
10
、
植
嶋
先
生
の
実
践
は
Ｐ
．11
〜

14
参
照
）。上か
み
村む
ら
礼
子
校
長
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
は
前
校
長
の
時
か
ら
、
若
手
の
教
師
が

校
内
研
修『
多
摩
研
』を
月
１
回
実
施
し
、『
東
京

教
師
道
場
』（
＊
２
）に
何
人
も
の
教
師
が
参
加
す

る
な
ど
、
授
業
改
善
に
熱
心
で
、
そ
れ
ま
で
の
方

法
を
変
え
た
り
、
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
た
り

す
る
こ
と
を
い
と
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
文
化
が

学
校
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
由
進
度
学
習
の
実
施

に
踏
み
出
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
石
川
先
生
は
、
自
校
の
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
授
業
を
し
た
い
一
心
で
挑
戦
し
た
と
語
る
。

　「
生
徒
が
『
分
か
る
』
と
実
感
で
き
る
授
業
を

す
る
こ
と
が
、生
徒
と
教
師
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

生
徒
指
導
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
新
た
な
挑
戦
は
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
教

師
の
生
徒
観
を
変
え
た
と
、
米
野
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
は『
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
』と
、
自
分

で
工
夫
し
て
学
び
を
進
め
て
い
ま
す
。
以
前
は
集

中
力
が
途
切
れ
が
ち
だ
っ
た
生
徒
も
、
今
は
最
後

ま
で
課
題
に
取
り
組
め
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
を
見

て
、本
校
の
生
徒
も
自
分
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、

任
せ
て
大
丈
夫
だ
と
、生
徒
観
が
変
わ
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
成
果
を
受
け
、
２
学
期
は
全
校
に
自

由
進
度
学
習
を
広
げ
て
い
く
予
定
だ
。
職
員
会
議

な
ど
で
３
人
の
授
業
の
様
子
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
互
見
授
業
を
推
進
す
る
。「
ま
ず
、
自
由
進

度
学
習
で
生
徒
が
学
ぶ
姿
を
見
て
ほ
し
い
。
そ
う

す
れ
ば
、
他
の
教
師
も
生
徒
へ
の
見
方
が
変
わ
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
が
、
自
由
進
度
学
習
を
始
め
る

一
歩
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
、上
村
校
長
は
語
る
。

　
ま
た
、教
材
作
成
の
校
内
研
修
も
実
施
予
定
だ
。

　「
自
由
進
度
学
習
で
教
師
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
生
徒
の
伴
走
で
あ
り
、
生
徒
が
自
分
で
学
べ
る

環
境
を
ど
れ
だ
け
準
備
で
き
る
か
が
重
要
で
す
。

適
す
る
教
材
を
選
び
、
そ
の
教
材
を
使
っ
て
生
徒

が
ど
う
学
ぶ
か
を
予
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
が
自
分
で
学
べ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
生
徒
は
自
ら
学
び
始
め
、
自
分
で
学
び
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」　

　
学
校
全
体
で
授
業
が
変
わ
り
、
生
徒
が
自
分
で

学
ぶ
よ
う
に
な
れ
ば
、
教
師
の
生
徒
観
も
転
換
さ

れ
る
。
そ
う
な
る
こ
と
で
、
生
徒
指
導
も
変
化
す

る
の
で
は
な
い
か
と
、
花は

な
木き

敦
副
校
長
は
語
る
。

　「
現
在
、
生
徒
主
導
で
校
則
を
見
直
す
活
動
を

計
画
中
で
す
。
生
徒
が
授
業
で
主
体
性
を
発
揮
し

て
学
び
、
自
分
は
で
き
る
と
自
信
を
持
て
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
普
段
の
生
活
に
も
表
れ
、
学

校
全
体
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
生

徒
が
よ
り
輝
く
学
校
を
目
指
し
て
、
授
業
改
善
と

生
徒
指
導
を
一
体
化
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
」

校
長上村

礼
子 

か
み
む
ら
・
れ
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

副
校
長

花
木
敦 

は
な
き
・
あ
つ
し

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会

米
野
瑞
穂 

め
の
・
み
ず
ほ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
理
科

（
物
理
）。
１
学
年
担
任
。

よ
り
よ
い
授
業
の
実
現
の
た
め

な
ら
ば
、
変
化
を
い
と
わ
な
い

授
業
で
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
、

普
段
の
生
活
も
変
わ
る
こ
と
を
期
待

東
京
都
立
多
摩
高
校

教
師
の
生
徒
観
が
変
わ
る

自
由
進
度
学
習
を
全
校
に
広
め
る

Column

取り組みの
組織的推進

＊１　One Page Portfolio Assessment の略で、学習者が１枚の用紙に授業前・中・後の学習履歴を記録し、その全体を学習者自身が自己評価する方法。山梨大
学堀哲夫名誉教授が開発した。　＊２　東京都教職員研修センターが主催する、教職歴４〜 10 年程度の教師を対象とした教員研修。

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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後
田
康
蔵
先
生
が
担
当
す
る
２・
３
年
次

の
「
物
理
」
の
授
業
で
は
、　
冒
頭
の
１
コ

マ
で
、
単
元
で
取
り
組
む
プ
リ
ン
ト
の
一
覧

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
示
し
、
生
徒
に
そ
の
単

元
の
学
習
計
画
や
評
価
規
準
に
つ
い
て
見
通

し
を
持
た
せ
る
（
図
１
）。
ま
た
、
単
元
を

通
し
て
考
え
る
問
い
が
書
か
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
（
図
２
）
を
配
布
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

書
か
れ
た
問
い
は
日
常
生
活
と
深
く
関
連
し

て
い
る
が
、
単
元
を
学
習
し
て
い
な
い
生
徒

に
と
っ
て
は
、
１
コ
マ
目
で
は
正
解
に
た
ど

り
着
け
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
問
題
が
解
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
そ
の
後
の
学
習

に
取
り
組
む
。

　
２
コ
マ
目
以
降
は
、
生
徒
が
授
業
の
内
容

に
関
す
る
10
分
程
度
の
動
画
を
事
前
に
視
聴

し
、
後
田
先
生
が
用
意
し
た
プ
リ
ン
ト
に
自

分
の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
む
と
い
う
、
反
転
学

習
と
自
由
進
度
学
習
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
授
業
で
は
、
後
田
先
生
が
説
明
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
す
べ
て
の
プ
リ
ン

ト
は
年
度
の
初
め
に
ク
ラ
ウ
ド
上
に
ア
ッ
プ

し
て
生
徒
と
共
有
す
る
た
め
、
生
徒
は
動
画

の
視
聴
と
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
学
習
を
自
分

の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
生
徒
が
取
り
組
む
プ
リ
ン
ト
に
は
、

動
画
の
内
容
の
理
解
度
を
確
認
す
る
空
所
補

充
問
題
と
演
習
問
題
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

空
所
補
充
問
題
は
、
動
画
で
の
説
明
を
単
に

そ
の
ま
ま
文
章
に
し
て
、
そ
の
文
章
に
空
所

を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
動
画

の
説
明
を
漫
然
と
視
聴
す
る
だ
け
で
は
解
答

で
き
な
い
、
知
識
の
本
質
的
な
理
解
が
求
め

ら
れ
る
問
題
に
し
て
い
る
。

　　
生
徒
た
ち
は
原
則
、
授
業
中
は
ペ
ア
で
学

習
を
進
め
る
。
ペ
ア
に
な
っ
た
生
徒
は
、
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
な
ど
を
相
手
に
聞
き
な
が

ら
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
。
同
じ
ペ
ー
ス
で

進
も
う
と
す
る
ペ
ア
も
い
れ
ば
、
互
い
の
ペ

指
導
教
諭

後
田
康
蔵 

う
し
ろ
だ
・
こ
う
ぞ
う

同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
理
科

（
物
理
）。

学
期
単
位
で
自
己
調
整
学
習
を
取
り
入
れ
、

学
力
上
位
層
の
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

長
崎
県
立
諫い

さ
は
や早
高
校

　後う
し
ろ

田だ

康こ
う

蔵ぞ
う

反
転
学
習
と
自
由
進
度
学
習
を
組
み
合
わ
せ
た
「
物
理
」
の
授
業
を

２
０
２
４
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
長
崎
県
立
諫
早
高
校
の
後
田
康
蔵
先
生
。
難
関
国
公
立
大
学
志
望
者
が
多
い
同
校
で
、

自
己
調
整
学
習
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
生
徒
に
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

授業事例 3
単
元
全
体
の
学
習
内
容
を

見
通
し
て
か
ら
授
業
を
開
始

物理

設
立
　
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
名
古
屋
大
、
大

阪
大
、
九
州
大
、
長
崎
大
、
熊
本
大
、
鹿
児
島
大
、
長
崎

県
立
大
な
ど
に
１
８
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
上
智
大
、

東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関

西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
８
２
人
が
合
格
。

学
校
概
要

学
習
の
進
め
方
や
進
度
を

生
徒
に
任
せ
る

授
業
の
概
要
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ー
ス
を
尊
重
す
る
ペ
ア
も
い
る
。
す
べ
て
の

生
徒
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
自
分
が
納
得

い
く
ま
で
時
間
を
か
け
て
学
び
、
理
解
を
深

め
よ
う
と
す
る
姿
だ
。

　
単
元
の
途
中
で
、
生
徒
は
日
常
の
現
象
を

物
理
的
に
解
釈
す
る
論
述
テ
ス
ト
「
思
考
力

テ
ス
ト
」
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
小
単
元
ご

と
に
設
定
さ
れ
た
問
い
の
答
え
を
１
枚
の
用

紙
に
論
述
し
て
ま
と
め
、
単
元
全
体
の
理
解

の
深
ま
り
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
よ
う
に
書
き
出

す
「
ワ
ン
ペ
ー
パ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
、

単
元
の
学
習
を
進
め
な
が
ら
生
徒
は
各
々
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
作
成
。
そ
れ
ら
と
定
期
考
査

の
思
考
問
題
の
結
果
を
、「
思
考
・
判
断
・

表
現
」
の
評
価
の
Ａ
基
準
の
材
料
と
し
て
い

る
。
単
元
の
冒
頭
で
配
布
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
取
り
組
み
状
況
は
、
単
元
全
体
を
通
し

た
生
徒
の
粘
り
強
さ
や
自
ら
の
学
習
を
調
整

す
る
姿
を
見
取
る
材
料
と
し
て
、「
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
に
利
用

し
て
い
る
。

　
後
田
先
生
が
取
り
入
れ
て
い
る
自
由
進
度

学
習
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
思
考
力
テ
ス

ト
、
ワ
ン
ペ
ー
パ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
い

っ
た
、
単
元
を
通
し
て
取
り
組
む
課
題
の
提

出
期
限
を
学
期
末
に
設
定
し
て
い
る
。

　「
あ
る
単
元
の
理
解
が
、
別
の
単
元
の
学

習
に
よ
っ
て
深
ま
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
課

題
の
提
出
期
限
を
学
期
末
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
探
究
学
習
や
部
活
動
と
両
立
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
学
習
計
画
を
生
徒
自
身

に
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
」

　
自
分
の
ペ
ー
ス
で
じ
っ
く
り
学
習
に
取
り

組
む
生
徒
も
い
れ
ば
、
極
め
て
早
い
進
度
で

学
習
に
取
り
組
む
生
徒
も
い
る
。

　「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
な
ど
の
課

題
の
一
式
は
、
年
度
の
初
め
に
全
単
元
分
、

準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
物
理
が
得
意
な
生

徒
は
ど
ん
ど
ん
次
の
単
元
に
進
ん
で
い
き
ま

す
。
３
年
生
の
中
に
は
、
５
月
中
に
す
べ
て

の
単
元
を
終
え
て
し
ま
っ
た
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
生
徒
に
は
、
国
立
大
学
の
個

別
学
力
検
査
の
過
去
問
題
な
ど
、
本
人
が
希

望
す
る
課
題
を
新
た
に
与
え
ま
す
。
自
由
進

度
学
習
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
そ

う
し
た
個
別
対
応
の
時
間
を
取
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」

　
単
元
を
通
し
て
取
り
組
む
課
題
に
ど
う
向

単元の冒頭に生徒に示す「学習の見通し」図1

単元を通して生徒が取り組むワークシート図2

■タブレット上で一覧化された教材（イメージ）

■単元の活動計画

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

単元の
進行表

１時間目 動画 プリント プリント

２時間目 動画 プリント
思考力
テスト

３時間目 動画 プリント プリント

以下の動画と台風の進路図を参考にして、台風の「進路」と「回転」につい
て北半球と南半球における違いを慣性力（コリオリ力）を用いて説明しよう。

[台風のできるしくみや地球上の風の吹き方に関する動画を3本紹介]

[北半球と南半球における台風の進路と巻き方の違いを示す進路図を２点
掲載]

自
由
進
度
学
習
の
特
性
を
生
か
し
、

課
題
の
提
出
期
限
を
設
定

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す
工
夫

自
由
進
度
学
習
に
必
要
な

経
験
と
ス
キ
ル
を
保
障
す
る

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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授
業
中
に
教
師
が
説
明
し
な
い
代
わ
り

に
、
生
徒
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
生

徒
が
言
う
「
分
か
ら
な
い
」
の
中
身
が
教
師

の
想
像
以
上
に
多
様
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
が
何
が
分

か
ら
な
い
の
か
を
説
明
で
き
る
力
を
育
む
こ

と
が
重
要
だ
と
、
後
田
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
授
業
の
中
に
ち
り
ば
め
た
問
い
の
答
え

を
言
語
化
す
る
こ
と
で
、
物
理
と
自
分
の
生

活
の
か
か
わ
り
や
、
自
分
の
試
行
錯
誤
の
歴

史
が
振
り
返
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
今
年
度
の
反
転
学
習
に
使
用
す
る
授
業
動

画
は
、
後
田
先
生
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
か

ら
自
分
の
教
え
方
に
近
い
も
の
を
選
び
、
生

徒
に
紹
介
し
て
い
る
。

　「
１
年
次
に
私
の
『
物
理
基
礎
』
を
履
修

し
た
生
徒
か
ら
は
、『
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

き
合
っ
て
き
た
か
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
３
）

で
自
己
評
価
す
る
こ
と
で
、
単
元
ご
と
の
振

り
返
り
も
科
目
の
本
質
に
迫
る
も
の
に
な
っ

て
き
た
と
、
後
田
先
生
は
感
じ
て
い
る
。

　「『
一
生
懸
命
学
ん
だ
』
と
い
っ
た
感
想
で

は
な
く
、
物
理
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
か

を
振
り
返
る
生
徒
（
図
４
）
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
振
り
返
り
が
で
き
て
初
め

て
、
そ
の
科
目
の
特
性
を
踏
ま
え
た
学
び
の

自
己
調
整
が
実
現
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
生
徒
が
自
由
進
度
学
習
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
自
ら
学
び
を
調
整
す
る
経
験
や
自
ら

学
び
を
進
め
る
た
め
の
ス
キ
ル
が
必
要
だ

と
、
後
田
先
生
は
考
え
る
。
そ
こ
で
1
年
次

の
「
物
理
基
礎
」
で
は
、
２
年
次
か
ら
行
う

自
由
進
度
学
習
を
念
頭
に
、
自
由
進
度
学
習

や
協
働
学
習
を
体
験
さ
せ
る
よ
う
な
授
業
構

成
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
験
結
果
を
分
析

す
る
た
め
の
表
計
算
ソ
フ
ト
の
使
い
方
や
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
学
習
方
法
も
紹
介
し

て
い
る
。

　「
１
年
次
か
ら
、『
他
者
と
話
し
合
っ
た
り
、

他
者
に
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
で
物
事
の
理

解
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
は
、
科
学
的
に
証
明

さ
れ
て
い
る
よ
』
な
ど
と
、
他
者
と
協
働
す

る
学
び
の
価
値
を
丁
寧
に
説
明
し
て
き
た
の

動
画
は
分
か
り
や
す
い
け
ど
、
後
田
先
生
が

１
年
生
の
授
業
で
し
て
い
た
よ
う
な
雑
談
も

物
理
の
勉
強
に
な
っ
た
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

25
年
度
以
降
は
、
動
画
も
自
分
で
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

●
生
徒
の
声

後
田
先
生
は
、
単
元
の
学
習
を
い
つ
、

ど
こ
ま
で
取
り
組
む
か
を
生
徒
に
任

せ
て
い
る
の
で
、「
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
？
」

な
ど
と
私
た
ち
に
聞
い
て
き
ま
せ
ん
。
生
徒

の
主
体
性
を
尊
重
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
す
。

「
学
校
を
休
ん
だ
ら
授
業
に
つ
い
て
い

け
な
く
な
る
」
と
考
え
て
し
ま
っ
て
、

体
調
が
悪
く
て
も
無
理
し
て
学
校
に
来
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
物
理
で
は
、
反
転

学
習
を
し
て
い
る
お
か
げ
で
、
無
理
し
な
く

て
も
家
で
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
少
し
安
心
し
て
い
ま
す
。

で
、
生
徒
は
授
業
中
に
自
分
に
と
っ
て
必
要

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ペ
ア
に
な
っ
て
話
し
合
っ

た
り
、
私
に
質
問
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
１
年
次
の
『
物

理
基
礎
』
は
、『
学
び
方
の
基
礎
』
を
学
ぶ

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
間
を
経
る
か
ら

こ
そ
、
2
年
次
の
自
由
進
度
学
習
に
取
り
組

め
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

単元のルーブリック（自己評価表）図3

※学校資料を基に編集部で作成。

生徒の振り返りと、後田先生が評価した箇所図4

　今回の単元（万有引力）では、特に公式の言語化が重要❶だと思った。
基準となる点を再確認する必要がある。
　前の単元で教わった公式について、その導き方や本質を理解できてい
ないと感じることが多くあった❶❷。円運動は地球の運動でもあり、物理
において基本となることだと思う❸。問題を解くことができるだけでな
く❹、自分の力で「使える」段階になるまで理解を深めたい。万有引力
が重力と同じと見なせる時など、前提条件が重要であるという点につい
て❺説明できるまで自分が納得することが大切だと思う。

※学校資料を基に編集部で作成。

❶「公式は覚えるだけでなく、自分の力で言語化することが必要である」という普段か
ら教師が伝えていることを意識できている。
❷前の単元とのつながりが意識できている。
❸身近な現象にも地球の公転や自転の影響があることをワークシートで学んだが、そ
のことがしっかり意識されている。
❹問題が解けることだけで満足せず、「身の回りで使える」ということが重要であるこ
とが意識できている。
❺「科学は常に正しいのではなく、ある前提の条件の下で正しいことを述べているだけ
である」という考え方がしっかり身についている。

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

説
明
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、

考
え
さ
せ
る
問
い
は
与
え
る

成
果
・展
望

「分かる（単純）」「できる（複雑）」「使える（変換）」
の3段階で自己評価する
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24
年
度
か
ら
、
反
転
学
習
と
自
由
進
度
学
習

を
組
み
合
わ
せ
た
授
業
を
２・３
年
次
の
「
物
理
」

で
行
っ
て
い
る
後
田
先
生
。
指
導
教
諭
の
立
場
と

し
て
、
２
学
期
か
ら
は
自
身
の
授
業
実
践
を
本
格

的
に
校
内
に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

際
、
最
も
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
生

徒
が
学
び
方
や
学
ぶ
ペ
ー
ス
を
自
分
で
選
び
、
調

整
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
だ
。

　「
こ
れ
ま
で
は
、
教
師
が
生
徒
に
対
し
て
学
習

す
る
レ
ベ
ル
や
速
さ
、
学
び
方
を
１
つ
だ
け
提
示

し
、
生
徒
は
そ
の
通
り
に
取
り
組
む
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
後
は
、
授
業
の
中

で
生
徒
が
学
び
方
を
自
分
で
調
整
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
大
学
や
社
会
で
の
学
び
は
、
様
々
な
コ
ン
テ
ン

ツ
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選
び
、
自
分

で
計
画
を
立
て
て
進
め
る
。
そ
の
た
め
、
教
師
が

調
整
す
る
学
び
は
、
小
学
校
か
ら
学
齢
が
上
が
る

に
連
れ
て
徐
々
に
少
な
く
な
る
の
が
理
想
だ
が
、

実
情
と
し
て
、
高
校
で
は
教
師
が
調
整
す
る
学
び

が
か
え
っ
て
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
後
田

先
生
は
考
え
て
い
る
（
図
）。

　「
高
校
で
は
、
教
師
に
よ
る
説
明
の
時
間
を
減

ら
し
つ
つ
、
教
科
・
科
目
の
本
質
に
迫
る
面
白
さ

に
出
合
わ
せ
る
よ
う
な
話
題
を
提
供
し
た
り
、
問

い
を
投
げ
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。ど
う
す
れ
ば
授
業
中
の
5
分
、

10
分
で
『
こ
の
単
元
を
学
び
た
い
！
』
と
生
徒
に

思
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、
校
内
の
先
生

方
と
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

　
同
校
の
２・３
年
次
の
「
物
理
」
を
担
当
す
る

後
田
先
生
以
外
の
２
人
の
教
師
も
、
後
田
先
生
が

作
成
し
た
教
材
を
使
っ
た
反
転
学
習
と
、
自
由
進

度
学
習
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
同

じ
教
材
で
も
、
生
徒
の
習
熟
度
や
ク
ラ
ス
の
特
徴

に
応
じ
て
授
業
の
進
め
方
は
変
わ
る
た
め
、
生
徒

の
思
考
を
促
進
す
る
方
法
を
各
教
師
が
試
行
錯
誤

し
て
い
る
段
階
だ
。

　「
反
転
学
習
を
行
う
こ
と
で
授
業
中
に
説
明
す

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
よ
い
意
味
で
フ
リ
ー
に
な

っ
た
私
た
ち
は
、
生
徒
の
話
し
合
い
に
耳
を
澄
ま

せ
、
ク
ラ
ウ
ド
に
提
出
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

解
答
を
熟
視
し
、
支
援
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い

ま
す
。
お
か
げ
で
、
一
斉
授
業
の
時
に
は
な
か
っ

た
視
点
で
の
教
師
間
の
意
見
交
換
が
増
え
ま
し
た

し
、『
反
転
学
習
を
取
り
入
れ
た
か
ら
こ
そ
の
発

見
も
多
い
』
と
同
僚
と
話
し
て
い
ま
す
」

　
後
田
先
生
は
生
徒
に
授
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
今
後
同
僚

に
共
有
し
て
い
く
予
定
だ
。

　「
教
師
に
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
声
も

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
経
験
で

は
、
そ
れ
で
う
ま
く
い
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
大
学
や
社
会
で
の
学
び
を
見
据
え
て
自
分
の

学
び
を
自
分
で
調
整
で
き
る
よ
う
に
、
生
徒
の
マ

イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
ど
う
促
す
か
も
、
教
科
・
科

目
を
超
え
て
議
論
し
た
い
テ
ー
マ
で
す
」

　
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
は
自
分
た
ち
教
師
に
も
必

要
だ
と
、
後
田
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
多
く
の
教
師
が
、『
よ
い
授
業
を
し
た
ら
、生

徒
は
１
回
の
授
業
で
学
習
内
容
を
理
解
で
き
る
』

と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
授
業
は
そ
う
簡
単
に
は
実
現
し

ま
せ
ん
し
、生
徒
40
人
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
そ

れ
ぞ
れ
日
々
異
な
り
ま
す
。学
び
の
主
体
は
教
師

で
は
な
く
生
徒
で
あ
る
と
、教
師
も
マ
イ
ン
ド
チ
ェ 

ン
ジ
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
後
田
先
生
は
、
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
る

か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
同
僚
に
、
自
分
の
授
業
を

撮
影
し
、
生
徒
が
必
要
な
時
に
そ
れ
を
自
由
に
視

聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
で
も
、
生
徒
が
自
分
の
学
び
を
調
整
し
や

す
く
な
る
か
ら
だ
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
行
っ
た
授
業
動
画
の
配
信
が
い

つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、

も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
生
徒
の
主
体
的
な
学

び
を
支
援
で
き
る
よ
う
、
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
今
後
も
校
内
で
議
論
し
て
い
き
た
い
で
す
」

後田先生が考える、学びの調整における主体の変化図

■■学習者が自ら調整する学び　■■教師が調整する学び

小学校 中学校 高校
（理想）

高校
（現実）

大学 社会

しかし現実には
ミ
ス
マ
ッ
チ
発
生

※後田先生への取材を基に編集部で作成。

「
自
己
調
整
学
習
」の
機
会
を

高
校
で
も
っ
と
増
や
し
た
い

長
崎
県
立
諫
早
高
校

高
校
段
階
で
必
要
な
学
び
を
議
論
し
、

教
師
・
生
徒
の
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
促
す

Column

取り組みの
組織化

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す

小
さ
な
試
み
を
校
内
で
始
め
た
い

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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中
村
智
宏
先
生
は
、
２
０
２
３
年
度
の
３

学
期
か
ら
、
自
己
調
整
学
習
を
取
り
入
れ
た

授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
村
先
生
の
授
業
は
、
大
き
く
３
つ
の
活

動
で
構
成
さ
れ
る
（
図
１
）。
授
業
の
前
半

は
、
最
初
に
本
時
の
学
習
内
容
を
確
認
し
、

前
時
の
復
習
と
本
時
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
を

行
う
。
そ
の
時
間
で
は
、
生
徒
は
中
村
先
生

の
説
明
を
集
中
し
て
聞
き
、
原
則
と
し
て
板

書
や
ス
ラ
イ
ド
の
内
容
を
ノ
ー
ト
に
写
す
こ

と
な
ど
は
し
な
い
。

　「『
今
日
の
授
業
で
学
ぶ
関
係
代
名
詞
を
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
１
文
に
ま
と
め
て
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
便
利
だ
よ
』『
こ
の
英
文
法
は
、

就
職
試
験
な
ど
で
も
よ
く
出
題
さ
れ
る
の

で
、
し
っ
か
り
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
』
な
ど
と
、

学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

声
か
け
を
行
っ
て
か
ら
、
本
時
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
本
校
は
、

英
語
が
苦
手
な
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の

で
、『
こ
れ
だ
け
は
理
解
し
よ
う
』『
応
用
力

を
身
に
つ
け
た
い
人
は
こ
の
表
現
も
押
さ
え

よ
う
』
な
ど
と
、
多
様
な
生
徒
の
英
語
力
を

踏
ま
え
た
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
授
業
の
中
盤
は
、
教
科
書
の
内
容
を
理
解

す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
、
教
科
書
準
拠

教
諭中村

智
宏 

な
か
む
ら
・
と
も
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
英
語

科
。

時間の目安 内容

3分 導入、前時の復習

10分 本時のポイント①の説明

10分 教科書準拠の教材を使った、知識の整理

10分 本時のポイント②の説明、ペアなどでの言語活動

15分 自己調整学習

2分 まとめ、振り返り

※学校資料を基に編集部で作成。

ある日の授業の流れ図1

授
業
に
自
己
調
整
学
習
を
組
み
込
み
、

多
様
な
学
力
の
生
徒
の
学
び
を
充
実
さ
せ
る

三
重
県
立
松
阪
工
業
高
校

　中
村
智
宏

学
校
を
問
わ
ず
、
生
徒
の
学
力
差
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

個
別
最
適
な
学
び
の
実
現
を
自
己
調
整
学
習
を
通
じ
て
目
指
す
三
重
県
立
松
阪
工
業
高
校
の
中
村
智
宏
先
生
。

教
師
に
よ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
精
選
し
、
生
徒
に
学
び
を
委
ね
る
授
業
を
実
践
し
て
い
る
。

授業事例 4
授
業
を
３
部
構
成
に
し
、

そ
の
１
つ
で
自
己
調
整
学
習
を
実
施

英語

設
立
　
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
工
業
化
学
科
・
機
械
科
・
繊

維
デ
ザ
イ
ン
科
・
自
動
車
科
・
電
気
工
学
科
（
以
上
、
全
日

制
）、
普
通
科
（
定
時
制
）
／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
４
年
制

大
は
、
三
重
大
、
秋
田
公
立
美
術
大
、
愛
知
工
業
大
、
大

同
大
、
名
古
屋
芸
術
大
、
名
城
大
な
ど
に
延
べ
26
人
が
合

格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
32
人
。
就
職
１
２
９
人
。

学
校
概
要

授
業
の
概
要
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の
教
材
を
使
っ
て
整
理
す
る
。
生
徒
は
そ
の

時
間
で
授
業
の
前
半
の
内
容
を
理
解
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
後
半
の
自
己
調

整
学
習
の
時
間
で
自
分
は
何
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
の
か
を
意
識
し
始
め
る
。

　
授
業
の
後
半
は
、
生
徒
の
自
己
調
整
学
習

の
時
間
だ
。
生
徒
は
授
業
の
前
半
の
内
容
の

理
解
度
に
応
じ
て
、
中
村
先
生
が
用
意
し
た

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
か
ら
自
分
が
取
り
組

む
べ
き
も
の
を
選
ん
で
学
習
す
る
（
写
真
）。

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
く
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
上

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
中
村
先
生
は
各
生
徒
が
ど
の
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
を
ど
こ
ま
で
取
り
組
め
て
い
る
の
か

を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
生
徒
は
、
授
業
の
最
後
に
本
時
の
振
り
返

り
を
「
自
己
調
整
学
習
の
記
録
ノ
ー
ト
（
図

２
）」
で
行
う
。
そ
の
日
の
自
己
調
整
学
習

の
時
間
に
取
り
組
ん
だ
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
と

学
ん
だ
こ
と
を
記
入
し
た
ら
、
中
村
先
生
が

ノ
ー
ト
を
回
収
。
内
容
を
確
認
し
、
コ
メ
ン

ト
を
書
き
添
え
て
、
次
時
の
自
己
調
整
学
習

の
時
間
に
生
徒
に
返
却
す
る
。

　「
記
録
ノ
ー
ト
の
記
述
内
容
は
、『
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』
の
評
価
材
料
の

１
つ
に
し
て
い
ま
す
。
自
己
調
整
学
習
の
時

間
に
、
私
が
そ
の
日
に
用
意
し
た
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
に
加
え
て
、
生
徒
が
自
分
で
探
し
て

取
り
組
ん
だ
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
が
、
本
時
の

授
業
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
有
効
だ
っ
た

場
合
は
加
点
し
て
い
ま
す
」

　
中
村
先
生
が
自
己
調
整
学
習
に
関
心
を
持

っ
た
の
は
、
教
師
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
だ

っ
た
と
い
う
。

　「
ど
の
学
校
で
も
、
学
び
を
先
に
進
め
た

い
生
徒
も
い
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
、
時
に
は
既
習
内
容
に
戻
っ
て
学
び
た
い

生
徒
も
い
ま
す
。
し
か
し
一
斉
授
業
で
は
、

個
々
の
興
味
・
関
心
に
応
え
る
こ
と
に
は
限

界
が
あ
り
、
補
習
や
課
題
な
ど
で
対
応
す
る

の
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」

　
21
年
度
に
１
人
１
台
端
末
の
整
備
が
進
ん

だ
こ
と
で
、
多
様
な
生
徒
の
学
び
の
興
味
・

関
心
に
対
応
す
る
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
準

備
・
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
、
中
村
先
生
の
授
業
の
自
己
調
整

学
習
の
時
間
で
は
、
中
学
校
で
学
習
し
た
内

容
か
ら
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
の
対
策
ま

で
、
多
い
時
に
は
６
種
類
以
上
の
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
を
用
意
し
て
い
る
と
い
う
。

　
中
村
先
生
は
、生
徒
の
学
力
や
興
味
・
関

心
に
合
わ
せ
て
、で
き
る
だ
け
多
様
な
学
習

コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ

て
い
る（
Ｐ
．22
図
3
）。あ
る
日
の
２
年
生
の

「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
」
の
授
業
で

は
、
教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
動
物
に
つ

い
て
英
語
で
説
明
し
て
い
る
動
画
サ
イ
ト
や
、

そ
の
日
の
学
習
内
容
に
関
連
す
る
既
習
事
項

の
復
習
な
ど
、
６
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
た
。

　「
自
己
調
整
学
習
用
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ

の
一
覧
に
各
動
画
の
再
生
時
間
を
並
記
す
る

の
で
、
生
徒
は
時
間
配
分
を
考
え
な
が
ら
自

分
に
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て

学
習
を
進
め
ま
す
。
生
徒
か
ら
『
自
分
た
ち

の
た
め
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
用
意
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
』
と
言
わ
れ
た
時
は
、
想
定
外
の
言

葉
に
驚
き
つ
つ
も
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し

た
。
一
方
、
校
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
準
備
に
時
間
が
取
れ
な

い
時
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
紹
介
に
と
ど
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　
１
コ
マ
の
中
で
自
己
調
整
学
習
が
占
め
る

時
間
は
15
〜
20
分
間
ほ
ど
。
そ
の
た
め
、
一

斉
授
業
だ
け
の
時
よ
り
も
、
中
村
先
生
に
よ

る
説
明
に
充
て
ら
れ
る
時
間
は
少
な
い
。

　「
自
己
調
整
学
習
の
時
間
を
設
け
る
分
、

写真　自己調整学習の時間に中村先生が用意した英語の動
画を視聴する生徒。先生が用意した学習コンテンツだけに
とどまらず、取り組むことを自分で決める生徒もいる。

生徒の振り返り図2

※学校資料を抜粋して掲載。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
個
々
の

学
び
の
興
味
・
関
心
に
応
え
る

学
力
や
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
、

多
様
な
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意

生
徒
の
自
己
調
整
を
促
す
工
夫

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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4月 ５月 ６月 ７月

その時期の主な行事・活動

基礎力診断テスト
インタビュー
中間考査

インタビュー
外部検定試験（希望者）

期末考査
夏季休業課題

教師が提示する自己調整学習コンテンツ例

•教科書の見直し
•中学校の学習内容
の復習
•基礎力診断テストの
事前教材など

•教科書の見直し
•中学校の学習内容の復習
•中間考査対策
•インタビュー練習
•資格・検定試験対策問題演習

•教科書の見直し
•中学校の学習内容の復習
•期末考査対策
•インタビュー練習
•資格・検定試験対策問題演習

•教科書の見直し
•夏季休業課題

※学校資料を基に編集部で作成。

　
自
己
調
整
学
習
の
時
間
を
本
格
的
に
取
り

入
れ
た
24
年
度
、
定
期
考
査
や
「
基
礎
力
診

断
テ
ス
ト
」
の
英
語
の
成
績
が
大
き
く
向
上

し
た
。
中
村
先
生
が
何
よ
り
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
の
は
、
学
校
生
活
の
中
で
英
語
を
使

う
生
徒
が
増
え
た
こ
と
だ
。

　「
英
語
の
授
業
で
学
ん
だ
表
現
を
、
授
業
の

前
後
や
部
活
動
中
に
友
人
同
士
で
口
に
す
る

生
徒
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
が

自
己
調
整
学
習
の
時
間
に
取
り
組
ん
だ
学
習

コ
ン
テ
ン
ツ
を
友
人
に
紹
介
す
る
な
ど
、
学

習
方
法
を
教
え
合
う
生
徒
も
増
え
ま
し
た
。

生
徒
に
は
元
々
英
語
を
話
し
た
り
、
書
い
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
理
解
が
あ
や
ふ
や

私
か
ら
の
説
明
は
、
全
員
に
こ
れ
だ
け
は
理

解
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
精
選

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
授
業
の
準
備
は
大
変

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
50
分
間
ず
っ
と

私
が
授
業
を
主
導
し
て
い
た
頃
は
、
生
徒
の

集
中
を
維
持
す
る
こ
と
に
と
て
も
苦
労
し
て

い
ま
し
た
し
、
生
徒
も
授
業
の
内
容
を
消
化

し
切
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
生
徒
が
課
題
意
識

を
明
確
に
し
て
自
己
調
整
学
習
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
50
分
間
の
授
業
が
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
実
は
23
年
度
の
取
り
組
み
以
前
は
、
約
５

分
間
の
自
己
調
整
学
習
の
時
間
を
、
授
業

の
中
で
３
、４
回
に
分
け
て
実
施
し
て
い
た
。

と
言
う
の
は
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
生
徒
に

預
け
る
こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　「
自
己
調
整
学
習
の
時
間
を
授
業
の
後
半

に
ま
と
め
て
も
、
生
徒
は
し
っ
か
り
集
中
し

て
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
し
、
何
よ
り
、
そ

の
間
に
私
は
丁
寧
に
机
間
巡
視
し
、
生
徒
か

ら
の
個
別
の
質
問
に
答
え
た
り
、
生
徒
の
学

習
状
況
か
ら
つ
ま
ず
き
を
早
期
に
発
見
し
て

指
導
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
初
め
て
自
己
調
整
学
習
に
取
り
組
む
生
徒

の
た
め
に
、
24
年
度
の
授
業
開
き
で
は
、
授

業
を
３
部
構
成
に
し
て
い
る
意
図
を
丁
寧
に

生
徒
に
説
明
し
た
。
ま
た
、
自
己
調
整
学
習

の
時
間
に
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
分
で
探
し

た
り
、
資
格
・
検
定
試
験
や
就
職
試
験
の
対

策
用
の
教
材
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た
生
徒
を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
１
つ
と
し
て
紹
介
し
た
。

　「
先
輩
た
ち
は
自
分
の
学
力
や
興
味
・
関

心
に
合
わ
せ
て
学
習
を
自
己
調
整
し
て
い
た

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
果
、
多
く
の
生
徒
の

成
績
が
向
上
し
た
こ
と
を
伝
え
て
、
自
己
調

整
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
を
高
め
ま
し
た
」

だ
っ
た
部
分
が
自
己
調
整
学
習
を
通
し
て
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
自
分
の
英

語
力
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
一
斉
授
業
で
は
い
つ
の
間
に

か
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
英
語
に
対
す
る

生
徒
の
思
い
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
て
い

る
こ
と
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
自
己
調
整
学
習

に
中
期
的
な
目
標
を
設
定
し
、
学
習
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
だ
。

　「
２
年
生
に
は
『
学
年
末
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英

語
で
雑
談
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
』
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
少
し
先
の
未
来
の
目
標
も

持
た
せ
て
、
自
分
の
学
び
を
調
整
す
る
経
験

を
積
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

●
生
徒
の
声

今
日
の
自
己
調
整
学
習
の
時
間
は
、

教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
動
物
に

つ
い
て
英
語
で
説
明
し
て
い
る
動
画
を
視
聴

し
、
残
り
の
時
間
は
単
語
の
復
習
を
し
ま
し

た
。
自
己
調
整
学
習
の
時
間
で
は
、
苦
手
の

克
服
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
多
い
で
す
。

自
己
調
整
学
習
の
時
間
に
、
資
格
・

検
定
試
験
対
策
の
問
題
集
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
部
活
動
で
忙
し
い
時
に
は
、
自

己
調
整
学
習
の
時
間
に
英
語
の
宿
題
に
取
り

組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
状
況
に
合

わ
せ
て
学
習
す
る
こ
と
を
選
べ
る
こ
と
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。

自己調整学習の計画例図3

自
分
に
合
っ
た
学
習
を
通
し
て

英
語
に
自
信
を
持
ち
始
め
た
生
徒

成
果
・展
望
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日
頃
か
ら
先
生
方
は
、
目
の
前
に
い
る

生
徒
に
対
し
て
、「
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
教
育
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
幸
福
と
は
何
か
」「
幸
福
は
い

か
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た
問
い

に
答
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古
く
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
始
め
と
す
る
多

く
の
哲
学
者
が
幸
福
論
を
語
り
、
近
年
は
日

本
を
含
む
各
国
が
幸
福
感
の
指
標
を
設
け
、

人
々
の
幸
福
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
幸
福
は
、
古
代
か
ら
議
論
さ
れ

続
け
て
い
る
深
い
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

　
幸
福
感
を
決
定
す
る
要
因
と
し
て
は
、
健

康
や
人
間
関
係
、
資
産
、
所
得
、
学
歴
な
ど
、

様
々
な
も
の
が
推
測
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
私

は
、「
個
人
の
幸
福
に
は
『
自
己
決
定
』
が

大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
」
と
仮
説
を
立
て
、

実
証
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

過
去
の
研
究
に
お
い
て
、
家
庭
で
子
ど
も
の

自
立
を
促
し
、
見
守
る
子
育
て
を
す
る
こ
と

が
、
子
ど
も
の
将
来
的
な
幸
福
感
を
高
め
る

と
い
う
結
果
を
得
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の

研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
、
個
人
が
自
立
し
て

い
る
度
合
い
、
言
い
換
え
る
と
自
己
決
定
を

し
て
い
る
度
合
い
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
、

幸
福
感
と
自
己
決
定
の
関
係
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
研
究
で
は
、
約
２
万
人
の
日
本
人
を
対
象

と
し
て
、「
高
校
へ
の
進
学
」「
大
学
へ
の
進

学
」「
初
め
て
の
就
職
」
に
お
い
て
、
ど
の

程
度
自
己
決
定
を
し
た
か
を
質
問
す
る
と
と

も
に
、幸
福
感
を
測
定
し
ま
し
た（
Ｐ
． 24
図
）。

　
幸
福
感
に
関
し
て
は
、「
物
事
に
よ
い
影

響
を
与
え
ら
れ
る
」「
自
分
の
人
生
に
と
て

も
満
足
し
て
い
る
」「
こ
の
世
界
が
素
晴
ら

し
い
場
所
だ
と
は
思
わ
な
い
」
と
い
っ
た
多

く
の
質
問
項
目
か
ら
、「
前
向
き
思
考
を
持
っ

て
い
る
か
」「
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
か
」
と

い
う
２
つ
の
因
子
を
抽
出
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
前
向
き
思
考
が
高
く
、
不
安
感
が
少
な

い
ほ
ど
、
幸
福
感
が
高
い
」
と
仮
定
し
、
自

己
決
定
と
の
相
関
を
分
析
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
進
学
や
就
職
に
お
い
て
自
己

決
定
を
し
た
人
ほ
ど
、
前
向
き
思
考
が
高 

く
、
不
安
感
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
（
Ｐ
． 24
図
・
結
果
１
）。
自
己
決
定
が
幸

福
感
に
影
響
す
る
度
合
い
を
他
の
要
因
と
比

較
す
る
と
、
健
康
と
人
間
関
係
に
次
い
で
高

い
と
い
う
、
世
帯
年
収
額
や
学
歴
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
（
Ｐ
． 24
図
・
結
果
２
）。

人
生
の
幸
福
感
を
高
め
る「
自
己
決
定
」を

学
校
の
中
に
ど
う
取
り
入
れ
る
か

神
戸
大
学
計
算
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

特
命
教
授

　西
村
和
雄

生
徒
が
主
体
と
な
る
自
己
調
整
学
習
は
、
日
常
的
な
小
さ
な
自
己
決
定
の
連
続
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
「
自
己
決
定
」
は
、
人
が
幸
福
を
感
じ
る
要
因
の
１
つ
で
あ
る
こ
と
が
、

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
幸
福
感
と
自
己
決
定
に
関
す
る
実
証
研
究
を
行
っ
た
神
戸
大
学
計
算
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
村
和
雄
特
命
教
授
に
、
幸
福
感
を
高

め
る
要
因
と
、
そ
の
１
つ
で
あ
る
「
自
己
決
定
」
を
、
学
習
を
始
め
と
す
る
学
校
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
話
を
聞
い
た
。

Commentar y

自
己
決
定
を
す
る
人
ほ
ど

前
向
き
に
考
え
、不
安
感
が
低
い

複
雑
系
経
済
学
を
専
門
と
し
、
日
米
の
大
学
で
教
壇

に
立
ち
、
パ
リ
大
学
客
員
教
授
な
ど
も
歴
任
。
最
近

は
、
教
育
の
経
済
学
に
関
連
し
て
、
学
校
・
家
庭
教

育
の
調
査
研
究
も
進
め
る
。
近
著
に
『
学
力
と
幸
福

の
経
済
学
』（
共
著
・
日
本
経
済
新
聞
出
版
）。

神
戸
大
学 

計
算
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

特
命
教
授

西
村
和
雄 

に
し
む
ら
・
か
ず
お

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
日
本
人
の

幸
福
感
を
巡
る
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
４
年
の
国
連
に
よ
る
『
世
界
幸
福
度

報
告
書
』
の
国
際
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、

日
本
は
51
位
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
の
１
つ
は
、
日
本
は
「
人
生
の
選
択
の
自

由
度
」
と
い
う
指
標
の
ス
コ
ア
が
低
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
日
本
社
会
は
画
一
的
な
規
制
が
多

く
、
個
人
の
選
択
や
決
定
の
幅
が
狭
い
こ
と

で
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
是
非
を
問
い
ま
せ
ん

が
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
安
楽
死
が
合
法
化
さ

れ
て
い
る
の
は
、
日
本
に
比
べ
て
個
人
の
選

択
を
尊
重
す
る
考
え
方
が
強
い
こ
と
の
表
れ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
近
年
、
状
況
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

日
本
は
学
校
で
も
授
業
中
の
ル
ー
ル
や
髪 

形
、
服
装
な
ど
に
つ
い
て
の
校
則
が
細
か
く

定
め
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
自
由
度
は
あ

ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
授
業
や
学

校
行
事
が
教
師
の
主
導
で
進
む
環
境
の
場

合
、
生
徒
は
自
己
決
定
を
す
る
経
験
を
積
み

に
く
く
、
そ
の
結
果
、
社
会
に
出
て
自
己
決

定
を
す
べ
き
場
面
で
戸
惑
う
大
人
に
な
っ
て

し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
日
本
の
社
会
を
変
え
て
い
く
上

で
、
学
校
教
育
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
担

え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
は
閉
ざ
さ
れ

た
特
殊
な
世
界
で
は
な
く
、
社
会
生
活
を
見

据
え
て
、
ど
う
考
え
て
行
動
す
る
べ
き
か
を

学
ぶ
場
所
だ
か
ら
で
す
。

　
自
己
決
定
を
促
す
た
め
に
は
、
最
小
限
か

つ
的
確
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
順
守
を
求
め
な
が
ら
、
そ
の
ほ
か

の
こ
と
は
な
る
べ
く
子
ど
も
に
任
せ
る
と
、

自
然
と
子
ど
も
は
自
己
決
定
を
す
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
私
が
教
育
委
員
会
顧
問
を
務
め
る
大
阪
市

で
は
か
つ
て
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
暴
力
行

為
件
数
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
「
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
」
を
明
示
し
、
ル
ー
ル
を

守
れ
な
か
っ
た
時
は
教
師
は
そ
れ
に
対
し
て

指
導
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
で
き
る
だ

け
見
守
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
た

っ
た
２
年
間
で
暴
力
行
為
件
数
は
４
分
の
１

に
激
減
し
、
近
年
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

　
暴
力
行
為
件
数
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
大

阪
市
の
子
ど
も
の
考
え
方
に
も
変
化
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
の
質
問
紙
調
査
で
は
、「
人

が
困
っ
て
い
る
時
は
、
進
ん
で
助
け
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
に
「
当
て
は
ま
る
」
と
答
え
る

子
ど
も
が
年
を
追
っ
て
増
加
し
、
24
年
度
は

全
国
平
均
を
超
え
ま
し
た
。

　
ル
ー
ル
は
最
小
限
で
す
か
ら
、「
し
て
は ※西村特命教授提供資料を基に編集部で作成。

自己決定が幸福感に及ぼす影響に関する研究（抜粋）図

RIETI（経済産業研究所）プロジェクトの一環として実証研究
を行い、「幸福感と自己決定―日本における実証研究」とい
う論文をまとめた。

■研究の概要
次の３つの状況について、それぞれ「誰が決めたか」を質問し、
５つの選択肢による回答を得て、自己決定指標を作成した。

•中学校から高校への進学先
•高校から大学への進学先
•初めての就職先

１．全く希望ではなかったが、周囲の勧めで決めた
２．あまり希望ではなかったが、周囲の勧めで決めた
３．どちらとも言えない
４．ある程度自分の希望で決めた
５．自分の希望で決めた

状
況

選
択
肢

■結果1

■結果２

自己決定階級別前向き思考と不安感

0.400

0.300

0.200

0.100

0

-0.100

-0.200

-0.300
低自己決定 中自己決定 高自己決定

前向き思考
不安感

0.141 0.130

0.314

-0.022

-0.126

-0.237

主観的幸福感を決定する要因の重要度（標準化係数）

0.14

0.12

0.10

0.08

0.06

0.04

0.02

0
学歴 世帯年収額 自己決定指標

注：学歴は説明変数として統計的に有意ではない。

0.015

0.091

0.13

0.015

0.091

0.13

３つの状況について、自己決定をした人ほど、前向き思
考が高く、不安感が少ないことが明らかになった。

「あなたは普段どの程度幸福だと感じているか」という
質問で測定した主観的幸福感を決定する要因を分析。自
己決定が幸福感に及ぼす影響が、世帯年収額や学歴を上
回った。

自
己
決
定
を
促
す
サ
ポ
ー
ト
で
、

子
ど
も
の
問
題
行
動
が
激
減
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い
け
な
い
こ
と
」
よ
り
も
、「
し
て
い
い
こ
と
」

の
方
が
は
る
か
に
多
く
あ
り
ま
す
。
大
阪
市

で
は
、
子
ど
も
を
管
理
す
る
の
で
は
な
く
、

ル
ー
ル
さ
え
守
れ
ば
自
由
に
行
動
で
き
る
と

気
づ
か
せ
る
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
子
ど
も
自
身
が
、「
ど
う
行
動
す

る
べ
き
か
」
を
考
え
て
自
己
決
定
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
前
述
の
結
果
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
学
習
に
お
い
て
も
、自
己
決
定
の

機
会
を
意
識
的
に
設
け
る
こ
と
で
、子
ど
も

は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。一
斉
授
業
で
は
、

教
師
が
発
信
し
た
内
容
を
受
け
取
る
こ
と
が

中
心
で
、子
ど
も
が
自
分
で
考
え
た
り
、決
定

し
た
り
す
る
余
地
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
子
ど
も
が
主
体
と
な
る
自
己
調
整

学
習
な
ど
を
取
り
入
れ
た
授
業
は
、
自
己
決

定
の
連
続
で
す
。「
自
分
は
こ
の
問
題
が
苦

手
だ
か
ら
、
次
の
時
間
は
類
題
を
10
問
解
く

こ
と
を
目
標
に
し
よ
う
」「
ど
う
し
て
も
分

か
ら
な
い
か
ら
、友
だ
ち
に
質
問
し
よ
う
」

な
ど
と
、
自
分
で
目
標
を
立
て
、
達
成
し
て

い
く
過
程
で
、
自
己
決
定
を
す
る
こ
と
に
自

信
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
学
習
で

は
、
子
ど
も
は
し
ば
し
ば
失
敗
し
ま
す
が
、

そ
れ
が
大
き
な
学
び
の
機
会
に
な
り
ま
す
。

自
分
で
学
習
方
法
な
ど
を
調
整
し
て
失
敗
を

乗
り
越
え
る
経
験
を
積
む
と
、「
失
敗
し
て

も
挽
回
で
き
る
」
と
気
づ
き
、
自
分
で
決
め

る
こ
と
が
怖
く
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
学
習
に
お
い
て
教
師
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
子
ど
も
の
学
習
状
況
や
性
格
な

ど
を
深
く
理
解
し
、
教
科
・
科
目
の
特
性
を

踏
ま
え
て
、
子
ど
も
が
自
分
で
目
標
や
課
題

を
考
え
る
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
子
ど
も
が
自
ら
学
び
始
め
た
の
な
ら

ば
、
そ
の
力
を
信
じ
て
、
関
心
を
持
っ
て
見

守
り
ま
し
ょ
う
。
失
敗
か
ら
学
ば
せ
る
と
い

う
心
構
え
も
非
常
に
大
切
で
す
。

　
自
己
決
定
は
学
び
の
効
果
を
高
め
る
と
い

う
研
究
結
果
も
多
く
出
て
い
ま
す
。
学
習
に

限
ら
ず
、
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
が
、

報
酬
や
罰
則
な
ど
の
外
発
的
動
機
づ
け
に
比

べ
、
自
分
か
ら
や
ろ
う
と
決
め
て
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
、
継
続
性
や
満
足
度
を
高
め
る
こ

と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
を
始
め
と
す
る
学
校
生
活
を
通
し
て

日
常
的
に
小
さ
な
自
己
決
定
を
繰
り
返
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
進
学
や
就
職
と
い
っ
た
人

生
の
岐
路
に
差
し
か
か
っ
た
時
に
、
き
っ
と

自
信
を
持
っ
て
大
き
な
自
己
決
定
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
力
は
社
会
に

出
て
か
ら
も
発
揮
さ
れ
て
、
自
身
の
幸
福
な

人
生
を
形
づ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
前
、
弊
誌
の
２
０
２
０
年
10
月
号
の
特

集
に
お
い
て
田
村
学
先
生
が
、「
主
体
的
な

学
び
」
は
「
自
分
で
自
分
の
学
び
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、「
自
分
で
自
分
の
学
び
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
」
学
び
方
の
１
つ
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が
「
自
由
進
度
学
習
」
で

あ
り
、
そ
れ
を
含
む
教
育
心
理
学
の
理
論
体

系
の
１
つ
が
「
自
己
調
整
学
習
」
で
す
。

　
伊
藤
崇
達
准
教
授
が
説
明
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
自
己
調
整
学
習
は
、
生
徒
が
自
分
の

意
思
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組
み
、
そ
の
見

通
し
や
計
画
を
立
て
て
調
整
し
な
が
ら
進
め

る
学
び
で
す
。
自
己
調
整
学
習
を
現
場
の
先

生
方
が
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
真
の

「
主
体
的
な
学
び
」
が
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

が
評
価
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
自
己
調
整
学
習
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た

本
特
集
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
伊
藤
准
教
授
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
自
己
調
整
学
習
で
は
生
徒
に
学
び
を
任

せ
っ
き
り
に
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
が
自
分
で
学
び
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の
入
念
な
準
備
と
授
業

中
の
丁
寧
な
見
取
り
、
そ
し
て
個
別
支
援
が

教
師
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
授
業
事

例
の
多
く
の
ケ
ー
ス
で
、
授
業
や
単
元
の
冒

頭
に
、
こ
れ
か
ら
学
習
す
る
内
容
や
そ
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
、
教
師
が
全
体
に
説
明
し
て

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
自
己
調
整
学
習
を
行

う
上
で
一
斉
授
業
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
う
し
た
教
師
の
伴
走
、
支
援
が
土
台
と

な
っ
て
い
る
自
己
調
整
学
習
は
、
す
べ
て
の

生
徒
が
取
り
組
め
る
学
び
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
生
徒
の
誰
も
が
そ
の
内
面
に
、

自
己
調
整
し
な
が
ら
学
び
を
進
め
ら
れ
る
力

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
授
業
事
例

の
取
材
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
。
東
京
都
立

多
摩
高
校
の
先
生
方
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

よ
う
に
、
自
己
調
整
学
習
は
生
徒
の
学
習
観
、

そ
し
て
教
師
の
授
業
観
・
生
徒
観
を
変
え
る

学
び
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

V
I
E
W 

n
e
x
t

編
集
部 

統
括
責
任
者

柏
木
　崇

「
失
敗
」を
重
ね
た
生
徒
は

自
分
で
決
め
る
こ
と
を
恐
れ
な
い

生
徒
の
学
習
観
、
教
師
の
生
徒
観
を

変
え
る
「
自
己
調
整
学
習
」

本
特
集
を
振
り
返
っ
て

「主体的な学び」の実現の鍵を握る
「自己調整学習」とはどのような学びか？特集
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　旅好きの私は、旅先の気候や現地での食事、触れた文化などについて、自分が撮影した写真を見
せながら話すことを通じて、生徒が地理の教科書の内容をリアルに感じられる授業を目指してきま
した。ＩＣＴ環境が整備された今は、機を見て世界と教室をオンライン会議ツールでつなぎ、生徒
が現地の人と話す場を設けています。教科書の内容がリアルな情報と結びつくことで知的好奇心
が刺激され、学ぶ意欲が高まる生徒が少なくありません。また、以前ある生徒から、「笑顔で話せば、
先生の話の面白さがもっと伝わるのに」と言われたことがありました。そのため、私自身が好奇心
を持って学び、楽しく話すようにして、生徒が「学びは楽しい」と感じられるよう、努めています。

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

地
理

世
界
の
リ
ア
ル
な
様
相
に

触
れ
る
場
を
設
け
、

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る

富山県立富山中部高校

土井 聡　どい・さとし

同校に赴任して11年目。地理歴史科（地理）。
情報教育部。教育相談部。

◎設立　1920（大正９）年　◎形態　全日制／普通科、探究科
学科（人文社会科学科・理数科学科）／共学　◎生徒数　１
学年約 240人　
◎2023 年度卒業生進路実績　国公立大は、東北大、東京大、
一橋大、名古屋大、京都大、大阪大などに231人が合格。私立
大は、慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ594人が合格。

学
校
概
要
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本
時
の
概
要

土井先生は、本時はボリビアの首都ラパスに住むＪＩＣＡ職員の
平田すみれさんとの対話を通じて既習事項を確認しようと、生
徒に声をかけた後、オンライン会議ツールで現地とつないだ。
先生は平田さんに現地時間を尋ね、日本との時差が13時間で
あることを確認。続いて、平田さんが自己紹介を行った。

話題は食生活から農業に転じ、主要輸出品が鉱物から低地で栽
培される大豆やトウモロコシなどに代わりつつあると、平田さ
んは説明。また、海外協力隊員だった時の活動やＪＩＣＡ職員と
なった経緯についても語った。生徒は、それらの話を配布され
たワークシートにメモした。

土井先生は、ラパスの標高や気候、住民の服装、食生活などに
ついて平田さんに質問。平田さんは、自身が撮影した写真を見せ
ながら現地の様子を伝えた。「ボリビアの国土面積は日本の約３
倍で、高地と低地では食生活が全く違う」と平田さんが話すと、
土井先生は地図帳の南米のページを開くよう、生徒に指示した。

生徒が「ボリビア米があるなら、水田を見たことがあるか」「平
均給与はいくらか」「国会議員の何割が先住民族なのか」など
と平田さんに質問。平田さんは自分の経験を交えて回答した。
交流終了後、土井先生は、次時は平田さんに新たに質問したい
ことをグループで考えようと伝えた。

本時のキー課題

授業リポート

本時の目標を確認1

ボリビアの産業について考察3

ボリビアの生活の様子を聞く2

生徒が平田さんに質問4

［対象］３年生　［教科・科目］地理歴史科・地理探究
［単元］現代世界の諸地域・ラテンアメリカ
［単元目標］ボリビアの実情を手がかりに、南米の多様な自然や社会
を理解する。　［授業時数］全３時間のうちの１時間目
［本時の内容］ボリビア在住の独立行政法人国際協力機構（以下、ＪＩ
ＣＡ）職員とのオンライン交流

10分間

10分間

15分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D
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系
統
地
理
学
の
単
元
の
学
習
は
ほ
ぼ
終

え
、
地
誌
学
の
単
元
に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
ボ
リ
ビ
ア
に
住
む
平
田
さ
ん
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
交
流
し
ま
し
た（
図
１
）。そ
の

ね
ら
い
は
、現
地
に
住
む
人
と
の
対
話
を

通
じ
て
、既
習
事
項
を
現
実
感
を
持
っ
て

確
認
す
る
と
と
も
に
、既
習
事
項
間
の
相

互
関
係
を
捉
え
、
地
誌
学
に
多
面
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
本
時
は
、
ボ
リ
ビ
ア
の
地
域
性
に
生
徒

が
気
づ
く
よ
う
、
平
田
さ
ん
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。
教
科
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
同

　
学
習
評
価
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入

内
容
や
グ
ル
ー
プ
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て

考
え
た
ゲ
ス
ト
へ
の
質
問
内
容
な
ど
を
材

料
に
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
評
価
の
際
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
の
１

つ
に
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
量
が
あ

り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
ゲ

ス
ト
の
話
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
質

問
を
聞
い
て
得
た
気
づ
き
な
ど
を

書
か
せ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
記
述

を
見
て
、
地
誌
学
に
お
け
る
深
い

考
察
に
つ
な
が
る
よ
う
な
気
づ
き

に
は
下
線
を
引
い
て
、
生
徒
に
返

却
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　
次
時
は
平
田
さ
ん
に
新
た
に
質

問
し
た
い
こ
と
を
検
討
し
ま
し
た

が
、そ
の
質
問
が
地
理
的
な
見
方・

考
え
方
を
働
か
せ
て
考
え
た
内
容

に
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
も
評
価

し
ま
し
た
。
他
国
と
比
較
し
て
ボ

リ
ビ
ア
の
問
題
を
捉
え
て
い
る
な

ど
、
深
く
考
察
さ
れ
た
質
問
は
、

国
に
関
す
る
内
容
の
中
心
は
、
世
界
で
最

も
標
高
が
高
い
首
都
で
あ
る
ラ
パ
ス
に
つ

い
て
で
す
が
、
同
国
に
は
低
地
も
あ
り
、

地
域
に
よ
っ
て
自
然
や
文
化
な
ど
が
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
生
徒
は
、
平
田
さ
ん
が

話
す
宗
教
や
政
治
、
経
済
の
こ
と
と
既
習

事
項
を
結
び
つ
け
て
、
鋭
く
多
面
的
に
同

国
の
実
情
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
（
図
２)

。

　
同
国
の
産
業
に
つ
い
て
も
、
平
田
さ
ん

に
聞
き
ま
し
た
。
同
国
は
近
年
、
大
豆
の

生
産
規
模
の
拡
大
の
影
響
で
環
境
保
全
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
他
の
南

米
諸
国
や
ア
フ
リ
カ
、ア
ジ
ア
も
同
様
で
、

産
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
次
時
以
降
、
同
国
の
地
誌
を

学
ぶ
中
で
身
に
つ
け
る
地
理
的
な
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
て
他
地
域
を
俯
瞰
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

よ
い
点
な
ど
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が

ら
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
生
徒
へ
の
コ
メ
ン
ト
は
、「
地
理
的
要
因

だ
け
で
な
く
、歴
史
的
経
緯
も
理
解
し
よ

う
」「
行
き
た
い
と
思
っ
た
時
点
で
ス
タ
ー

ト
は
切
っ
て
い
ま
す
よ
」な
ど
と
、「
調
べ

て
み
よ
う
」「
や
っ
て
み
た
い
」な
ど
と
生

徒
が
思
い
、楽
し
く
学
べ
る
よ
う
な
言
葉

を
心
が
け
て
い
ま
す
。地
理
で
の
学
び
や

気
づ
き
が
、生
徒
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に

す
る
よ
う
な
評
価
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本単元のワークシート　生徒の記述と土井先生のコメント（例）図３

本時の平田さんへの質問（抜粋）図２

本単元の指導計画（概要）図１ 発
問・
課
題
設
定
の
観
点

リ
ア
ル
な
情
報
を

起
点
に
、
地
理
的
な

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
る

学
習
評
価
の
工
夫

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

内
容
に
着
目
し
、そ
の
後
の

学
習
に
つ
な
が
る
声
か
け
を
す
る

ワークシートには、オンライン交流当日の質問と、次時にグループでの考察を踏まえて考え
た質問、平田さんへのメッセージを記入。土井先生は、ボリビアの地誌に対する理解が深
まっている記述に下線を引き、コメントを書いて生徒に返却した。
※学校資料を抜粋して掲載。

❶ボリビア在住のゲストとの交流（本時）
　ボリビアに住む平田さんに、現地の生活
や産業などについて、オンラインで聞く。

❷ゲストへの質問を考える
　前時の感想や気づきをグループで共有し、
平田さんへの質問を話し合った後、各自
で質問を考えて、メールで平田さんに送る。

❸南米の地誌学習を行う
　ボリビアの学習で得られた知識を基に、
ブラジルやアルゼンチンなど、他の南米の
国について学ぶ。

※学校資料を基に編集部で作成。

平田さんの話　人口の半数以上が先住民族。
国民の大半がキリスト教徒。

平田さんの話　GDPは年 上々昇。

生徒の質問　先住民族にはそれぞれ土着の信
仰があると思うのですが、なぜ、キリスト教徒
が多いのでしょうか。

生徒の質問　中所得国のボリビアは日本などか
ら支援を受けていますが、高所得国の先進国
に何を求めているのでしょうか。

生徒の質問　国会議員に占める先住民族の割
合はどの程度なのでしょうか。

※取材を基に編集部で作成。
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　本
時
は
平
田
さ
ん
の
話
を
受
け
て
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
同
国
の
所
得
に
つ
い
て

調
べ
、「
中
所
得
国
の
ボ
リ
ビ
ア
は
日
本
な

ど
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
る
が
、高
所
得

国
の
先
進
国
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」

と
質
問
し
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
に
、
リ
ア
ル
な
情
報
に
触
発
さ
れ
た
生

徒
は
、
自
分
で
調
べ
、
考
え
を
深
め
て
い

き
ま
す
。
そ
う
し
た
姿
勢
は
通
常
の
授
業

に
も
波
及
し
、
生
徒
は
主
体
的
に
学
び
、

意
見
を
述
べ
、
積
極
的
に
質
問
し
ま
す
。

　私
自
身
が
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
手
」
で
あ
っ
て
こ
そ
、
生
徒
を
深
く

理
解
し
、
生
徒
に
合
っ
た
教
材
を
適
切
な

時
期
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
が
実
現
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
率
先
し
て
人
脈
を
広

げ
、海
外
在
住
者
と
交
流
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
全
国
の
地
理
担
当
の
先
生
方
と

つ
な
が
り
、
協
働
し
て
授
業
を
行
う
こ
と

に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■これまでに実施した主なオンライン交流
協力者 テーマ

韓国・ソウル大学に留学中
の日本人大学生

大学生が見る、現代韓国の
政治、経済、外交

韓国の高校で日本語教育
に携わる日本人教師

現代韓国の若者事情と、日
本のコンテンツ産業

オーストラリア・ブリスベン
に留学中の日本人大学生 多文化主義、留学生活

タイに留学中の日本人大学
生

サバナ気候と食文化、自身
の英語力の伸長

東南アジアを旅行中の日
本人大学生２人

カンボジア・シェムリアップ
からの現地リポート

アメリカ・シアトル在住の
元ＡＬＴ

アメリカでスタートアップ企業
が多く生まれる理由

台湾を旅行中の日本人大
学生 台中の街歩き、朝食リポート

北海道大学と琉球大学の
日本人大学生 気候を扱う単元で２元中継

国際政治が専門の富山大
学の日本人教員

インドの都市問題、環境問
題とSDGs

※学校資料を基に編集部で作成。

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

教
師
自
身
が

主
体
的
に
学
び
、生
徒
が

主
体
的
に
学
ぶ
授
業
を
つ
く
る

リアルに触れて育むキャリア観と情報リテラシ−

　海外在住者とのオンライン交流では、現地で働いて

いる・学んでいる理由や自身のキャリアについても語っ

てもらっています。本時は平田さんに、ＪＩＣＡ職員に

なった経緯を質問した生徒がいました。世界で活躍す

る人の経験談は、生徒のキャリア観も広げています。

　また、日本においての常識では考えられないような、

様々な国の様相に触れることは、生徒にとって多様性

を受け入れる素地や倫理観を養う機会にもなっていま

す。

　オンライン交流は本校の卒業生や私の知り合いにお

願いしていますが、多様な経歴の人を招くために、私

自身が様々な場所を訪れて人脈を広げています。平田

さんは今年４月、海外協力隊について知りたいという

生徒のために、とやま国際センターに紹介してもらっ

て知り合いました。今後も交流を続けさせてもらえな

いかと依頼し、今回のオンライン交流が実現しました。

海外在住者に自身のキャリアを語ってもらう

端末で調べたり、教科書を読んだりと、生徒
はそれぞれの方法で情報を確認していた。

情報を調べる、確かめる

　海外在住者の話を聞き、さらに詳しく知りたいと、その場でインター

ネットで調べる生徒がよくいます。インターネット上の情報と海外在住

者の話が合致することもあれば、しないこともあります。そのため、ど

れが正しい情報なのかを確かめる必要があると、生徒に伝えています。

　また、多様な媒体から様々な情報を得るからこそ、疑問を抱き、現

地に行って確かめたいと思うことも少なくないはずです。ぜひ実際に

行動し、リアルな経験を積み重ねていってほしいと思います。

管
理
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進
路
担
当

担
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お
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掌
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　生徒に英語を使いこなせるようになってほしくて、授業では教科書の内容を基に、即興で自分
の考えを話したり、書いたりする機会をたくさんつくっています。また、私が厳選した、使いやす
い決まり文句などを前もって生徒にインプットすることで、生徒が自信を持って英語のアウトプッ
ト活動に臨めるようにしています。さらに、相手の意見とは異なる視点で自分の意見を発信する
ことも重視しています。生徒は相手の意見に対して反論することがなかなかできません。そこで
生徒には、まずは私の意見をどんどん批判してもらい、徐々に生徒同士で批判し合える雰囲気を
つくるよう、努めています。

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

広島県立三
み

原
はら

高校

山本大輔　やまもと・だいすけ

同校に赴任して５年目。１学年主任。
ICT 推進部部長。英語科。

◎設立　1920（大正９）年　◎形態　全日制／普通科／共学　
◎生徒数　１学年約160人　
◎2023 年度卒業生進路実績　国公立大は、岡山大、広島大、
愛媛大、高知大、県立広島大、広島市立大などに71人が合格。
私立大は、同志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに
延べ273人が合格。短大・専門学校進学15人。就職3人。

学
校
概
要

英
語

主
張・反
論
の
繰
り
返
し
を
通
じ
て
、

即
興
的
に
英
語
で

や
り
取
り
す
る
力
を
養
う
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本
時
の
概
要

本時は、「学校の制服」をテーマにした単元の最後の授業。まず、
山本先生が作成したボキャブラリーシートを使って、前時まで
に学習した重要語句を先生に続けて復唱。その後、生徒はペア
になって 1 人が日本語を言い、もう１人が該当する英語を解答
するという形で、重要語句の確認を続けた。

山本先生の授業で「Quick Rebuttal」と呼ぶ、即興的反論・反
駁をまずはスピーキングで行った。ワークシート上にまとめら
れた「主張」「反論」をする際の英語の決まり文句を見ながら、
自分の意見を言えるように１分間で準備。その後、「主張→反論」
のスピーキングを、ペアで立場を交替しながら行った。

前時の内容のリテリングは原則毎時間行っている。本時も、山
本先生が「前時の内容をワークシート上のキーワードを使って
説明しなさい。また、制服の是非について自分の意見を述べな
さい」と説明すると、生徒はペアになり、60 秒で前時の内容
と自分の意見を１人ずつ述べる活動を２回ずつ行った。

即興的反論・反駁をライティングで実施。制服の是非に対する
自分の意見を４分間でプリントに書いたら、ペアでプリントを
交換し、４分間で相手の意見への反論を書いた。再度プリント
を交換して４分間で反論に対する反駁を書き、その後、本時の
活動の振り返りをタブレットで山本先生に提出した。

本時のキー課題 本時のキー課題

授業リポート

重要語句をペアで確認1

即興的反論・反
はんばく
駁（スピーキング）3

前時の内容のリテリング2

即興的反論・反駁（ライティング）4

［対象］1 年生
［教科・科目］英語・英語コミュニケーションⅠ
［単元］Lesson3 School Uniforms
［単元目標］学校の制服の是非について、英語で自分の意見を伝える。
［授業時数］全 10 時間のうちの 10 時間目

5分間

15分間

10分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D

20分間
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授
業
で
行
う「Q

uick Rebuttal

」は
、

相
手
の
主
張
に
対
し
て
即
興
で
反
論
・
反

駁
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
ず
は
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
で
行
い
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
も
行
い
ま
す
。
即
興
で

の
反
論
・
反
駁
で
す
か
ら
、
デ
ィ
ベ
ー
ト

の
よ
う
に
事
前
の
準
備
の
時
間
も
か
か
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ジ
ャ
ッ
ジ
役
も
不
要

　
総
括
的
評
価
は
、
主
に
動
画
で
提
出
さ

せ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
や
定
期
考
査

で
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
考
査
で
は
、
授

業
で
行
っ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
に
関
連

し
た
内
容
、
例
え
ば
本
時
の
単
元
で
あ
れ

ば
、「
三
原
高
校
は
制
服
を
廃
止

す
べ
き
か
、
あ
な
た
の
意
見
を
書

き
な
さ
い
」
と
い
っ
た
問
題
を
出

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
１・
２

年
次
は
、
英
語
を
使
う
こ
と
に
自

信
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
定
期
考
査

も
、
授
業
で
取
り
組
ん
だ
成
果
が

き
ち
ん
と
結
果
と
な
っ
て
反
映
さ

れ
る
問
題
を
出
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
授
業
の
最
後
に
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
振
り
返
り
を

行
い
、
そ
の
日
の
授
業
で
学
ん
だ

こ
と
や
私
に
対
す
る
質
問
、
意
見

な
ど
を
書
か
せ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
そ
の
振
り
返
り
は
総
括
的

で
、
全
員
が
イ
ン
プ
ッ
ト
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
繰
り
返
し
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
徒
が
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
た
め

に
は
、
主
張
や
反
論
の
際
に
使
え
る
表
現

を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
上
に
ま
と
め
た
主
張
・
反

論
の
決
ま
り
文
句
を
覚
え
て
か
ら
活
動
を

行
う
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
は
準
備
に
時
間
を
か

け
ず
、
活
動
の
回
数
を
増
や
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
振
り
返
り
を
通
し

て
、
話
し
た
り
書
い
た
り
し
た
際
の
語
数

が
増
え
た
こ
と
や
、
表
現
が
豊
か
に
な
っ

た
こ
と
を
自
覚
さ
せ
、
自
信
を
持
た
せ
て

い
ま
す
。

　
本
単
元
で
メ
イ
ン
の
活
動

に
位
置
づ
け
た
の
は
「Q

uick 
Rebuttal

」
で
し
た
。
単
元
を
通

じ
て
学
び
、
本
時
の
前
半
で
も
確

認
し
た
語
句
は
、
主
張
・
反
論
の

際
に
も
使
え
る
表
現
と
し
て
生

徒
は
習
得
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は

「Q
uick Rebuttal

」
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
通
じ
て
、「
意
見
と
理

由
を
２
文
以
上
で
伝
え
る
」な
ど
、

私
が
求
め
る
基
準
に
到
達
す
る
こ

と
を
意
識
し
て
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

評
価
の
材
料
で
は
な
く
、
私
に
と
っ
て
は

授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
で
あ
り
、
生
徒
に

と
っ
て
は
次
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
明

確
に
す
る
学
習
改
善
の
材
料
と
し
て
い
ま

す
。
授
業
の
多
く
の
時
間
を
生
徒
同
士
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
に
充
て
る
こ
と
で
、

私
が
生
徒
と
や
り
取
り
す
る
機
会
は
減
る

分
、
振
り
返
り
を
通
し
た
生
徒
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
重
要
な
こ

と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

生徒とのコミュニケーションも兼ねた授業の振り返りの項目図 2

主張・反論のための表現図1

※学校資料をそのまま掲載。

◎主張に使える表現

◎反論・反駁に使える表現

※学校資料を基に編集部で作成。

• 今日の授業の全体的な理解度（よく理解できた・まあ
理解できた・あまり理解できなかった・少し難しかった　
の４つから選択）

• 今日の授業で印象に残ったこと（学習内容や教材の内
容など）

• 今日の授業内での英語を使ったアウトプット活動の振り
返り（ペアトーク、リテリング、Quick Rebuttal など）

• 最後にひと言どうぞ！（独り言や山本への質問など、何
でも OK！）

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

決
ま
り
文
句
を
覚
え
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を

頻
繁
に
行
う
こ
と
を
重
視

学
習
評
価
の
工
夫

授
業
中
の
活
動
を

定
期
考
査
の
出
題
内
容
に
つ
な
げ
、

生
徒
に
自
信
を
持
た
せ
る
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　「Q
uick Rebuttal

」
を
繰
り
返
す
う

ち
に
、
生
徒
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
恐

れ
な
く
な
り
、
主
張
と
反
論
が
か
み
合
っ

た
や
り
取
り
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
同
様
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
卒
業
生

は
、
ベ
ネ
ッ
セ
が
提
供
す
る
ス
コ
ア
型
英

語
４
技
能
検
定
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
１
年
次

か
ら
の
1
年
間
の
ス
コ
ア
の
伸
び
が
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
２
年
次
に
は
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
と
も
に
大

半
の
生
徒
が
、
意
見
や
理
由
を
「
十
分
に

伝
え
ら
れ
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
生
徒
に
「
主
張
→
反
論
」

の
た
め
の
必
要
最
低
限
の
決
ま
り
文
句
を

伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
よ
り
多
様

な
表
現
方
法
を
教
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
言
い
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
言
え
な
か
っ

た
表
現
」
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
、
次
の
授

業
で
紹
介
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

■英作⽂の添削で使⽤した生成ＡＩへのプロンプト ■生成ＡＩによる生徒へのフィードバック

■生徒の声

# ROLE
You are an English instructor dedicated to CEFR's B2-level learners.
Your English is always within the B2 level.
You are also an experienced coach who understands the difficulties 
foreign language learners face and encourages them to continue 
learning.
# GOAL
Your goal is to help students become better writers of English. 
# TASKS
Execute the following tasks step by step.
Step 1: Read the student's text delimited by three dashes thoroughly 
and restate the passage as they are, marking the parts that include 
errors in bold so that the student can easily recognize them.
Step 2: Carry out the correction for word usage, spelling, grammar, 
and punctuation only.
Step 3: Create a table to show the corrections and reasons why 
they need to be corrected. The first column needs to be the prior 
version in English, the second column is to show the revised version 
in English, and the third column is to explain in Japanese why you 
correct them in terms of grammar and word usage.
Step 4: Write a short feedback message just in Japanese for the 
student to be a better writer of academic English by showing his or 
her strengths. In addition, make a question about the student's text 
in terms of its contents. In the feedback message, focus on what the 
student achieved and show the next necessary small step that is 
achievable for the student.

- - - - - 
I went to the library to do my homework and I met my seniors. They 
study very hard so I thought I should study like them.
- - - - - 

Step 1: Restated Text (with errors marked in bold)
I went to the library to do my homework and I met my 
seniors. They study very hard so I thought I should study 
like them.

Step 2: Corrected Text
I went to the library to do my homework and I met my 
seniors. They studied very hard, so I thought I should 
study like them.

Step 3: Table of Corrections
Prior Version Revised Version

They study very hard They studied very hard

so I thought I should study 
like them

, so I thought I should study 
like them

Step 4: Feedback in Japanese
とてもよく書けています！　ストーリーも分かりやすく、自分の気持ち
がよく表現されていますね。特に、「先輩たちに影響を受けて自分も頑
張ろうと思った」という流れがとても自然です。次のステップは、時制
に注意して書くことです。進行中の動作には過去進行形を使うことで、
より正確に状況を伝えられます。先輩たちはどんな科目を勉強していま
したか？　それも書き加えると、もっと具体的な文章になりますよ！

※⼤修館書店『英語教育』2024 年 6 ⽉増刊号 第１部「⽣成 AI を活⽤した自由英作文の自動添削と⾒えてきた課題」（⾼⽊俊輔氏）を参考に山本先⽣が作成。

A

B

A 生成ＡＩに対する山本先生の指示部分
B 生徒の英作文

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

生
徒
が
実
際
に

必
要
性
を
感
じ
た
表
現
も
、

身
に
つ
け
さ
せ
た
い

＊　コンピューターの操作時に入力や処理を促すメッセージや記号のことで、⽣成 A I の利⽤においてはユーザーが入力する指示や質問のことを指す。

生成 AIを活⽤した英作⽂の添削

　山本先⽣は、⽣成AIに英作文を添削させるための指示文を作成し、⽣徒に⽣成AIによる添削を経験させている。

「⽣徒が使える英語のレベルを適切に設定し、『学習者を励ますように』といったプロンプト（＊）を加えることで、

⽣成AIは⽣徒にとって信頼できる添削者、そしてコミュニケーションの相手になると考えています」（山本先⽣）

文法のミスに気づくことができたし、生成AIの
使い方も分かった。

生成AIは使い方によっては学習時間の短縮にも
つながり、便利な機能だと思った。

生成AIは本当にすごいと思う。これから時間が
あれば少しずつ使ってみたい。

管
理
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絹
田
　
本
校
で
は
、「
好
き
を
極

め
ろ
！
」を
合
言
葉
に
、
生
徒

が
自
分
の
興
味
・
関
心
を
基
に

課
題
を
設
定
し
て
探
究
学
習
に
取
り
組
み
ま

す
。
生
徒
は
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も「
失
敗
し
た

ら
ネ
タ
に
な
る
」と
、
前
向
き
に
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。そ
の
マ
イ
ン

ド
と
行
動
力
は
、「
セ
ト
☆
フ
ェ
ス
」な
ど
を

通
じ
て
先
輩
か
ら
後
輩
に
受
け
継
が
れ
、文

化
と
し
て
根
づ
い
て
い
る
の
が
本
校
の
強
み

で
す
。た
だ
、
生
徒
の
課
題
は
食
品
ロ
ス
や
犬

猫
の
殺
処
分
、
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
、
大
半
が
教
師
の
専
門
外
で
す
。

課
題
が
浅
い
場
合
も
少
な
く
な
く
、
探
究
学

習
を
深
め
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
し
た
。

久
米
　
発
表
で
は
提
案
の
根
拠

と
な
る
デ
ー
タ
の
提
示
を
重
視

し
て
い
ま
す
が
、
教
師
だ
け
で

は
十
分
な
支
援
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
た
な
支
援
策
を
模
索
す
る
中
、
そ
の
候
補

に
挙
が
っ
た
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
す
。

２
０
２
４
年
４
月
の
「
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

（
＊
２
）
の
指
定
を
機
に
、
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
室

を
設
置
し
、
本
県
出
身
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
研
究

者
の
笹
埜
さ
ん
と
連
携
し
て
、
探
究
学
習
に

お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
着
手
し
ま
し
た
。

つながり、伴走する教師たち

生徒と生成ＡＩが共創し、
生徒が自走する探究学習に

岡山県立瀬戸高校

テーマ 探究× 生成ＡＩ

笹
ささ

埜
の

健
けん

斗
と

社会情報学者。
同研究所上席所員。

絹
きぬ

田
た

昌
まさ

代
よ

同校に赴任して８年目。
キャリアデザイン室長。

久
く め

米託
たく

矢
や

同校に赴任して２年目。
教育ＤＸ推進室長。

探
究
学
習
を
深
め
る
新
た
な
一
手

と
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

つ
な
が
り
の
目
的

生成ＡＩの活用場面を適切に組み込む
岡山県立瀬戸高校

生成ＡＩの活用法を提案
慶應義塾大学SFC 研究所×

〈瀬戸高校の探究学習〉　2016年度に、地域と連携したフィールドワークを軸とする探究学習を開始。17年度には、育成を目指
す資質・能力を「瀬戸高　６つの力」（＊１）と定義し、探究学習でもその育成に力を入れている。現在、１・２年次は好きなこと、
地域課題、SDGsなど、自分の興味・関心と結びつけた探究学習、２年次３学期はそれまでの探究学習と進路を結ぶ学び、３年次
は進路につながる探究学習を展開。年２回の校内発表会「セト☆フェス」や全国のコンテストなどで、生徒は探究学習の成果を発
信している。

＊１　６つの力は、「受け取る力、伝える力、つながる力、考える力、見つける力、より良くなろうとする力」を指す。
＊２　高校段階におけるデジタル等成長分野を支える人材育成の抜本的強化が必要として、文部科学省が 2024 年度に始めた事業で、正式名称は「高等学校ＤＸ加
速化推進事業」。初年度は、全国の公立・私立の高校、中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部の 1,010 校が指定された。予算は、１校あたり 1,000 万円。
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笹
埜
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
人
間
が

「
使
う
」も
の
で
も
、「
任
せ
る
」

も
の
で
も
な
く
、「
共
創
」
す

る
友
だ
ち
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
人
間
と
生
成
Ａ
Ｉ
が
協
力
し
、影
響
し

合
い
な
が
ら
、
新
し
い
価
値
や
知
識
を
創
造

し
て
い
く
の
で
す
。

　
探
究
学
習
に
お
い
て
も
生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ

と
共
創
で
き
る
よ
う
、「
瀬
戸
高
　
６
つ
の
力
」

を
探
究
学
習
に
落
と
し
込
ん
だ「
Ｆふ

ら

つ

く

Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｃ

サ
イ
ク
ル
」（
コ
ラ
ム
参
照
）を
踏
ま
え
て
、

探
究
学
習
の
各
工
程
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
た
め
の
プ
ロ
ン
プ
ト
（
＊
３
）
を
開
発
し

ま
し
た
。
例
え
ば
「
Ｆ
型
（
課
題
の
設
定
：

Find

の
頭
文
字
）プ
ロ
ン
プ
ト
」で
は
、「
食

品
ロ
ス
」と
入
力
す
る
と
、生
成
Ａ
Ｉ
は
経

済
や
環
境
、文
化
な
ど
、様
々
な
視
点
の
課

題
を
提
示
し
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
が
関
心

の
あ
る
課
題
や
課
題
に
取
り
組
む
人
・
目
的

な
ど
を
入
力
す
る
と
、生
成
Ａ
Ｉ
は
さ
ら
に

具
体
化
し
た
課
題
を
提
示
し
ま
す
。そ
の
よ

う
に
し
て
生
徒
は
生
成
Ａ
Ｉ
と
対
話
を
し
な

が
ら
考
え
を
深
め
て
い
き
、自
分
な
ら
で
は

の
課
題
の
設
定
が
で
き
る
の
で
す
。

　
今
年
７
月
に
行
っ
た
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
（
＊

で
は
探
究
学
習
の
工
程
を
後
戻
り
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
笹
埜
さ
ん
に
そ
の

状
況
を
説
明
す
る
と
、
現
状
に
合
っ
た
学
び

に
な
る
活
動
に
修
正
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、生
徒
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
有
用
性
を
実

感
し
、す
ぐ
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

笹
埜
　
現
在
、
国
の
Ｄ
Ｘ
リ
テ

ラ
シ
ー
標
準
を
基
に
、
Ｆ
Ｒ

Ａ
Ｔ
Ｃ
サ
イ
ク
ル
の
Ｆ
・
Ｒ
・

Ｔ
・
Ｃ
の
評
価
方
法
を
開
発
中
で
、
今
後
は

Ａ
の
評
価
方
法
も
開
発
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
同
校
の
探
究
学
習
の
肝
と
な
る
Ａ
を

評
価
す
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
へ
の

教
師
の
声
か
け
や
支
援
が
よ
り
適
切
な
も
の

に
な
る
で
し
ょ
う
。

絹
田
　
生
徒
は
学
期
末
な
ど
に

「
瀬
戸
高
　
６
つ
の
力
」
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
で
自
己
評
価
を
し
て

い
ま
す
。
探
究
学
習
の
過
程
で
生
徒
の
行
動

を
評
価
す
る
場
面
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
の
メ

タ
認
知
が
促
さ
れ
、
活
動
が
よ
り
充
実
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
、生
徒
は
、「
生
成
Ａ
Ｉ
さ
ん
、ま
た
間

違
え
て
い
る
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
論
文

や
デ
ー
タ
を
探
し
た
り
、「
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ
ａ
」（
＊

６
）
で
資
料
を
見
や
す
く
作
成
し
た
り
す
る

中
で
、
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、

探
究
学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
生

成
Ａ
Ｉ
と
の
共
創
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

４
）
は
、「
Ｒ
型
（
情
報
の
収
集
：Receive

の
頭
文
字
）
プ
ロ
ン
プ
ト
」
でe-Stat

（
＊

５
）な
ど
か
ら
デ
ー
タ
を
見
つ
け
、「
Ｔ
型（
整

理
・
分
析
：Think

の
頭
文
字
）プ
ロ
ン
プ
ト
」

で
分
析
す
る
活
動
を
し
ま
し
た
。
探
究
学
習

が
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
チ
ー
ム
が
、「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
必
要
な
デ
ー
タ
を
集
め
ら

れ
ず
に
い
た
が
、
こ
れ
な
ら
デ
ー
タ
を
見
つ

け
ら
れ
そ
う
」
と
、
熱
心
に
生
成
Ａ
Ｉ
と
対

話
し
て
い
た
姿
に
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

久
米
　
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
で
は
当

初
、Ｆ
型
プ
ロ
ン
プ
ト
を
学
ぶ

予
定
で
し
た
が
、多
く
の
チ
ー

ム
が
課
題
を
設
定
済
み
だ
っ
た
た
め
、そ
れ

つ な が り

共
創
の
た
め
の
プ
ロ
ン
プ
ト
を
伝
授
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
友
だ
ち
に
！

探
究
学
習
に
こ
う
か
か
わ
っ
た

評
価
方
法
を
進
化
さ
せ
、

よ
り
充
実
し
た
支
援
・
活
動
に

今
後
の
探
究
学
習
を
展
望
す
る

設
立
　
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
新
潟
大
、
大
阪
大
、
島
根
大
、
岡
山
大
、

香
川
大
、
愛
媛
大
、
岡
山
県
立
大
な
ど
に
29
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
津
田
塾
大
、
京
都
産
業
大
、
同
志
社
大
、
立

命
館
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、
岡
山
理
科

大
、
就
実
大
な
ど
に
延
べ
１
３
７
人
が
合
格
。

学
校
概
要

次を見通せる「F
ふ ら つ く

RATCサイクル」
笹埜さんは、「瀬戸高　６つの力」や岡山県が推進する
「夢育」、文部科学省が示した「探究のサイクル」など
を踏まえて「FRATCサイクル」を開発した。同校と笹
埜さんは、そのサイクルを、探究学習や生成ＡＩの活
動の土台としており、進捗や生徒の状況を確認しなが
ら活動の目線合わせをしている。当初は「Ａ」がなく、
「FRTC」だったが、笹埜さんは、何度断られても諦め
ずに協力先を探し出した生徒などを目のあたりにし、
「Act（行動）」こそが探究学習の肝だと確信。Ａを中
央に据えた「FRATC」に改善した。「これからも生徒
から学び、よりよい活動としたい」と、笹埜さんは語る。

FRATCサイクル理論

※学校資料を基に編集部で作成。

＊３　コンピューターの操作時に入力や処理を促すメッセージや記号のことで、生成ＡＩの利用においてはユーザーが入力する指示や質問のことを指す。　
＊４　アイデアとマラソンをかけ合わせた造語で、グループで議論をしながら、アイデアをよりよくしていく方法。　＊５　政府統計の総合窓口。
＊６　オンライングラフィックデザインソフトウェア。生成ＡＩを活用したツールが搭載されており、オリジナル画像の作成や作業の効率化などができる。

伝える力／つながる力まとめ・
表現

整理・分析

情報の収集

課題の設定

CommunicateCommunicate

ThinkThink

FindFind

考える力

受け取る力

見つける力

ACT with AMBITIOUSACT with AMBITIOUS

ReceiveReceive

より良くなろうとする力

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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田
村
　
貴
校
で
は
今
年
度
、
観
点
別
学

習
状
況
の
評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）

の
結
果
を
評
定
に
総
括
す
る
方
法
を
変

更
し
た
そ
う
で
す
ね
。

中
上
　
本
校
は
２
０
２
２
年
度
に
、
各

観
点
の
評
価
結
果
で
あ
る
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
の

組
み
合
わ
せ
か
ら
評
定
に
総
括
す
る
方

法
を
採
用
し
、
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
の
全
27
通
り

の
組
み
合
わ
せ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

す
る
５
段
階
の
評
定
を
示
し
た
表
を
作

成
し
ま
し
た
（
＊
）。
そ
し
て
22
年
度
末

に
当
年
度
の
学
習
評
価
を
振
り
返
っ
た

と
こ
ろ
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
は
、
知
識・技
能
を
獲
得
し
た
り
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
身
に

つ
け
た
り
す
る
こ
と
に
向
け
た
取
り
組

み
の
中
で
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、

そ
も
そ
も
「
Ｃ
Ｃ
Ａ
」
と
い
っ
た
起
こ

り
に
く
い
組
み
合
わ
せ
は
、
評
定
に
総

括
す
る
表
に
は
掲
載
し
な
く
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
上
が
り

ま
し
た
。

戸
田
　
そ
こ
で
、
教
務
課
で
他
校
の
様
々

な
実
践
を
研
究
し
、
職
員
会
議
等
で
議

論
し
た
結
果
、
起
こ
り
に
く
い
と
考
え

ら
れ
る
も
の
を
除
い
た
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
の
組

み
合
わ
せ
は
13
通
り
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
応
す
る
５
段
階
の
評
定
を
示
す

こ
と
に
し
ま
し
た
（
Ｐ
． 37
図
上
部
）。

田
村
　
先
生
方
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

納
得
す
る
方
法
を
つ
く
り
上
げ
た
の
は

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
今
年
度
、
新
た

な
方
法
を
運
用
す
る
中
で
、
Ａ
、Ｂ
、Ｃ

＊　同校の学習評価に関する取り組みは、本誌 2022 年度２月号の特集で紹介しています。ウェブサイト『VIEW 
next ONLINE』の「高校版バックナンバー」(https://view-next.benesse.jp/view/bkn-hs/article14278/)、ま
たは右の２次元コードからアクセスしてください。

の
組
み
合
わ
せ
が
13
通
り
以
外
に
な
っ

た
場
合
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

梶
山
　
そ
の
場
合
は
、「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
が
適
切
な
の

か
を
科
目
担
当
者
間
で
再
確
認
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
評
価
結
果
を
見
直
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、生
徒
の
資
質・

能
力
を
育
成
す
る
授
業
に
な
っ
て
い
る

か
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
適
切
に
見

取
れ
て
い
る
か
な
ど
、
指
導
と
評
価
を

見
直
す
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
観
点
別
評
価
を
実
施
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
資
質
・
能
力
の
育
成
を

設
立
　 

１
９
6
３
（
昭
和
38
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大

は
、東
北
大
、筑
波
大
、
横
浜
国
立
大
、
静
岡
大
、

名
古
屋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
１
５
６
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社

大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
６
１
０
人
が
合
格
。

左から／中
なかうえ

上明
あきひと

仁（教務主任、理科［化学］）、
梶
かじやま

山奈
な つ こ

津子（地理歴史・公民科［地理］、教
務課）、 戸

と だ
田圭

けいすけ
亮（国語科、教務課）

解説者

静
岡
県
立
静
岡
東
高
校

評
定
へ
の
総
括
の
過
程
で
、授
業
や
評
価

方
法
の
改
善
点
に
気
づ
く
仕
組
み
を
構
築

前
年
度
の
学
習
評
価
を
振
り
返
り
、

全
校
で
議
論
し
て
改
善

文
部
科
学
省

　初
等
中
等
教
育
局

　

主
任
視
学
官

田
村
学
　た
む
ら
・
ま
な
ぶ

専
門
は
教
科
教
育
学
、
教
育
方
法
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
論
。
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課

教
科
調
査
官
、
同
省
同
局
視
学
官
、
國
學
院
大
學
教

授
な
ど
を
経
て
、現
職
。
著
書
に
、『
学
習
評
価
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
多
数
。

静岡県立静岡東高校プロフィール

学学習習評評価価学習評価
実践校の取り組みを基に、

学習評価をより充実させるポイントを
田村先生がアドバイス
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よ
り
意
識
し
て
生
徒
同
士
の
対
話
や
レ

ポ
ー
ト
、
振
り
返
り
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
授
業
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。

中
上
　
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
の
組
み
合
わ
せ
を
13

通
り
の
み
示
す
こ
と
に
し
た
の
は
、
そ

れ
以
外
の
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
た
時
に
、

教
師
が
評
価
結
果
を
見
直
す
中
で
、
自

分
の
授
業
や
評
価
方
法
に
お
い
て
改
善

す
べ
き
点
に
気
づ
き
、
実
際
に
改
善
す

る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
図
が
あ
り
ま
し
た
（
図
下
部
）。

田
村
　
そ
の
意
図
が
先
生
方
に
伝
わ
り
、

授
業
や
評
価
方
法
の
改
善
に
つ
な
が
っ

て
い
る
点
は
と
て
も
よ
い
で
す
ね
。
次

の
段
階
と
し
て
は
、「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
方
法
を
本
格

的
に
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

戸
田
　「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
は
、
定

期
考
査
や
課
題
な
ど
に
お
け
る
記
述
内

容
か
ら
評
価
し
て
い
ま
す
が
、「
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
方

法
は
ま
だ
模
索
中
で
す
。

田
村
　
科
目
や
単
元
、
学
習
活
動
に
お

い
て
、
生
徒
が
主
体
性
を
発
揮
す
る
姿

を
具
体
的
に
言
語
化
し
た
評
価
規
準
を

作
成
し
、
そ
れ
を
基
に
評
価
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
、
そ
う
し
た
方
法
に
対
し
て
、

「
評
価
に
教
師
の
主
観
が
入
り
、
客
観
性

に
欠
け
る
。
結
果
が
数
値
化
さ
れ
る
定
期

考
査
の
よ
う
な
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
中

心
に
評
価
す
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
意
見

を
よ
く
聞
き
ま
す
。
果
た
し
て
数
値
化

さ
れ
れ
ば
客
観
的
と
言
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
も
作
問
者

の
主
観
が
入
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
客

観
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

中
上
　
実
は
評
定
へ
の
総
括
を
見
直
す

た
め
、
自
分
の
担
当
科
目
の
評
価
プ
ロ

セ
ス
を
振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
、
当
初
立
て

た
目
標
が
生
徒
の
実
態
と
合
っ
て
い
る

か
を
常
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
授
業
改
善
に
向
け
て
、
各
教 

科
・
科
目
で
指
導
す
べ
き
内
容
の
ま
と

ま
り
ご
と
の
評
価
規
準
を
見
直
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
単
元
の
指
導
計
画
の
改

善
に
つ
い
て
話
し
合
う
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

田
村
　
重
要
な
の
は
、
複
数
の
主
観
を

照
ら
し
合
わ
せ
て
評
価
の
客
観
性
や
信

頼
性
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
教
師
間
で
話
し
合
っ
て
評
価
規
準

を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。

中
上
　
本
校
の
教
師
は
、
毎
年
評
価
結

果
を
振
り
返
り
、
評
価
方
法
を
改
善
し 

て
い
く
こ
と
を
共
通
認
識
と
し
て
い
ま

す
。
本
日
の
対
話
を
踏
ま
え
て
早
速
、
校

内
で
評
価
規
準
の
作
成
に
つ
い
て
議
論

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■評定への総括の方法
観点別学習状況の評
価の各観点の評価結
果を、Ａ、Ｂ、Ｃの組
み合わせに基づいて
評定に総括する。Ａ、
Ｂ、Ｃの組み合わせ
と評定の対応表には
13通りを掲載。

■13通りの組み合わせのみを掲載した考え方
「主体的に学習に取り組む態度」は、知識・技能を獲得し
たり、思考力・判断力・表現力等を身につけたりするこ
とに向けた取り組みの中で評価されるものである。そこ
で、そもそも「ＣＣＡ」といった起こりにくい組み合わ
せを評定に総括する表から除いたところ、13通りとなっ
た。

■評価結果を踏まえた改善の方向性
•Ａ、Ｂ、Ｃの組み合わせが13通り以外になった場合は、
その評価が適切なのかを科目担当者間で再確認する。

•例えば、「ＡＡＣ」「ＣＣＡ」となった場合、「主体的に学
習に取り組む態度」の評価が、授業中の挙手の回数や毎
時間ノートを取っているかなど、生徒の性格や行動面の
傾向が一時的に表出された場面を捉えた評価になってい
ないかを確認する必要がある。

※学校資料を基に編集部で作成。

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

の
評
価
方
法
を
本
格
的
に
見
直
す

2024年度以降の観点別学習状況の評価について図

知識・
技能

思考・判断
・表現

主体的に学習に
取り組む態度 評定

Ａ Ａ Ａ ５
Ａ Ｂ Ａ ５
Ｂ Ａ Ａ ５
Ａ Ｂ Ｂ ４
Ｂ Ａ Ｂ ４
Ｂ Ｂ Ｂ ３
Ａ Ｃ Ｂ ３
Ｂ Ｃ Ｂ ３
Ｃ Ｂ Ｂ ３
Ｂ Ｃ Ｃ ２
Ｃ Ｂ Ｃ ２
Ｃ Ｃ Ｂ ２
Ｃ Ｃ Ｃ １
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理
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10
年
前
、少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、

国
際
標
準
の
教
育
を
目
指
し
た
改
革
に

着
手
し
た
山
梨
県
・
私
立
山
梨
学
院
高

校
。
２
０
１
７
年
に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

（
以
下
、
Ｉ
Ｂ
。
＊
１
）
の
認
定
校
と
な

り
、
Ｉ
Ｂ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
探

究
学
習
の
充
実
を
図
っ
た
。加
え
て
、

改
革
の
５
つ
の
重
点
分
野
に
つ
い
て

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
。
教
師
間
で
改

革
の
手
法
を
議
論
し
て
い
っ
た
結
果
、

希
望
進
路
別
の
き
め
細
か
な
指
導
や
、

部
活
動
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が
実
現
し

た
。
国
際
化
も
進
展
し
、
生
徒
が
外
国

人
留
学
生
と
日
常
的
に
交
流
で
き
る
環

境
が
整
っ
た
。

＃
学
校
改
革
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

＃
多
様
な
希
望
進
路
実
現
の
支
援

＊１　スイスのジュネーブで設立された非営利団体で、３歳から19歳までの国際的な教育プログラムを開発・提供している。

「国際標準の教育」の実現のために
ロードマップを描き、改革を推進

山梨県・私立山梨学院高校

設
立
　
１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年

形
態
　
全
日
制
・
通
信
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
３
９
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
筑
波
大
、
東
京
工
業

大
、
東
京
大
、
東
京
農
工
大
、
新
潟
大
、
山
梨
大
、

信
州
大
、
大
阪
大
、
横
浜
市
立
大
、
奈
良
県
立
医

科
大
な
ど
に
33
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
、
山

梨
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
８
１
人
が
合
格
。

No.293

学校の魅力化
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共
通
の
目
標
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
」（
吉

田
校
長
）

　
国
際
標
準
の
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
英
語
教
育
の
強

化
だ
。
英
語
４
技
能
の
育
成
が
強
み
だ
っ

た
英
語
科
（
22
年
度
、
特
進
コ
ー
ス
ア
ド

バ
ン
ス
ト
系
列
に
再
編
）
の
取
り
組
み
を

全
校
に
広
げ
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル・リ
ー
デ
ィ

ン
グ
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
の
指
導
を
拡
大
し
、
外
国
人
教
師
に

よ
る
授
業
も
行
っ
た
。
加
え
て
、
探
究
的

な
素
養
や
異
文
化
理
解
に
精
通
し
た
国

際
的
な
視
野
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
17
年
に
Ｉ
Ｂ
認
定
校
と
な
り
、
探
究

学
習
な
ど
の
充
実
を
図
っ
た
。

　「
複
数
の
教
師
が
Ｉ
Ｂ
の
研
修
を
受
け
、

探
究
ス
キ
ル
や
論
文
の
指
導
法
な
ど
を

身
に
つ
け
ま
し
た
。
探
究
的
で
深
い
学
び

を
重
視
す
る
Ｉ
Ｂ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し

て
、
本
校
の
教
育
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て

い
き
ま
し
た
」（
吉
田
校
長
）

　
長
年
、
進
学
や
部
活
動
で
実
績
を
上
げ

て
き
た
山
梨
県
・
私
立
山
梨
学
院
高
校
は
、

２
０
１
４
年
度
、
加
速
度
的
に
進
む
少
子

化
を
見
据
え
て
、
学
校
の
魅
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
改
革
に
着
手
し
た
。
吉
田
正た

だ
し

校
長
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
当
時
、
本
校
は
進
学
実
績
や
部
活
動

が
好
調
で
し
た
。
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
少
子
化
へ
の
対
応
と
し
て
学
校
の

さ
ら
な
る
魅
力
化
が
必
須
だ
と
考
え
ま
し

た
」

　
加
え
て
、
普
通
科
特
進
コ
ー
ス
・
進
学

コ
ー
ス
、
英
語
科
、
併
設
中
学
校
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
教
育
目
標
を
立
て
て
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
た
た
め
、
学
校
と
し
て
の
一

体
感
が
持
ち
に
く
い
状
況
に
あ
り
、
そ
れ

を
変
え
た
い
と
い
っ
た
思
い
も
あ
っ
た
。

　「
受
験
生
か
ら
選
ば
れ
る
学
校
に
な
る

た
め
に
、
自
校
の
魅
力
と
し
て
何
を
打
ち

出
す
べ
き
か
を
模
索
し
た
結
果
、『
国
際

標
準
の
教
育
で
、〝
夢
〟
の
実
現
を
応
援

す
る
〝
教
育
力
の
山
梨
学
院
〟』
と
い
う

　
そ
う
し
た
新
た
な
教
育
活
動
を
推
進

し
て
い
っ
た
同
校
は
17
年
度
、
改
革
の
中

期
的
な
道
筋
を
つ
け
る
た
め
、
具
体
的
な

目
標
と
そ
の
達
成
年
度
を
定
め
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
特
進
コ
ー
ス
長
の

宮
崎
健た

け
し

副
校
長
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
例
え
ば
特
進
コ
ー
ス
（
22
年
度
、
特

進
コ
ー
ス
プ
レ
ミ
ア
ム
系
列
に
改
称
）
で

は
、『
19
年
以
降
は
複
数
の
生
徒
が
東
京

大
学
に
合
格
』
と
目
標
を
設
定
し
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
何
を
す
べ
き
か
を
コ
ー
ス

担
当
の
教
師
間
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
目

標
を
具
体
的
に
示
し
、
達
成
に
向
け
た
手

立
て
を
教
師
自
身
が
考
え
る
こ
と
で
、
教

師
一
人
ひ
と
り
が
学
校
経
営
に
か
か
わ
っ

て
い
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、

改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
20
年
１
月
に
更
新

し
、「
進
学
実
績
の
向
上
」「
英
語
教
育
の
充

実
」「
国
際
化
に
向
け
た
体
制
の
構
築
」「
教

育
環
境
の
整
備
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
振
興
」に
つ
い
て
、５
か
年
計
画
を
立
て

た（
Ｐ
．40
図
１
）。
そ
し
て
22
年
４
月
に
は
、

各
科
を
現
在
の
２
コ
ー
ス
に
再
編
（
Ｐ
．40

図
２
）。
各
コ
ー
ス・系
列
は
、ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
基
づ
い
て
改
革
を
進
め
て
い
る
。

少
子
化
へ
の
対
応
と
し
て

学
校
の
魅
力
化
を
図
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

当
事
者
意
識
を
醸
成 1

副
校
長
、
特
進
コ
ー
ス
長

宮
崎
　健 

み
や
ざ
き
・
た
け
し

同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
地
理

歴
史
科
。

国
際
交
流
担
当

當
眞
デ
ニ
ー
ス 

と
う
ま
・
デ
ニ
ー
ス

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
英
語

科
。

特
進
コ
ー
ス
ア
ド
バ
ン
ス
ト
系

列
主
任

堀
内

　晃 

ほ
り
う
ち
・
こ
う

同
校
に
赴
任
し
て
20
年
目
。
英
語

科
。
国
際
交
流
担
当
。

校
長吉田

　正 

よ
し
だ
・
た
だ
し

同
校
に
赴
任
し
て
33
年
目
。

副
校
長
、ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
長

相
馬

　弘 

そ
う
ま
・
ひ
ろ
し

同
校
に
赴
任
し
て
42
年
目
。
国
語

科
。

管
理
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図１

　「
進
学
実
績
の
向
上
」
に
向
け
て
は
、

同
じ
目
標
を
持
つ
生
徒
が
集
ま
り
、
切
磋

琢
磨
す
る
集
団
を
つ
く
る
中
で
、
教
師
は

手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
特
進
コ
ー

ス
プ
レ
ミ
ア
ム
系
列
は
、「
難
関
国
公
立

系
」
の
文・理
、「
国
公
立
系
」
の
文・理
と
、

集
団
を
４
つ
に
分
け
、
１
年
次
は
国
語
・

数
学
・
英
語
の
習
熟
度
別
授
業
を
行
い
、

2
年
次
か
ら
は
科
目
選
択
制
に
よ
る
徹
底

し
た
少
人
数
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
　

　
特
進
コ
ー
ス
ア
ド
バ
ン
ス
ト
系
列
は
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
お
い
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学
習
に
取

り
組
み
、
課
外
活
動
で
生
徒
独
自
の
探
究

学
習
も
推
奨
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
生
徒
は
、

子
ど
も
食
堂
で
小
学
生
に
勉
強
を
教
え
る

活
動
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
の
企
画
・
運
営
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。
特
進
コ
ー
ス
ア
ド
バ
ン
ス
ト
系
列
主

任
の
堀
内
晃こ

う

先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
探
究
学
習
で
の
生
徒
の
活
動
は
多
彩

で
あ
る
た
め
、
生
徒
の
力
を
そ
れ
ぞ
れ
伸

ば
す
指
導
が
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
。

生
徒
が
自
分
で
計
画
を
立
て
て
行
動
し
、

結
果
を
振
り
返
る
中
で
、
他
者
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
成
長
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
支
援
し
ま
し
た
」

　
探
究
学
習
の
充
実
と
前
出
の
英
語
教

育
を
柱
と
し
た
学
校
独
自
の
手
法
で
、
生

徒
の
希
望
進
路
の
実
現
を
支
援
し
て
い
る

と
、
宮
崎
副
校
長
は
語
る
。

　「
プ
レ
ミ
ア
ム
系
列
で
東
京
大
学
の
学

校
推
薦
型
選
抜
の
合
格
者
が
初
め
て
出
た

時
は
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
と
自
信
が
持
て
ま
し
た
」

　
進
学
コ
ー
ス
は
、
系
列
大
学
・
短
期
大

学
へ
の
進
学
を
軸
と
し
つ
つ
、
生
徒
の
多

様
な
希
望
進
路
の
実
現
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
他
大
学
へ
の
進
学
に
向
け
た
指
導
も

強
化
。
大
学
入
学
後
の
学
び
を
見
据
え
て
、

「
子
ど
も
学
」
や
「
法
律
学
」
な
ど
の
選

択
科
目
も
充
実
さ
せ
た
。

　
ま
た
、
国
際
化
を
さ
ら
に
推
進
し
よ
う

と
、
長
期
の
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し

た
日
本
語
コ
ー
ス
と
、
生
活
を
支
援
す
る

サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
た
。
外
国

人
留
学
生
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
た

結
果
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
、

様
々
な
国
の
高
校
生
が
留
学
す
る
よ
う
に

な
り
、
在
校
生
も
日
常
的
に
国
際
交
流
が

で
き
る
環
境
と
な
っ
た
（
写
真
）。

＊２　Improving the 4skills in Unison の略で、英語４技能教育のための同校オリジナルの英語メソッド。

中期（５か年）目標 中期（５か年）アクションプラン

項目 目標 説明
ロードマップ

2020 2021 2022 2023 2024

１ 進学実績の
向上

難関10大学、
海外大学への
進学

中高一貫のスケールメリットを生かし、生徒の個々のニーズに沿
った授業を展開していく。中学校では、総合的な学力の形成を図
るとともに、プレミアムジュニアの選抜コース、バックアップコー
スを拡充させる。高校では、学習進度が速い生徒向けの課外サテ
ライン学習を充実させていく。授業方法についても、アクティブ・
ラーニング型授業の導入を促進し、主体的な学習をサポートする。

２ 英語教育の
充実

英語４技能の
強化、
バイリンガル
化

大学入学共通テストでは、民間資格の活用は保留となったが、今
後も４技能重視の英語が求められていく。中・高とも授業構成を
再編していくとともに、オンライン学習を充実させる。モバイル
ＰＣの台数を増やすとともに、Ｉ４Ｕメソッド（＊２）とも連携し
ていく。また、既存科目を検証しつつ、バイリンガル科目を増や
していく。

希
望
進
路
の
実
現
に
応
え
ら
れ
る

き
め
細
か
な
支
援
体
制
に

2

ロードマップ（抜粋）

※学校資料を基に編集部で作成。

図２
2022年度からのコース設定

系列・系名 目指す進学先

特進
コース

プレミアム（Ｐ）系列
難関国公立大学、医歯薬学部系大学、
国公立大学、難関私立大学

アドバンスト（Ａ）系列
難関私立大学、３科目受験型の国公立
大学、国際化に力を入れている大学

進学
コース

総合進学系、健康スポー
ツ系、法学・経営系、
健康栄養系、教育保育系

山梨学院大学、
山梨学院短期大学、
その他

※学校資料を基に編集部で作成。

学習進度に対応した授業の展開

４技能型英語授業の実施

Ｉ４Ｕメソッドの展開

モバイルＰＣの拡充

課外サテライン学習の充実

アクティブ・ラーニング型授業研修

選択科目の充実

Ｉ４Ｕメソッドの継続

写真　日本人生徒に
よる外国人留学生の
ための日本語教室の
様子。アメリカ、ウ
ガンダ、中国出身の
外国人留学生は、か
るたやしりとり、伝
言ゲームなどの遊び
を通じて日本語を楽
しく学んだ。
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　山梨学院高校を担当させていただく中で、コース・
系列ごとに特色のある教育を行いつつ、学校一丸と
なってご指導をされている点に魅力を感じています。
そうした一体感は、すべての先生が各コースのロー
ドマップを深く理解し、本気で課題に向き合ってい
るから生まれているのだと思います。同席させてい
ただいた校内のディスカッションでは、若手からベ
テランまで、先生方が互いを尊重しながらも活発に
意見を交わされていました。また、進路講演会など
では、日本人の生徒が様々な国からの留学生と積極
的に交流する姿を目にしました。そうした光景は、
まさに同校の理念に基づく日頃の教育活動の成果で
あり、本記事にもある同校の魅力の１つである「国
際力」が表れていた場面でした。
　さらなる魅力化を推進される学校、先生、生徒を
引き続きご支援していけるよう、私も
精進してまいります。

　「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
に
向
け
て
は
、
部

活
動
を
通
し
た
人
間
力
と
競
技
力
の
向
上

を
支
援
す
る
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
」主
導
で
、顧
問
の
意
識
改
革
を

図
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
競
技
力
が
高

け
れ
ば
よ
い
と
い
う
風
潮
が
見
ら
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
全
運
動
部
の
顧
問
が
参

加
す
る
会
議
を
月
１
回
実
施
す
る
よ
う
に

し
た
。
同
会
議
で
専
門
家
に
よ
る
部
活
動

運
営
や
栄
養
管
理
な
ど
の
研
修
を
行
い
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ケ
ガ
予

防
、
高
大
連
携
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課

題
、
公
式
戦
の
振
り
返
り
な
ど
を
共
有
。

加
え
て
、
各
部
の
顧
問
か
ら
示
さ
れ
た
目

標
と
指
導
計
画
な
ど
を
職
員
室
内
に
掲
示

し
、
各
部
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー

長
の
相
馬
弘ひ

ろ
し

副
校
長
は
こ
う
語
る
。

　「
体
づ
く
り
や
チ
ー
ム
力
の
強
化
を
ど

う
行
う
か
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
以
外
の
部
員
が

ど
う
す
れ
ば
意
欲
的
に
練
習
で
き
る
か
な

ど
は
、
競
技
が
異
な
っ
て
も
参
考
に
な
る

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
互
い

に
学
べ
る
よ
う
、
各
部
の
状
況
を
共
有
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
っ

て
か
、
23
年
に
野
球
部
が
選
抜
高
等
学
校

野
球
大
会
で
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
」

　
ま
た
、各
部
は
清
掃
や
雪
か
き
な
ど
の

地
域
貢
献
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
地
域
貢
献
活
動
に
対
し
て
、
地
域
の

方
か
ら
お
礼
の
電
話
を
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
競
技
力
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、

部
活
動
を
通
し
て
人
間
力
を
高
め
る
こ
と

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」（
相
馬
副
校
長
）

　
こ
の
10
年
間
の
改
革
は
、
様
々
な
形
で

実
を
結
ん
で
い
る
。
よ
り
高
み
を
目
指
し

て
努
力
す
る
生
徒
が
増
え
、
こ
こ
数
年
、

東
京
大
学
の
合
格
者
が
毎
年
出
て
い
る
。

さ
ら
に
、
生
徒
が
自
ら
応
募
し
て
、
ベ
ト

ナ
ム
で
の
青
少
年
交
流
事
業
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
研
修
に
参
加
す
る
な

ど
、
学
校
外
で
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

国
際
交
流
担
当
の
當と

う

眞ま

デ
ニ
ー
ス
先
生

は
、
国
際
交
流
の
深
化
に
伴
っ
た
生
徒
の

変
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
内
向
的
だ
っ
た
生
徒
が
外
国
人
留
学

生
と
積
極
的
に
英
語
で
話
し
た
り
、
学

校
行
事
の
準
備
で
困
っ
て
い
る
外
国
人
留

学
生
に
英
語
で
助
言
し
た
り
す
る
姿
を
目 

に
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
日
常
的
に
異

文
化
に
触
れ
る
経
験
は
、進
学
や
就
職
を

し
た
後
に
も
生
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
学
校
の
魅
力
が
向
上
し
、
生
徒
数
が
増

加
し
て
い
る
今
、
教
師
の
意
欲
向
上
に
留

意
が
必
要
だ
と
、
吉
田
校
長
は
言
う
。

　「
教
師
は
情
熱
を
持
っ
て
改
革
に
取
り

組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
、

多
忙
感
が
増
し
て
い
ま
す
。
教
師
自
身
が

幸
せ
で
な
け
れ
ば
、
生
徒
に
幸
せ
に
つ
い

て
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
教
師
が
働

き
が
い
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
し
て
い
る

姿
を
生
徒
に
見
せ
れ
ば
、
生
徒
は
学
び
へ

の
意
欲
や
将
来
へ
の
期
待
感
を
高
め
、
そ

れ
が
教
師
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
ま
す
。
教
師
の
働
き
が
い

を
高
め
る
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

教
師
の
働
き
が
い
を
さ
ら
に
高
め
、

情
熱
を
持
っ
て
改
革
を
継
続

指導変革の軌跡 山梨県・私立山梨学院高校

（株）ベネッセコーポレーション首都圏支社　

山梨県・私立山梨学院高校担当 藤井翔太

先生方が互いに尊重し、改革を推進

顧
問
の
意
識
改
革
で
結
果
を

出
し
、生
徒
の
人
間
力
も
高
め
る

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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２
０
２
４
年
７
月
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ

ン
タ
ー
は
、ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
「
学
校
推
薦
型・

総
合
型
選
抜
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
総
合
型
選

抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
現
状
を
デ
ー
タ
も
交

え
て
確
認
し
、
学
校
に
お
け
る
課
題
を
整
理
し

た
上
で
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
合
否
の
鍵
の

１
つ
で
あ
る
小
論
文
、
志
望
理
由
書
に
焦
点
を

あ
て
て
解
説
し
た
（
Ｐ
． 45
で
ア
ー
カ
イ
ブ
動

画
を
紹
介
）。

　
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
が
23
年
に

全
国
の
国
公
立
大
学
、
私
立
大
学
を
対
象
に
し

て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
大
学
が
選
抜

に
お
い
て
受
験
生
に
求
め
る
も
の
は
、
総
合

型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
い
ず
れ
も
「
明

確
な
志
望
理
由
・
志
望
動
機
」
で
、「
基
礎
学

力
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
の
応

用
的
な
学
力
」
を
抑
え
て
最
も
多
い
回
答
だ
っ

た
。
ま
た
、
最
も
重
視
す
る
選
抜
方
法
に
つ
い

て
は
、
面
接
が
１
位
に
挙
げ
ら
れ
、
教
科
試
験

に
続
い
て
小
論
文
が
３
位
と
な
っ
た
。
面
接
に

お
い
て
、
志
望
理
由
書
の
内
容
が
掘
り
下
げ
ら

れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
志
望
理
由
書
や
小
論

文
が
総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
合
否

の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
近
年
の
総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に

お
け
る
小
論
文
・
面
接
の
出
題
テ
ー
マ
と
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
の
国
際
情
勢
、
Ａ
Ｉ
や
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
っ
た
技
術
革
新
に

関
す
る
も
の
が
目
立
つ（
図
１
）。総
合
型
選
抜・

学
校
推
薦
型
選
抜
に
向
け
て
、
そ
う
し
た
社
会

的
事
象
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
だ
け
で
な
く
、

そ
の
事
象
の
背
景
や
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
る
課
題
な
ど
を
、
自
分
と
結
び
つ
け
な
が
ら

理
解
、
考
察
し
、
論
理
的
に
表
現
す
る
こ
と
が

生
徒
に
求
め
ら
れ
る
。

※22年度、23年度、24年度大学入試を受験した生徒への調査「受
験レポート」に基づき分析。

今
後
の
年
内
入
試
に
向
け
た

小
論
文・志
望
理
由
書
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

入
学
者
の
割
合
が
一
般
選
抜
を
上
回
る
ま
で
に
拡
大
し
た
年
内
入
試
と
も
呼
ば
れ
る
総
合
型
選
抜・学
校
推
薦
型
選
抜
。同
選
抜
で
は
、小
論
文
や
志
望
理
由
書（
面
接
を
含
む
）を
通
じ

て
自
分
の
考
え
・
意
見
や
明
確
な
志
望
動
機
が
問
わ
れ
る
。今
号
は
２
０
２
５
年
度
大
学
入
試
以
降
の
同
選
抜
に
向
け
て
、最
新
デ
ー
タ
も
踏
ま
え
た
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

大 学 入 試社
会
的
事
象
と
自
分
を

結
び
つ
け
る

近年の小論文・面接の主な出題テーマと
24年度大学入試での出題内容例

図１

ベネッセ教育情報センター

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

社
会
の
動
き
を
踏
ま
え
て
、志
望
動
機
を
表
現
す
る

22年度
入試

コロナ禍の影響、高度情報社会、
持続可能な社会、ジェンダー、
多様な働き方

23年度
入試

コロナ禍の影響、国際情勢、
高度情報社会、持続可能な社会、
多様な働き方

24 年度
入試

ＡＩ、コロナ禍の影響、
メディア・リテラシー、
持続可能な社会、
多様性・格差・共生
出題内容例
•ＡＩやＩＣＴの利用が社会的に進む中
で、それらを農林水産物の流通や生
産にどう活用できるか。（東北大農
学部）
•コロナ禍から以前の生活に戻りつつ
ある中で、他者と対面で接すること
のプラス面とマイナス面は何か。（東
海大文学部日本文学科）
•ネットで誹謗中傷が行われる原因
と、誹謗中傷をする人の性質につい
て。（立命館大総合心理学部総合心
理学科）
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ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
小
論
文
・
志
望
理

由
書
指
導
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
愛
知
県
・

私
立
杜と

若じ
ゃ
く

高
校
普
通
科
創
造
コ
ー
ス
で
は
、
生

徒
が
新
聞
の
コ
ラ
ム
を
使
っ
て
小
論
文
を
書

き
、
そ
の
内
容
を
ス
ラ
イ
ド
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
正
確
に
相
手
に

伝
え
る
た
め
の
「
型
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
指

導
を
行
っ
て
い
る
（
図
２
）。
具
体
的
に
は
ま

ず
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
を
読
み
な
が
ら
気
に
な
っ

た
と
こ
ろ
に
下
線
を
引
き
、
そ
れ
を
プ
リ
ン
ト

に
書
き
出
す
。
次
に
、
書
き
出
し
た
内
容
に

対
し
て
賛
成
・
反
対
、
共
感
・
違
和
感
な
ど
、

自
分
の
立
場
を
明
確
に
し
、
筆
者
の
主
張
や
自

分
の
立
場
に
対
し
て「
な
ぜ
～
だ
ろ
う
か
」「
い

つ
か
ら
～
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
問
い
を
立
て
、

そ
の
問
い
に
対
す
る
仮
説
や
論
拠
と
な
る
具

体
例
を
挙
げ
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、
他
者
の
意
見
を
う
の
み
に
す

る
の
で
は
な
く
、
賛
成
・
反
対
な
ど
、
自
分

の
意
見
を
明
確
に
し
な
が
ら
、「
な
ぜ
？
」「
誰

が
？
」「
ど
の
よ
う
に
？
」
な
ど
と
問
い
を
重

ね
、
他
者
の
意
見
に
対
し
て
自
分
の
意
見
を
ぶ

つ
け
な
が
ら
、
よ
り
豊
か
な
意
見
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
の
「
型
」
を
身
に
つ
け
る
。

同
校
で
は
、
そ
う
し
た
指
導
が
総
合
型
選
抜
・

学
校
推
薦
型
選
抜
で
の
小
論
文
の
序
論
部
分

を
構
成
す
る
力
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
多
く
の
生
徒
が
、
序

論
・
本
論
・
結
論
等
の
型
に
基
づ
い
て
自
分
の

意
見
を
正
確
に
表
現
し
た
小
論
文
を
作
成
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
立
水み

つ
か
い
ど
う

海
道
第
一
高
校
で
は
、

低
学
年
次
か
ら
小
論
文
の
型
や
基
礎
知
識
を

身
に
つ
け
な
が
ら
、
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る

力
を
養
う
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
１
年
次
は
、
小
論
文
の
構
想
段
階
か
ら
添
削

を
行
い
、
小
論
文
の
型
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

２
年
次
の
１
学
期
に
は
、
自
分
の
意
見
や
基
と

な
る
背
景
知
識
を
小
論
文
の
型
の
中
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
社

会
問
題
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
書
い
た
り
、

グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り

し
て
、
物
事
を
多
面
的
に
捉
え
な
が
ら
自
分
の

意
見
を
ま
と
め
る
練
習
を
積
む
。
そ
の
上
で
、

２
年
次
の
秋
か
ら
は
、
語
彙
力
・
読
解
力
を
高

め
る
よ
う
な
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
や
系
統
別

の
テ
ー
マ
学
習
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

800字程度の新聞のコラムを読みながら、気になったとこ
ろに下線を引き、それをプリントに書き出す。書き出され
たものを比較して、気になったベスト３を選ぶ。

気になったベスト３に対して、自分の立場（気持ちや感情）
を明確にする。

自分の立場や論点に関して、５W１Hを参考に「なぜ〜だ
ろうか」などと問いを立てる。さらに自分とは逆の立場か
らも問いを考えてみる。

※学校資料を基に編集部で作成。

1

23

1

2

3

新
聞
の
コ
ラ
ム
を
活
用
し
、

意
見
を
述
べ
る
型
を
習
得

小
論
文
の
型
を
理
解
し
、

背
景
知
識
を
増
や
し
て
い
く

杜若高校：「自分の考えを正確に相手に伝える型」
を身につけさせる小論文指導

図２

学校現場の課題感

小論文指導における現場の課題感は、ベースとなる構成・
型の習得から中身の研磨まであり、育成すべき力は多岐に
わたる。

※ベネッセ教育情報センター「2024 年度学校推薦型・総合型選抜
セミナー事前アンケート最終集計結果」より。複数回答を集計。

生
徒
の
意
見
・
理

由
を
磨
い
て
光
ら

せ
る
指
導
が
不
足

小
論
文
を
書
く
た

め
の
語
彙
力
・
表

現
力
が
不
足

小
論
文
を
書
く
た

め
の
基
礎
知
識
が

不
足

小
論
文
の
構
成
・

型
が
身
に
つ
け
ら

れ
な
い

資
料
に
対
す
る
読

解
力
が
不
足

60

40

20

0

（％） 51.4
41.1

62.7 60.3
49.0

小論文指導
のポイント

短期間での育成が難しい小論文指導。どのような流
れで行うとよいのだろうか。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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神
奈
川
県
・
川
崎
市
立
橘
高
校
で
は
、「
な

り
た
い
自
分
」
に
向
か
う
た
め
の
行
動
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
自
問
自
答
さ
せ
る
「
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
を
開
発
（
図
３
）。
３

年
次
１
学
期
に
同
シ
ー
ト
に
取
り
組
む
こ
と

を
通
じ
て
、
総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜

に
挑
戦
す
る
覚
悟
を
生
徒
に
問
う
て
い
る
。
そ

し
て
同
シ
ー
ト
の
記
入
に
繰
り
返
し
取
り
組

む
こ
と
を
決
意
し
た
生
徒
を
、
総
合
型
選
抜
・

学
校
推
薦
型
選
抜
の
受
験
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
同
シ
ー
ト
は
、
高
校
時
代
ま
で
の
経
験
と
、

そ
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
社
会
へ
の
問
題
意
識
や
深
め
た
い
興
味
・

関
心
、
そ
し
て
社
会
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る

人
に
な
り
た
い
か
、
今
、
志
望
し
て
い
る
仕
事

は
何
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
志
望
し
て
い
る

大
学
は
ど
こ
か
と
い
う
よ
う
に
、
生
徒
の
志
望

が
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
可
視
化
さ
れ
る
構
成

と
な
っ
て
い
る
。
同
シ
ー
ト
を
基
に
、
生
徒
が

志
望
理
由
を
説
得
力
を
持
っ
て
語
れ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、
面
談
を
繰
り
返
す
。

　
ま
た
同
校
は
、
見
え
る
化
さ
れ
た
生
徒
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
等
を
基
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
複

数
の
教
師
を
指
導
担
当
と
し
て
割
り
あ
て
て
、

全
教
師
で
の
指
導
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
そ

の
際
に
も
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ト

を
用
い
な
が
ら
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
魅
力
を

※学校資料を基に編集部で作成。

❶高校時代までの経験（頑張っ
たこと）

❷❶の経験から学んだこと

❸❷を踏まえた社会への問題
意識や深めたい興味・関心

❹なりたい自分（社会にどんな
影響を与える人になりたいか）、
❺❹を実現するために、今志
望している仕事

❻志望校名とアドミッション・ポ
リシー、❼大学での学修計画

ストーリーとして
語れるように、❶から❼の
質疑応答を面談で繰り返す

橘高校：「なりたい自分」に向かうための行動サイクルを自問自答させる「キャリアプランニングシート」図3

志
望
の
ス
ト
ー
リ
ー
化
を
、

面
談
を
繰
り
返
す
中
で
実
現

志望理由書指導
のポイント

学校現場の課題感

面接での質問の土台となるのが志望理由書。志望理由を
磨き上げるためには、どのような指導が必要なのだろうか。

志望理由書指導における現場の課題感は、志望理由書作成
の構成・型の理解から志望先に関する情報収集、表現力の
育成と志望理由の研磨までと様々だ。

※ベネッセ教育情報センター「2024 年度学校推薦型・総合型選抜
セミナー事前アンケート最終集計結果」より。複数回答を集計。

志
望
理
由
書
の
構

成
・
型
が
身
に
つ

け
ら
れ
な
い

志
望
理
由
書
を
書
く

た
め
の
志
望
先
の
情

報
・
基
礎
知
識
が
不
足

志
望
理
由
書
を
書

く
た
め
の
語
彙
力
・

表
現
力
が
不
足

生
徒
の
志
望
理
由

を
磨
い
て
光
ら
せ

る
指
導
が
不
足

60

40

20

0

（％）
40.6

57.7 60.1 60.0
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小
論
文
・
志
望
理
由
書
の
指
導
で
は
、
生
徒

た
ち
が
社
会
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
知

識
を
身
に
つ
け
た
り
、
小
論
文
や
志
望
理
由
書

の
構
成
・
型
を
理
解
し
た
り
し
な
が
ら
、「
ま

ず
は
書
い
て
み
る
」
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
構
成
・
型
の
活
用
や

基
礎
の
知
識
の
補
完
」
と
い
う
土
台
部
分
は
、

自
校
の
生
徒
の
実
態
に
合
っ
た
形
で
各
校
で

仕
組
み
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
今
号
で
紹
介
し
た
事
例
で
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
を
使
っ
て
、
生
徒
が

型
を
活
用
し
な
が
ら
自
分
の
意
見
を
論
理
的

に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
指
導
が

行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
面
談
を
充
実
さ
せ
る

た
め
の
工
夫
を
し
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
志

望
を
磨
き
上
げ
て
い
た
。

　
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今
号
で
紹
介
し

た
実
践
事
例
を
よ
り
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
自
校
に
合
う
形
で
事
例
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
今
後
の
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

最
大
限
引
き
出
し
、
磨
く
指
導
を
し
て
い
る
そ

う
だ
。

　
群
馬
県
・
私
立
高
崎
健
康
福
祉
大
学
高
崎
高

校
で
は
、
生
徒
主
体
で
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を

行
う
「
健
大
高
崎W

ell-being D
AY

」
の

取
り
組
み
等
の
、
探
究
学
習
の
成
果
や
知
見
を

生
か
し
、
３
年
次
に
、
志
望
理
由
書
を
作
成
す

る
進
路
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
キ
ャ
リ

ア
ナ
ビ
」
を
活
用
し
、
３
年
次
６
月
末
の
志
望

理
由
書
の
提
出
を
目
指
し
て
、
４
月
か
ら
段

階
的
に
準
備
を
進
め
る
。
具
体
的
に
は
ま
ず
、

志
望
理
由
書
の
作
成
に
必
要
な
要
素
を
項
目

分
け
し
た
構
想
メ
モ
の
段
階
で
、
教
師
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
添
削
を
受
け
る
（
返
却
ま
で

に
約
１
週
間
）。

　
生
徒
は
、
教
師
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ

た
内
容
を
踏
ま
え
て
構
想
メ
モ
を
書
き
直
す
。

作
成
し
た
志
望
理
由
書
は
、
改
め
て
教
師
の
添

削
を
受
け
る
。
原
稿
用
紙
に
い
き
な
り
志
望
理

由
を
書
こ
う
と
す
る
と
な
か
な
か
ペ
ン
が
進

ま
な
い
生
徒
で
も
、
構
想
メ
モ
の
質
を
高
め
る

こ
と
で
、
そ
の
後
の
志
望
理
由
書
の
作
成
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
と
い
う
。

構成・型を活用しながら
基礎知識を補完しながら
書く手順の理解と、書くための
知識・経験の必要性を知る。

まずは一度
書いてみる
総合型選抜・学校推薦型選抜
を利用するかどうかの１つの
判断材料を、生徒に提供する。

書いた内容を
磨き上げる
生徒一人ひとりに向き合い、強
みを認めつつ、問いかけにより、
生徒の魅力を引き出す。

「学校推薦型・総合型選抜セミナー」アーカイブ動画
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinro/article/20240730_suisensougouseminar/
総合型選抜・学校推薦型選抜に関する情報を整理した上で、指導の「効率化」と「深化」をテーマに全国の実践事例
を紹介したウェブセミナーのアーカイブ動画を、Benesse High School Online に掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

小論文出題テーマ一覧（推薦）
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/nyushiinfo/nyushi/suisen-sougou/
nyushiinfo_kamoku/#tab-03
2024 年度大学入試（国公立大学）で出題された小論文の出題テーマを一覧にした資料を掲載しています。ぜひ、ご活
用ください。
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2024年８月号へのご意見

「見えない力」を育む授業の工夫を考えた
　８月号の特集の岡山大学の中山芳一准教授の記事にあった、「見えない
力」は客観的に測ることが難しいので、教師は「見えない力」を具体的
な行動指標として言語化する必要がある、という指摘はまさにその通り
であり、現場に役立つ情報だった。また、 Case１の群馬県教育委員会
の記事では、生徒に「自ら考え、判断し、行動できる」力を育むために、
県全体で「エージェンシー」を浸透させていく取り組みが参考になった。
特に、実践例の群馬県立高崎女子高校と同前橋南高校の記事には、生徒
の自立を組織的に支援するプロセスが具体的に紹介されており、自校の
教育活動に応用できそうだった。私は今、授業を通して「見えない力」
を育む場面を意識的に増やそうと考えている。例えば、授業の最後に本
時の学習内容の振り返りを書く活動などだ。生徒が振り返りを言語化す
る過程で、教師が具体的にフィードバックを行うことで、生徒が自分の
成長を実感し、次の学びにつながるよう、支援していきたい。

静岡県立浜名高校定時制課程　萩 一樹

今後は生徒会や委員会の活動を生徒主体で運営
　８月号の特集の Case１の実践例・群馬県立高崎女子高校の記事を読み、
自校では以前、生徒会や委員会の活動を生徒が主体的に運営していたこ
とを思い出した。今は、活動を効率よく進めるために教師主導で行うこ
とが多く、生徒が主体性を発揮する場面を奪ってしまっていたのだと気
づいた。生徒会や委員会の活動をなぜ行うのか、原点に立ち戻り、時間
がかかってしまうかもしれないが、様々な活動を生徒主体で進められる
ようにしたいと思った。　　　　　　　　　 　　　　　 三重県　匿名希望

生徒だけでなく、教師の主体性を引き出す上でも有効な手法
　８月号の特集のパーソル総合研究所の小林祐児上席主任研究員の記事
が大変勉強になった。特に、企業が社員に「見えない力」を育成するた
めに行っているという２つの手法は、学校でも応用して実践できるもの
で、学校が生徒の主体性を引き出すきっかけをつくることができると再
認識した。それらの手法は生徒だけでなく、教師の「見えない力」を育
む上でも有効であると感じた。　　　　　　 静岡県立吉原工業高校　松山 陸 

生徒の思いを踏まえた学校づくりに共感
　８月号の「指導変革の軌跡」の大阪府・私立常翔学園中学校・高校の
記事を読み、同校が、生徒が学校づくりに参画する機会を積極的に設け
ていることに共感した。本校でも学校行事などの見直しを行っているが、
教師が決めたことを生徒に伝えるだけで、生徒が見直しの過程にかかわ
ることはほとんどない。そこで職員会議で、教育活動の改善には当事者
である生徒の意見を聞くことが重要だと主張した。生徒の意見を聞くこ
とになると、学校に対する批判的な意見を耳にするかもしれない。しかし、
生徒の意見を踏まえて教育活動を改善していかなければ、教師の思いと
生徒の思いがずれていくだけで、生徒が学校生活に充実感や満足感を抱
く部分が少なくなってしまう可能性がある。生徒が学校づくりの様々な
場面に参画することの重要性を、校内の先生方に発信し続けていきたい。

香川県　匿名希望

先生方からの
ご意見を
紹介します

　2024 年度より VIEW next 編集部に配属
となりました伊藤です。今号では長崎県立
諫
いさはや

早高校を取材させていただきました。見
学した後

うしろ

田
だ

康
こうぞう

蔵先生の物理の授業では、ど
の生徒も生き生きと学習に取り組んでいま
した。なぜ生徒はこんなに生き生きとした
表情をしているのだろうと考えながら様子
を見ていたところ、「そういうことか。分かっ
た！　ありがとう」という発言を耳にしまし
た。また、休み時間には、２・３年生の生
徒に反転学習や自由進度学習について話を
聞きました。その中で印象的だったのは、「教
室はどんな時間を過ごす場所か」と尋ねた
際に、生徒が「他者と会話をして自分の考
えを深める場」と答えたことです。ＩＣＴの
活用により、遠隔での学習ができるように
なってきましたが、学びの場を保障するも
のとして、学校の教室は大きな役割を担っ
ていることを改めて認識しました。（伊藤）

『VIEW next』の LINE を友だち登録して
いただければ、本誌の発刊時や新コンテ
ンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』内の該当記事に、
ダイレクトにアクセスできます。この機会に
ぜひ、友だち登録をお願いします！
［友だち登録の方法］上の２次元コードを
読み取っていただくか、LINE アプリの「友
だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」と
ご入力いただき、追加してください。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

Reader's
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お問い合わせはこちらへ
お客様サービスセンター　TEL：0120-350455（通話料無料）
受付時間：月～金 8：00～18：00／土 8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）

高校版10月号
特集テーマ連動
オンラインセミナー開催のご案内

「主体的な学び」を実現する授業づくり
― その組織的な実践に必要な
    視点とリーダーシップ

参加費無料

「主体的な学び」の実現の鍵を握る「自己調整学習」とは特集解説

「主体的な学び」を実現する授業を組織的に実践するための管理職の視点とアクション校長座談会

Session 1

Session 2

※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

2024年11月26日（火）
15時30分～17時00分

オンライン（Zoom配信）
※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。
※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。

右の2次元コード、
または下記URLからお申し込みください。
https://benesse-hs.jp/atemn

2024年11月22日（金）

開催日時 参加申し込み方法

参加申し込み締め切り

形  式

校長座談会 登壇予定
オンラインセミナー

I N F O RM A T I O N

岩手県立水沢高校校長
さ     が     え

寒河江 和広  先生

本誌特集

本誌の特集と

重要テーマを
より深く理解する

連動した
オンラインセミナーで、

かみ  むら
東京都立多摩高校校長

上村 礼子  先生

VIEW next 編集部 統括責任者

柏木 崇

数は少ないけれども、部活動には積極的に参加してい

た男子生徒のＡさんが教室に入れなくなり、保健室登

校をするようになったのは入学式から２か月が経った頃です。

Ａさんの担任も、その学校で初めて学年主任を経験していた私

も、Ａさんが教室に入れなくなった理由は分かりませんでした。

　保健室で自習をするＡさんに私は、社会科準備室に来ないか

と提案しました。私の授業の空き時間に、クラスや家庭での

Ａさんの様子を聞いてみようと考えたのです。

　「勉強は苦手」「進路の目標も決まっていない」。高校生活に

前向きにはなれていないことが彼の言葉からうかがえました

が、人間関係のトラブルなど、教室に入れなくなるような理由

は見いだせませんでした。Ａさん本人も、なぜ自分が教室に入

れなくなったのかが分かっていないように私には思えました。

　夏季休業が明けると、出席日数の不足による原級留置が現実

的になってきましたが、教室に入れない理由は分からないまま

でした。「学校、やめようかな」と口にし始めた彼を見て私は、

教室復帰は困難だと思いました。そして同時に、このまま学校

をやめさせたくないとも思いました。中途退学は避けられなく

ても、Ａさん自身がその理由を認識することで、次に進むべき

道が見えてくるのではないか。そして、明確な理由はAさん

も分からないのだから、Ａさんと一緒に理由をつくるしかない。

次の一歩につながるのであれば、Ａさんが納得できるのであれ

ば、あとづけの理由でもよい。私はそう考えたのです。

校生活で楽しかったことや嫌だった時間などを、私は

Ａさんと何時間もかけて振り返りました。「人が多い場

所は苦手」「社会科準備室は１人だったから平気」。そんなＡ

さんの言葉に、「周りの目が気になって教室が嫌になったのか

な？」などと応答しながら、学校をやめる理由と次の進路を選

ぶ際の留意点をＡさんとともに探しました。そうしたやり取り

を積み重ねた数週間後、初めてＡさんから「通信制の高校なら

頑張れるかも」と、次につながる言葉を聞くことができたので

す。その後Ａさんは、通信制の高校を無事に卒業しました。

　原級留置となってもＡさんを学校に引き留め、教室復帰への

支援を続ける選択肢もありましたが、私は彼が「次なら頑張れ

そうだ」と思って学校を去れるようにするための支援を選びま

した。学校をやめるという決断に至ってもなお、その後の彼の

人生に、彼と２人で希望を見いだそうとしたのです。

「次の一歩を踏み出すための中途退学の理由づくり」
も支援の選択肢とする美那川先生に、不登校の生徒の
支援についてさらに話を聞いたウェブオリジナル記事
を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article29085/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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みながわ・ゆういち ●同校に赴任して４年目。
地理歴史・公民科。生徒の学力の状況にかかわらず、
生徒が歴史の学び方を身につけ、歴史を学ぶ目的を

見いだせる授業を追求している。
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先生なら、
どうしますか？
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 主体的な学び の実現の鍵を握る

自己調整学習とは
どのような学びか？ 

特 集

4KVOL4

やました・ともみ　同校に赴任して８年目。福祉科。進路指導部進学・探究活動担当。
青森県立七戸高校　1926（大正15）年設立／全日制／総合学科／共学／１学年約120人／ 2023
年度卒業生進路実績　国公立大は、室蘭工業大、弘前大、青森県立保健大、青森公立大などに７人が
合格。私立大は、東北工業大、東洋大などに延べ20人が合格。短大・専門学校進学20人。就職44人。

　看護科の高校に長く勤務した後、総合学科の七戸高校に赴任して進路指導を担
当している山下先生。前任校と異なり、希望進路が定まっていない生徒が多いこと
に率直に驚いた。そこで、10年後、20年後の自分を見据えて進路選択をしてほし
いと、職業人講話や大学見学会などの後には必ず振り返りを書かせ、「どんな大人
になりたい？」と生徒に問いかける。美容室でインターンシップをした生徒は、技術
の習得には相応の自己研鑽が必要だと分かり、憧れの職業を目指すことに迷いが生
じたが、「振り返りの中で、自分の将来や生活を改めて考え、自分の適性を見つめつ
つ、もっと多くの職業について知りたくなった」と、視野を広げた。
　生徒が多くの職業に触れられるように、今年度は１年次の「産業社会と人間」の時
間を使って企業見学を始めた。生徒は１人３社を訪問し、仕事の内容や従業員との
質疑応答をまとめてクラス内で共有している。見学先は、食品加工や運送、建築、農
家など、地元企業約20社。地元の銀行に取引先を紹介してもらい、山下先生らが１
社１社訪問して見学を依頼した。「私も看護や学校の仕事しか知りません。生徒と
ともに様々な職業や企業を知り、私自身の世界も広げていきたいと思っています」。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

ともに世界を広げよう
青森県立七

しちのへ
戸高校　山下友美先生
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